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奥州市議会全員協議会 会議録 
 

 

【日  時】 令和３年３月16日（火） 10:00～14:17 

【場  所】 ７階 委員会室 

【出席議員】 （25名） 

小野寺隆夫 佐藤郁夫 小野優 及川春樹 千葉和彦 高橋晋 小野寺満 高橋浩 

千葉康弘 瀨川貞清 千葉敦 廣野富男 及川佐 菅原圭子 菅原由和 飯坂一也 

髙橋政一 加藤清 阿部加代子 中西秀俊 菅原明  藤田慶則 今野裕文 渡辺忠 

及川善男 

【欠席議員】  小野寺重 

【出             席             者】 小沢市長 及川副市長 新田副市長 田面木教育長 鈴木選挙管理委員会委員長 

千葉総務企画部長 佐藤健康こども部長 千田財務部長 小野寺市民環境部長 

浦川協働まちづくり部長 菊地商工観光部長 鈴木農林部長 佐賀福祉部長 

千葉教育部長 朝日田医療局経営管理部長 二階堂政策企画課長 羽藤財政課長 

佐藤学校教育課長 

松戸選挙管理委員会事務局長、髙橋選挙管理委員会事務局事務局長補佐 

高橋健康増進課課長補佐 

瀬川議会事務局長 高橋議会事務局次長 千田議会事務局議事調査係長 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【次  第】 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 協  議 

(1) 説明事項 

① 新型コロナウイルス感染症の対応状況について 

② 奥州市学校再編計画について 

③ 投票区再編計画について 

④ 国民健康保険直営診療所の診療時間変更について 

(2) 報告事項 

岩手県競馬組合議会定例会(2/15) 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

【概  要】 

１ 開会 （略） 

 

２ 挨拶 

（小野寺議長） ご苦労様でございます。季節はすっかり春になりました。あれだけあった雪もこ

のようにすっかりなくなりまして、いずれ春というものは必ず訪れるもんだなと、しみじみ

思っている今日この頃でございます。コロナウイルスにつきましても、ワクチンの接種が奥州

市でも医療機関をはじめ、いよいよスタートして参りました。こっちも早く春の訪れを期待し

たいところでございます。 

今日は、当局の方から４つほどの説明事項が提案されております。最後までよろしくお願い
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したいと思います。それでは、市長からご挨拶お願いします。 

（小沢市長） 改めておはようございます。除雪のことで言えば、12月に今の時期にこんだけ雪が

なくなるっていうことが確実に分かって、市民生活に全く影響なければ、使ったお金がいたま

しかったかなというような気もしないではないですけれども、間違いなく除雪は、市内業者の

皆さんにお力添えをいただいたということでお支払いした代金なので、なければよかった大雪

ではありますけれども、一定の経済効果には寄与できたと言えばいい表現ではないんですけれ

ども、前向きに捉えるというふうなことなのかなというふうに思っております。 

さて、本日は、説明事項として新型コロナ感染症の対応の状況、それから奥州市の学校再編、

投票区の再編、そして国保の直営の診療所の診療時間の変更、４点についてご説明を申し上げ

る予定でございますので、是非、様々な角度からご意見を頂戴いたしたいと思います。 

さて、話は少し変わりますけれども、３月12日の金曜日に、水沢工業高等学校同窓会の会長

の菅原由和様はじめ、奥州商工会議所、金ケ崎商工会、前沢商工会、アテルイの里工業クラブ、

奥州市建設業協会、金ケ崎町建設業協会、それから空調設備衛生工事業の奥州支部様、そして

水沢電気工事協同組合様、合計９団体から、今般、県の教育委員会が発表した水沢工業高校と

一関工業高校の統合については、十分に理解できる部分が少ないということなども含めて、先

ほど申し上げました９団体から、奥州市長宛に、大筋は理解できるけれども、説明を丁寧にし

て欲しい。それから、もしやむを得ずそれを進める場合であれば、是非、胆江地区に高校を設

置、新設高校を設置して欲しい旨の要望書を賜りました。 

早速12日の日に、副市長、教育長、担当部局始めお集まりをいただき、この要望書の取扱い

について検討した結果、団体からの要望は極めて至当であるというふうに判断をし、奥州市長

名の部分をセコンドするっていうか、後押しするような形で、添書と言えばいいんでしょうか、

奥州市もこの内容については賛同する内容でありますというふうな決定をし、そして、３月15

日、昨日でありますけれども、代表として工業高校の同窓会長の菅原由和さんと私と事務局３

人で、岩手県の教育長を訪れ、菅原由和会長始め９団体からの要望書をお渡しをしたと、奥州

市はその内容について賛同しておりますという旨も申し添え、お願いをしてきたということで

ございます。 

内容的には、もう一度申し上げますが、県の示す再編の部分については、今後の少子化、或

いは今後生まれてくる高校生の数等々考えれば、当然、致さなければならない方針であること

は理解できるものの、ブロックを越えての統合であるということからすれば、その方向が、な

ぜそうなったかという説明、そして、場所などというふうな部分が出てくるのでしょうけれど

も、その一つ一つの決め方については丁寧に、関係する方々だけではなく、県民に説明をして、

総意を得る形の中で進めて欲しいという要望書でございます。そのようなことをしてきたとい

うことでございまして、基本的には、総論については９団体も賛成をしているっていうか、同

意の方向であると。ただし、作るのであれば是非、胆江地区にという内容であったということ

を申し添え、また、話が回りくどくなりますけれども、昨日、その旨、岩手県の佐藤教育長あ

て要望書、同窓会長の菅原さんと私で提出をしてきたということについて、口頭ではあります

けれども、ご報告を申し上げたいというふうに思い、発言をさせていただきました。 

話を戻します。今日、４項目、全協でお話をさせていただくわけでありますけれども、再度

になりますが、様々な形でご意見を頂戴できますことを心からご期待申し上げ、冒頭の挨拶と

させていただきます。本日はどうぞよろしくお願いいたします。 

（小野寺議長） 協議に入ります前に、本日の全員協議会に23番、小野寺重委員から欠席の届け出

があったことをご報告いたします。 

 

３ 協議 

(1) 説明事項 

① 新型コロナウイルス感染症の対応状況について 

（小野寺議長） それでは早速協議事項に入らせていただきます。説明事項の①新型コロナウイル

ス感染症の対応状況について、当局から説明をお願いいたします。佐藤健康こども部長。 
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（佐藤健康こども部長） それでは、１月18日に開催しました全員協議会以降の部分について、感

染症対策の対応状況を説明したいと思います。この間、国内では１月４日に緊急事態宣言が11

の都府県に宣言されましたけれども、現在は１都３県に緊急事態宣言という状況です。それを

受けた影響なのかどうかなんですが、県内では感染者が大分減ってきまして、先週辺り、あと

入院１人というところで、今般の久慈のクラスターが発生して、現在また増えているというよ

うな状況になっております。市内では感染者は出ておりませんけれども、市としても、この感

染対策を万全にしなければならないということで、市長メッセージも発信しておりますし、ワ

クチンの接種について、対策チームについては２月15日に設置しまして、今進めているところ

でございます。胆江圏域では、県が主体となって昨日から接種が始まっておりますけれども、

いずれ、接種に向けて高齢者、一般という部分は市町村が実施主体となっておりますので、こ

の部分について、医師会の協力いただきながら進めて参りたいと思います。詳細については、

健康増進課長より説明いたします。 

（小野寺議長） 菅野健康増進課長。 

（菅野健康増進課長） 健康増進課の菅野でございます。それでは私から、新型コロナウイルス感

染症対策の対応状況についてご説明申し上げます。 

１ページをご覧ください。１の経過報告でございます。前回の全員協議会以降についての報

告となります。 

(1)対策本部等の開催状況でありますが、２月１日に第６回の臨時診療所の運営委員会を開

催しております。また、３月10日に第26回の対策本部会議を開催しております。 

(2)奥州市国民健康保険臨時診療所の診療状況についてであります。１月から３月までの診

療状況を申し上げますと、１月後半からは予約件数も入らないという日が多くなってきてござ

います。診療の状況ですが、１月は、８日間の開設日のうち、予約が入ったのは６回でござい

ます。２月は、祝日による休診日が２日あり、実質予約が入り、診療した日は２日間でござい

ました。３月は、現時点で２日間の診療実績となってございます。検査結果は、ＰＣＲ検査、

インフルエンザの両方の検査ともに、すべて陰性でございます。予約を受付しております奥州

保健所への発熱症状などによる問い合わせ件数も大分減っているという状況にあると伺ってご

ざいます。 

(3)の市内陽性者に関する情報でございます。昨年12月26日に確認されました、市内６件目

の確認以降、今年に入りまして、市内での感染者は確認されておりません。 

(4)の県内の陽性者の状況でございます。お手元の資料は、３月11日に県が発表した内容で

記載しておりますが、昨日までに陽性者が、８人追加で確認しております。参考までに、昨日

３月15日、12時時点での県が公表しております最新の数値を口頭でご報告いたします。累計患

者数が565人、うち入院中の方が10人、重症患者は０、宿泊療養中が０、退院・療養介助が525

人、死亡者数が30人、入院調整中は０というふうになってございます。 

２ページをご覧ください。２の対策本部会議の開催内容についてであります。(1)の第26回

奥州市新型コロナウイルス感染症対策本部会議の内容についてでございます。 

アの報告につきましては、これまで本部会議で報告しております、国内及び県内の陽性患者

の状況、行事、イベント等の開催状況、市への寄附及び発熱外来臨時診療所の診療状況につい

て報告いたしました。新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けたイベント等の対応方針に

つきましては、本部長決裁により、国の方針に合わせる形で見直しを決定してございます。見

直し内容ですが、対応方針の期間を昨年12月から、当面、令和３年２月末までとしていたもの

を、国の取扱い等が決定するまでに改定してございます。収容率の要件や人数の上限等に関し

ましては、これまでの取扱いに変更はございません。 

新型コロナウイルスワクチン接種について、現状でのスケジュールについて報告いたしまし

た。ワクチン接種スケジュールとして、３ページの後段に３月、４月のスケジュール予定を図

で表してございます。主な点として、①、②、③の３点がございます。 

①として、医療従事者向けのワクチン接種につきましては、岩手県が実施主体となり、３月

15日から入院病床のある医療機関から接種を開始し、ワクチンが到着し次第、順次接種を進め
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ております。 

②といたしまして、高齢者向けワクチン接種については、４月中旬に接種券の発送を予定し

てございます。奥州市へのワクチン配給量が、４月中に２箱、４月12日の週に１箱、それから

４月26日の週に１箱が県から配分される予定となってございます。安定した供給量が見込まれ

るまでの間は、高齢者施設の入所者を優先して接種を進めることで、現在調整中でございます。 

③として、一般の方への接種につきましては、高齢者の接種のめどがついた時点で案内を開

始いたします。なお、コールセンターにつきましては、４月１日の開設に向けて、現在準備を

進めてございます。 

イの情報共有についてでございます。健康こども部からは、ワクチン接種に関する関係会議、

新型コロナ感染症対策関係の会議など、この間の会議の開催状況の報告がありました。教育委

員会事務局からは、卒業式、入学式等の行事について、感染防止対策を徹底し、適切な開催方

法を検討するよう各小中学校幼稚園に通知しております。また、歓送迎会等、飲食に繋がる行

事等に関して、自粛を働きかけるよう通知しております。生活支援部会からは、生活福祉資金

等の貸付状況や、生活保護世帯の状況などについて、また、経営支援部会からは、各種の支援

策や農林、商工関係の融資の進捗状況等について報告があり、全庁で情報共有を行ってござい

ます。 

３ページをご覧ください。ウの協議事項についてでございます。市長メッセージにつきまし

ては、緊急事態宣言の一部解除など国の動きがあり、国、県が示しました今後の方針を踏まえ

まして、３月10日付でメッセージを発信してございます。メッセージの内容のポイントとして、

次の４点を挙げております。家庭や職場を含むすべての場において、基本的な感染防止策の徹

底をお願いする。緊急事態宣言が発令されている地域との不要不急の往来は自粛。感染が拡大

している地域や外出の自粛が要請されている地域との往来は慎重に判断して欲しい。歓送迎会

等の飲食に繋がる行事を開催する場合は、感染リスクが高まる場面に注意していただきたい、

というこのようなメッセージを発信しております。４ページに市長メッセージを載せてござい

ますので、後ほどお目通しいただきたいと思います。 

(2)の第６回奥州市国民健康保険臨時診療所運営委員会での決定内容についてご報告いたし

ます。令和３年４月以降の臨時診療所の運営につきまして、引き続き開設する方針を決定いた

しました。開設する日数につきましては、胆江管内での現状の感染状況を踏まえまして、現行

週２回から、週１回の診療に変更することで、関係機関との調整を現在行ってございます。設

置場所や診療時間帯につきましては、これまでと同様でございます。 

３の今後のスケジュールについてでございます。次回の対策本部会議は、国、県の動向や胆

江管内での感染状況などを踏まえまして、必要に応じて開催することとしております。以上で

対策本部事務局からの報告を終わります。 

（小野寺議長） 佐賀福祉部長。 

（佐賀福祉部長） それでは、私の方からは生活支援部会の内容についてご説明をしたいと思いま

す。資料の方は５ページということになります。 

生活支援部会からは、生活福祉資金、生活保護の状況などについてご説明をいたします。こ

れらの内容につきましては、毎回ご説明をさせていただいておりますので、説明の方は簡潔に

させていただきたいというふうに思います。まず、(1)の緊急小口資金、(2)の総合支援資金に

ついてでございます。２月末現在で、緊急小口資金が貸付300件、総合支援資金が77件となっ

てございます。両資金ともピークは過ぎているという状況でございますけれども、12月以降、

相談、貸付の部分で、再度増加の傾向が一部見られることから、改めての注視が必要というふ

うに捉えてございます。中でも総合支援資金については、緊急小口資金が単発で20万円借りる

のに対しまして、緊急小口資金で生活が改善できなかった方々が、次の段階として月額で上限

20万円を原則３か月借りるというのが総合支援資金でございますけれども、その資金の性質上、

この推移については、より一層の注視が必要というふうに考えてございます。 

次に、住居確保給付金でございます。こちらは、２月末現在で支給決定が29件、延長が12件

ということで、合わせて決定が41件となってございます。こちらも切れ目なく、支給決定が継
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続した状況が続いて注視が必要ということでございますし、11月、12月については、再延長が

増加し、一旦増加したんですけれども、こちらの方は、少し落ち着いてという状況かなという

ふうにも捉えてございます。今ご説明した資金のうち緊急小口資金の償還免除の内容に関しま

して、２月に厚労省の方からマスコミリリースがございました。緊急小口資金については、令

和３年度又は４年度の住民税非課税を確認できた場合に、一括免除という内容となってござい

ます。なお、福祉資金のもう一つであります総合支援資金の償還免除につきましては、引き続

き検討ということになってございまして、詳細については、今後示されるものというふうに考

えてございます。これら運用につきましては、引き続き社協さんの方とも情報共有に努めて参

りたいと考えているところでございます。 

次に、生活保護の状況でございます。２月末現在で837世帯、1,064人となってございます。

ほぼ横ばいという状況です。ただし、12月以降で、相談件数のうちコロナの影響と考えられる

案件が10件、８件、６件と、直近の２月では６件というふうな形で、従前に比べまして数字の

高止まりの傾向が見られることから、今後、この部分についてもより注視が必要というふうに

考えてございます。以上です 

（小野寺議長） 千葉総務企画部長。 

（千葉総務企画部長） それでは次に、経営支援部会の取組みについてご説明をさせていただきま

す。 

６ページ以降ですが、各種団体からの要望要請について、また、支援策の進捗状況、融資、

信用保証の状況、これにあわせまして１月28日、国会で可決されました、ご承知の国の３次補

正に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金約７億4,600万円の配分がござい

ましたけれども、この活用事業についての説明をさせていただきたいと思います。政策企画課

長の二階堂より説明いたします。 

（小野寺議長） 二階堂政策企画課長。 

（二階堂政策企画課長） それでは、私の方から説明させていただきます。 

６ページでございます。新型コロナウイルスに係る関係団体からの要望、要請についてとい

うことでございますが、３月９日に胆江民主商工会様から４回目の要望を頂戴しております。

内容については、ご覧いただきたいと思います。 

続きまして、７ページからでございますが、これまで各種支援策を投じてきたわけでござい

ますが、その進捗状況でございます。経営支援部会、これは商工農林としてのこれまでのコロ

ナ関連事業の進捗状況でございまして、具体の説明は割愛させていただきますので、各自ご確

認いただきたいんですが、７ページから10ページが商工関係の22事業について、それから11

ページ、12ページが農林関係で９事業となっておりますので、ご確認をいただきたいと思いま

す。 

それから、13ページにお進みください。農林漁業セーフティネットに係る融資等の状況につ

いてということで、合計欄見ていただくと、申込件数が32件、金額が１億7,050万円、うち貸

付決定が31件、１億6,750万円となっております。 

続きまして、14ページ、15ページにお進みいただきたいのですが、こちらは商工業セーフ

ティネットに係る融資及び信用保証の状況についてでございます。表がございまして、これを

ご覧いただきますと、信用保証制度の状況、それから無利子融資の県対応資金、それから市中

小企業融資あっせんの状況、これを月別に推移がわかるように記しておりますので、これにつ

いてもご確認をいただきたいと思います。15ページは資料になります。 

進みまして16ページからが、国の３次補正に係る新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金を活用した事業についてというところでございます。 

１番の国の３次補正に伴う臨時交付金の概要でございますが、奥州市の配分枠は７億4,640

万4,000円となっております。一行飛ばしまして、国の令和２年度補正予算として成立してお

りますが、市への配分時期が年度末となったことから、国に対して配分枠全額を令和３年度に

繰り越すよう申請済みでございまして、市は、令和３年度予算として全額受入れ、活用すると

いう方針でございます。 
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次の事業についてでございますが、新たに23事業を記しておりまして、表の頭の方に事業区

分①から④とございますが、これについては17ページの上の方に書いておりますけれども、①

命を守る事業、或いは②暮らしを守る、③暮らしと経済の立て直し、④感染症に強い生活環

境・地域経済と、この４つの分類を表したものでございます。具体については、後ほど表で説

明いたしますが、17ページの上の方の表をご覧いただきますと、今回は、合計６億7,716万

8,000円の事業を組み立てているところでございます。 

同じく17ページの３番でございますけれども、臨時交付金事業に係る今後の手続スケジュー

ルでございます。(4)の補正予算の上程でございますが、３月25日の臨時会で提案をさせてい

ただきたいというものでございまして、(5)の国への申請期限については４月以降というスケ

ジュールになっております。 

続きまして18ページにお進みいただきたいのですが、これまでの臨時交付金の活用状況を

ちょっとおさらいでお話ししてみたいと思います。上の方の行を見ていただきたいんですが、

令和２年度事業として、１次補正、２次補正がありまして、奥州市の枠は合計で20億700万円

となっております。それに対する事業は、下の方の合計欄を見ていただきたいのですが、23億

5,600万円となっておりまして、１番下の枠、配分枠超過額が３億4,800万円、つまり、枠を３

億5,000万円ほど上回っているという状況でございます。ただし、ここから執行残が生じるこ

となども想定しておりますので、できるだけ国の交付金を有効に活用して、一般財源の持ち出

しを抑えるべく調整に努力しているところでございます。国配分枠の右側、３次補正というと

ころ、先ほどご紹介しました７億4,600万円が配分枠でございまして、合計額のところ見てい

ただくと６億7,700万円で、配分枠の超過額としてマイナス6,900万円と記しております。つま

り、まだ6,900万円の活用枠があるということでございますし、実際には、今回提案する事業

から執行残が生じると想定されることから、もっと活用枠があると、現時点でもっとあるとい

うふうに捉えているところでございます。ちなみに一番右側、別枠で県の補助金もございまし

て、１億7,700万円の枠に、１億7,800万円という事業実施分でございまして、これはほぼ決算

ベースでございますので、最終の一般財源の持ち出しは少なく収めたというふうに安堵してい

るところでございます。 

続きまして、19ページからが３次補正を活用した事業の一覧になります。23事業でございま

すが、簡単に一通り概要だけご説明をさせていただきたいと思います。 

まず、１番のテレワーク推進事業でございますが、399万9,000円。これは、職員の在宅型テ

レワークのためのノートパソコン購入等でございます。 

それから２番、オンライン会議環境強化事業でございますが、563万円。これは、本庁舎と

各総合支所間のオンライン会議、或いは、外部との会議の推進に関し、その関係を強化するも

のでございます。 

それから、３番が感染症関連情報発信事業でございまして、87万7,000円。これは、コロナ

関連事業の周知を図る事業でございます。 

それから４番、奥州ふるさと応援寄附事業832万7,000円でございます。シティプロモーショ

ンを行いまして、事業者支援等につなげるものでございまして、具体には、ふるさと応援寄附

者へのダイレクトメールの送付等が主な事業でございます。 

５番につきましては、多文化共生推進事業33万円でございまして、これはコロナウイルス感

染症に関わる内容について３言語に翻訳した上で、市のホームページや国際交流協会のフェイ

スブック等で情報発信する事業でございます。 

６番が水沢地域交流館管理事業299万2,000円。これはアスピアの空調整備でございます。 

続きまして20ページ、７番、中小企業事業継続補助金。これは２月議会の追加提案というこ

とで提案済みでございます。１億9,937万円でございまして、売上額減少率と減少額に応じて

最大15万円を給付すると、これは業種問わず給付する予定ということでございます。 

８番が新型コロナウイルス感染症緊急対策補助金、宿泊促進事業補助金でございまして、ホ

テル・旅館を支援するため、宿泊費の一部を補助して宿泊促進につなげるものでございます。 

９番が観光関連事業者緊急支援事業補助金2,500万円でございまして、観光物産協会が実施
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する各種事業、例えば、日帰り入浴、宿泊、飲食店誘客等々に活用するものへの補助でござい

ます。 

それから、10番がタクシー利用促進支援事業1,667万5,000円でございまして、タクシー事業

者を支援するためタクシーチケットを販売し、利用促進を図る事業でございます。 

11番、観光バス利用促進事業1,200万円でございます。観光バス利用料金の一部を補助して

バスの利用促進を図るものでございます。 

12番、水稲作付農家次期作支援事業。これも２月議会追加提案済みの事業でございまして、

１億1,659万6,000円でございます。令和３年度の主食用米を作付する生産者に対して種子購入

費用相当額の２分の１を支援するものでございます。 

進みまして、13番と14番は、いずれも和牛農家支援施策でございます。 

それから、15番が意欲ある農業者と飲食店等の連携推進事業300万円でございまして、農業

者と市内飲食店等との連携を後押しすると。そのことによって市産農畜産物の域内消費を促進

するという目的で、積算根拠の方に①、②とありますが、飲食店等へ直販する農家の育成、掘

り起こしが一つ。もう一つが、農家と飲食店トライアル事業になっております。 

16番が小学校の教室の空調整備でございますし、17番が医療関係機関支援事業ということで

5,238万円の事業でございます。これは医療機関支援ということでございまして、病院、診療

所、歯科診療所には、一施設当たり25万円を給付。それから、調剤薬局、訪問看護ステーショ

ンにはそれぞれ20万円。さらに、許可病床の加算ということで１病床当たり１万円加算という

ことがこのメニューでございます。 

18番が放課後児童クラブ感染予防対策事業ということで、若柳キッズクラブを高齢者福祉施

設の遊休スペースに移転することに伴い、手洗い場を新設するものでございます。 

19番、感染症予防対策事業413万9,000円でございますが、市内の公立保育所、認定こども園

の感染予防のための消毒液生成機の購入等でございます。 

20番、感染症診療体制整備事業5,005万2,000円でございますが、これは、コロナ感染症患者

の検査体制の強化及び診療体制確保のための医療機材の購入等でございます。 

21番が胆江地区広域火葬場空調整備設備更新事業でございます。1,760万4,000円。火葬場の

空調で緊急を要するものの対応でございます。 

それから最後のページでございます。22番、庁舎間オンライン会議環境構築事業93万6,000

円。これは、消防本部におけるオンライン会議環境の構築に資する事業でございます。 

23番、救急隊員用感染防止機材整備事業996万3,000円でございまして、これは、コロナウイ

ルス感染症の疑いの患者の輸送或いは感染患者の移送対応する者に、感染防止対策行うという

内容でございます。 

以上、合計で６億7,700万円ほどでございます。 

最後に、繰り返しとなりますが、今回ご説明した事業のうち、２月定例会で可決いただいた

もの２事業以外は、３月25日の臨時会で令和３年度の補正予算として提案をさせていただきた

いと考えております。今回の提案では、まだ交付金額を残しておりまして、それに対応する事

業については、今後のニーズを捉えながら、適切なタイミングで改めて議会にご相談、ご提案

させていただきたいというふうに思います。以上でございます。 

（小野寺議長） ただいま説明いただきました点について、ご質問等ありましたらお願いいたしま

す。12番、廣野富男議員。 

（廣野富男議員） ワクチン接種のスケジュールについて、ちょっと確認というか教えてください。

大体のおおまかなスケジュールは資料には記載されていますが、この詳細が決まるのは、当然

そのワクチン配分といいますか、それが決まらないと具体的なスケジュールは出てこないって

いうことでしょうか。資料によりますと、65歳以上の接種については、高齢者施設に入ってい

る、入所されている人たちが優先されるということなので、それ以外の対象者については、ま

だ、現時点では見通しが立たないということなのかどうかということと、個別接種の集団接種

を行う場所等については、まだ、周知されていないと思っていましたが、ここら辺もワクチン

の数といいますか、それが、見通しが立たないとこれもまだ現時点では見えないということな
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のか、その辺の説明をお願いしたいと。 

それと、コールセンターは４月１日から開設をするということですから、これは業者に委託

をするということになると思うんですが、集団接種の会場設営等についても業者委託をすると

いうふうに伺っていましたが、ここら辺の概要等については、もし差し支えない範囲で結構で

すからお願いをしたいというふうに思います。以上です。 

（小野寺議長） 伊藤保健師長。 

（伊藤保健師長） 健康増進課の伊藤です。まず、65歳以上の方への接種の見通しですけれども、

ワクチンの配分が、５月以降まだ示されておりません。ですので、まず来た分、高齢者施設へ

優先的にやろうということで協議して参りました。 

それから、場所の周知ですけれども、今、医師会さんの方で個別の医療機関がどれくらい手

を挙げてくださるか、取りまとめを今週から始めるというふうに伺っております。ですので、

そのまとまった時点で、どれくらいの医療機関にやっていただけるか、それに応じて、あとは

集団接種となったとき、どれくらいの先生にご協力をいただけるか、また、そこで協議して、

決定していきたいというふうに思っております。 

それから、コールセンターは業者委託になりますが、あわせて集団接種の会場設営、それに

ついても、今、業者さんと協議中であります。ですので、まだちょっと公表できる段階にはあ

りません。 

（小野寺議長） 廣野富男議員。 

（廣野富男） 接種は配分の見通しが立たないから進まないというのは、よくわかります。今の状

況ですと、そうしますと、65歳以上の高齢者、一般の方々は、４月はちょっと見通しが立たな

いよという理解でいいのかということがまず一つありますし、集団接種の会場は、当然それぞ

れスポーツ施設とか公共施設、場合によっては文化施設も対象になってくると思うんですが、

そういう場合に、調整もおそらく必要だと思うんです。そういう意味で、医師会との調整も必

要だと思いますが、もし今、押さえている部分ってのは、名称はいいですよ。どこということ

ではなくていいんですが、集団接種の会場については、押さえているという認識でいいかどう

か、その２点伺って終わります。 

（小野寺議長） 伊藤保健師長。 

（伊藤保健師長） ワクチンについては、４月の２箱だけがまず、今示されているだけです。それ

以降については、まだ何も示されておりませんので、計画がまだ立てようがないというところ

であります。 

それから公共施設数等の調整については、江刺地域で１か所めどは立てております。医療従

事者が先行してやられているわけですが、日本人は他の国に比べて副反応が多いようだという

ふうにも言われております。ですので、あんまり遠くに会場を設けたくないなっていうのは、

実は思っているところです。もし万が一何かあったときに、すぐに医療機関の方にお連れでき

るような場所がいいなというふうに私の中で思っております。医師会さんとお話した時も、Ｚ

アリーナという話が出たときも、先生方は、「えっ。」ていうようなお顔をされましたので、

それは遠すぎるというふうなご意見もございましたので、先生方ともご相談して決めていきた

いというふうに思っております。 

（小野寺議長） 19番、阿部加代子議員。 

（阿部加代子議員） 19番、阿部加代子です。お疲れ様です。まず今、コロナウイルスの関係で、

変異ウイルスのことが大変話題になっておりますけれども、岩手県の方ではどのくらい調査さ

れているのか、わかればお伺いをしたいというふうに思います。 

それから、これからコロナワクチンの予防接種の接種券が配布されるわけですけれども、奥

州市内には外国の方々もおられますので、国の方でも翻訳していただくということにはなって

いるみたいですけれども、外国語を母国語とされている方々でも、やはり日本語が難しいとい

う方々もいらっしゃるようですので、その辺の配慮をどのようにされるのかお伺いをしたいと

いうふうに思います。 

それから、今後ですけれども、集団接種となった場合、高齢者の方々、そして外国人の方々
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への配慮が大変必要になってくると思います。また、コールセンターでも、言葉がよくわから

ないという方々への配慮も必要になってくるかというふうに思いますけれども、その辺の対応

について、どのようにお考えになっているのかお伺いしたいというふうに思います。 

それから、３次補正の件ですけれども、様々今回の予算を活用されておりますけれども、最

近、地震が多くなっているかなというふうに思われます。避難所が、やはりコロナで予定の人

数の収容が無理だということになっておりますので、例えば、分散避難するためにホテルとか

旅館とかそういうところとの協定とか、例えば、トイレなんかも分けなければいけないという

ことになっておりますので、その辺の体制について、予算がどのようになっているのかお伺い

したいというふうに思います。 

それから、次亜塩素酸水の生成機を学校、それから今度は保育園、幼稚園等に置かれるよう

ですけれども、例えば、障がい者、高齢者施設等でも、こういう機械が欲しいというお声があ

れば導入すべきではないかというふうに思いますけれども、その点についてお伺いしたいとい

うふうに思います。 

（小野寺議長） 伊藤保健師長。 

（伊藤保健師長） 変異株の検査については、まだ情報はありません。 

それから、外国人の方への対応ということですけれども、先日、まちづくりの方と、それか

ら国際交流協会の方と打ち合わせをしております。まだ何回かこれから打ち合わせが必要かと

思いますが、もちろん検討して参りたいというふうに思っております。 

（小野寺議長） 小野寺市民環境部長。 

（小野寺市民環境部長） 今回の補正に関しまして、避難所に関してのそういった予算に関しては、

特に付けてはございませんでした。一応、令和２年度におきまして、各避難所における配備備

蓄用品に関しまして、ある程度取り揃えてきたところでございますけれども、今後、こういっ

た予算の関係の執行状況を見ながら、どうしても抜本的な整備ということになりますと１か所

だけにということに限りませんので、かなりの大きな金額の支出になってくるかと思いますの

で、どうしてもある程度は緊急的に必要な部分の購入という形が主なるかと思いますので、そ

れに関しましては、今後の執行状況を見ながら担当課と協議を進めて参りたいと思います。以

上です。 

（小野寺議長） 佐藤健康こども部長。 

（佐藤健康こども部長） 次亜塩素酸水生成機の関係ですけれども、今回、小中学校の方に配備い

たしまして、それを見ながら、幼稚園や保育園、こども園でも、これはいいなというところで

今回、事業化しようとするものでございます。ただ、次亜塩素酸水生成機でできたものでの消

毒で拭いてしっかりとした消毒になっているかというところ、この間のテレビでもちょっと弱

いところがあるということで、高齢者施設についてはクラスターが発生したら大変な状況にな

りますので、今のところ、アルコール消毒液等できちっと消毒するべきものではないかなと思

いますが、いずれ、施設等でそういった要望があれば、ちょっと検討させていただきたいとい

うふうに考えております。 

（小野寺議長） 伊藤保健師長。 

（伊藤保健師長） 接種介助というのは、高齢者とか、それから外国の方とか、通訳を付けるとか、

どうするかといったところも含めて、国際交流協会さんと情報収集しながら決めていきたいな

というふうに思っております。 

（小野寺議長） 阿部加代子議員。 

（阿部加代子議員） ありがとうございました。次亜塩素酸水生成機のことですけれども、大変高

価なものです。小学校で導入して、ある程度よかったということで、また今回、予算を見てい

らっしゃるなと思いますけれども、ある程度効果を確認されてから購入されるということに

なっているのではないでしょうか。確かに、アルコールを使えば、そのとおりしっかり消毒が

できるということですけれども、それに代わるものとして、この次亜塩素酸水が注目されてい

るのではないかというふうに思われます。また、次亜塩素酸水に代わる新たなものも様々開発

されているようでありますので、その辺をしっかり見極めて、今後、高齢者施設、障がい者の
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方々の施設等にも、市の方で学校や幼稚園保育所に設置したものであれば、同等のものを設置

して、しっかり消毒していただくということはそのとおりじゃないかなと思いますけれど、そ

の辺の考えも少しお伺いしたいというふうに思います。 

それから、市の施設ですけれども、見ておりますと非接触型の体温計がまだまだ揃っていな

い。そして、例えば消毒ですとか、手を洗う場所とか、非接触の場所が大変少ないのではない

かというふうに思われます。この際、この機会にしっかりその体制を整えていくということで

是非、検討をお願いしたいですけれども、いかがでしょうか。 

（小野寺議長） 佐藤健康こども部長。 

（佐藤健康こども部長） 次亜塩素酸水生成機、もちろんお高いものでございますし、最近、報道

等で消毒の影響という部分がいろいろ取り沙汰されているような状況にあります。そういった

部分もいろいろ注視しながら、高齢者施設においても必要という部分が、こういう声があるの

であれば、そういった部分についても検討して参りたいというふうに考えております。 

（小野寺議長） 千田財務部長。 

（千田財務部長） 庁舎関連の非接触型体温計、それから、消毒液等の設置についてでございます

が、先に改めて補正をいただきまして、庁舎関係については、より高機能のものを購入すると

いうことで今進めておりまして、現在設置しているものと入れ替えるというような形になりま

すし、今まで使っていたものについては、比較的庁舎よりは来客が少ない施設の方にまわして

といいますか、移しまして、より多くの方々を安全に入退場できるような形で対応していきた

いと思っております。あわせて、消毒液につきましては随時配置しておりますけれども、適時

確認しながら、必要があれば対応していきたいというふうに考えております。 

（小野寺議長） 他にございませんか。 

＜ 「なし」との声あり ＞ 

それでは、①の新型コロナウイルス感染症の対応状況については、以上とさせていただきま

す。 

ここで、午前11時10分まで休憩いたします。 

 

② 奥州市学校再編計画について 

（小野寺議長） 再開いたします。続きまして、②の奥州市学校再編計画について、当局の説明を

お願いいたします。千葉教育部長。 

（千葉教育部長） 教育委員会事務局です。よろしくお願いいたします。 

小中学校の再編につきましては、平成31年３月に策定いたしました「奥州市学校再編基本計

画」に基づきまして、奥州市立小中学校再編検討委員会を設置し、保護者、地域住民等の意見

を聞きながら、具体的な再編案の検討を進めて参りました。先月、検討委員会より答申を受け

まして、教育委員会で議決、その後、庁議で決定をいただいたものであります。 

本日は、再編計画のロードマップと今後の取組みを主に、あわせまして、学校給食施設再編

計画の見直しについて説明をいたします。それでは詳細につきまして、佐藤学校教育課長から

説明をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） それでは、お手元の資料に基づきましてお話をいたします。 

まずは奥州市学校再編計画の策定についてでございます。資料は１ページとなります。１番

の学校再編の目的につきましては、大きくは複式学級の解消と学力の向上を目指して進めて参

ります。 

２番の学校再編の経緯につきましては、まず平成20年に「奥州市学校再編基本計画」を議決

いたしました。その後、児童生徒数の大幅な減少に伴いまして、平成31年の３月に再編基本計

画の改定を行いました。この基本計画に基づきまして、平成31年度から今年度にかけまして、

奥州市小中学校再編検討委員会を２年間で合計６回にわたって開催し、具体的な学校再編案の

検討を進めて参りました。先月２月26日には、学校再編検討委員会の高橋清融委員長から再編

計画の答申を受けまして、同日に開かれました教育委員会定例会で議決されたところでござい
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ます。 

３番に、学校再編計画について、資料１としまして、２ページから再編計画の詳細について

掲載させていただきました。ここでは、少し飛びますけれども、10ページにございますロード

マップから前期計画の具体の部分についてご報告をいたします。 

資料10ページをご覧いただきたいと存じます。資料10ページは、学校再編のロードマップに

なってございます。前期の計画では、今後の３年間で大きく６グループの統合を進めて参りま

す。まず、令和３年度末でございますが、田原小、大田代小のＪグループ。そして、江刺第一

中学校、江刺南中、江刺東中のＩグループの統合を進めて参ります。令和４年度末には、岩谷

堂小、藤里小、伊手小のＡグループ。それから、人首、木細工、玉里、梁川、広瀬小のＢグ

ループの統合を進めて参ります。さらに令和５年度末に、姉体小、黒石小のＥグループ。若柳

小、胆沢愛宕小のＣグループの学校再編を進めていく予定でございます。 

資料、次の11ページでございますが、11ページは今後の協議の進め方について工程表をお示

ししております。今後、各学校におきまして、学校再編の準備委員会を設置して参ります。そ

の中では、構成員としましては、学校の教職員のほかに、ＰＴＡの代表の方々、地域の代表の

方々に入っていただきまして、各学校の事情に合わせてスクールバスの運用や放課後の過ごし

方等々について細かい協議を進めていただきます。さらに、資料中央の太枠の部分でございま

すが、こちらは、統合グループ毎の合同の準備委員会を設置して、その中に各専門部会を立ち

上げながら、一つ一つの懸案事項について地域の合意形成を図りながら丁寧に協議を進めて参

る予定でございます。 

お手元の資料１ページに戻らせていただきます。１ページの大きな５番でございます。奥州

市学校給食施設再編計画の見直しについてご説明いたします。 

まず、これまでの経緯の部分でございますが、現在、５か所の給食センターと、３か所の単

独調理場で、市内36の小中学校に学校給食を提供しているところでございます。平成29年には、

奥州市学校給食施設再編計画を作成してございます。この計画に則りまして、（仮称）奥州南

学校給食センターを新設する予定でありましたが、防災マップの見直し等によりまして、建設

場所を検討し直すこととなり、候補地選定作業を進めてきたところでございます。 

今回、小中学校の再編計画が当初の見込みよりも早く決定いたしましたので、改めまして今

後３年間で学校数が大きく変わることもございます。そうしますと、配送距離、時間、それか

ら給食数も見直す必要が生じますことから、ここで来年度前半の期間を使いまして、新たに奥

州市学校給食施設再編計画策定委員会を設置させていただきまして、再編計画の見直しを進め

る予定でございます。 

(2)に今後のスケジュールを掲載いたしました。来年度、５月から７月までの期間に、学校

給食施設再編計画策定委員会によって計画案の検討をいたします。８月から９月にかけまして、

計画案のご説明をいたします。10月を目途に、策定委員会による最終調整計画の決定を見込ん

でございます。新給食センターの供用開始につきましては、従前の見込みどおり令和７年度を

予定してございます。説明は以上とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

（小野寺議長） ただいま説明いただきましたことについて、ご質問等ありましたらお願いいたし

ます。11番、千葉敦議員。 

（千葉敦議員） 11番、千葉敦です。特に再編計画の方と、学校給食の２点について伺いますけれ

ども、まず学校再編の方で、５ページに学校再編の姿が、さっきのロードマップにもあること

ですけれども、前期については先ほど説明がありましたけれども、特に後期の部分については、

それぞれの地域で状況が書いてございますけれども、今後も生徒数の減少を見込んでの記述の

ように思いますけれども、私は今後、若干増える状況等も地域によってはあるのではないかと

思いますので、今回の計画にこのように載せる必要が果たしてあるのかどうかということを改

めて伺いたいと思います。 

それから、もう１つは、学校給食についてですけれども、今、最後に説明があったページの

５月から行われます学校給食施設再編計画策定委員会についてですが、今まで示されていた計

画を白紙に戻すのかどうか、その進め方について伺います。 
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（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） 大きく２点ご質問をいただきました。 

まず１点目に、学校再編計画の後期の部分でございますが、こちらは、児童生徒数の減少が

前提になっているのではないかというご質問だったかと思います。こちらは、仮に今のペース

で児童生徒数の減少がもしも続いた場合、そのようなことが近い将来に起きる場合には、その

時点で協議を開始するという予定を示したものでございますので、決して前提として捉えてい

るという部分ではございません。改めて確認をさせていただきます。 

それから、２点目ですが、学校給食センターに関わりまして、現在の再編計画でございます

が、もちろん、この計画に基づいた選定作業を進めてきているところではございます。ただし、

学校再編に伴いまして、学校の位置が大きく変わってくることが見込まれます。伴いまして、

児童生徒数の変化に伴って、各学校に配送する食数も大きく変わるところでございますので、

現状の再編計画では、給食センターを３つ計画するという計画案を持ってございますが、仮に

学校再編がこのまま進んで参ります。そうした場合に、本当に３つの施設が必要なのか。それ

とも大きく２つでも供用ができるのではないか。その辺り、様々なケースを含めて、新たな計

画の策定委員会の中で、あまり時間をかけずに協議をしていただく予定でございます。以上で

ございます。 

（小野寺議長） 千葉敦議員。 

（千葉敦議員） 先ほど示していただいたロードマップですけれども、特にも伊手小、藤里小につ

いては、一般質問等でも聞いたことはありますけれども、スクールバスによる通学となればか

なりの長時間を要しますので、子供たちへのケアというのは非常に大変になるかと思うのです

けれども、この点は本当によかったのかどうか非常に疑問と思うところでありますので、改め

て見解を伺います。 

（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） スクールバスにつきましては、まさに学校ごとに設置いたします学校再編

の準備委員会の中で、主な協議議題になるかと存じます。それぞれの学校の状況にあわせまし

て、保護者、それから地域の方々の願いを受けて、できる限り短時間で安全安心に児童生徒の

乗降ができるような経路、それから便数等々について、丁寧に協議をして参りたいと存じます。

以上でございます。 

（小野寺議長） 12番、廣野富男議員。 

（廣野富男議員） 12番、廣野富男です。11ページの再編工程表、資料２の部分のそれぞれ準備委

員会で協議する内容の中に、放課後児童の過ごし方というのがあります。この見方って言いま

すか、考え方は、これはそれぞれの統合される学校ごと、或いは残る学校ごとに、放課後児童

の過ごし方を考えてくださいっていう意味なのか。基本的にその準備委員会、合同の準備委員

会で、ある程度放課後の児童の過ごし方をあらかじめ示して、個々の統合される学校で、それ

を検討するという流れになるのかどうか、少し確認したいと思います。私、できれば教育委員

会として、現在、放課後児童教室、クラブ、それぞれあります、所管も違いますが、でも結局

は放課後の子供の過ごし方ということで、部署が変わったとしても、教育委員会としてある程

度の指針を出すべきだというふうに思っていまして、できれば今回の再編とあわせてもう一度、

統合される学校もされない学校も含めて、放課後の子供の過ごし方の指針といいますか、整備

方針といいますか、それを含めて是非リーダーシップを発揮していただきたいなというふうに

思っておりますが、その辺の考え方をお伺いいたします。 

（小野寺議長） 千葉教育部長。 

（千葉教育部長） まず、統合先の学校、或いは、それそれぞれの学校での放課後児童の過ごし方

という項目があるということについてなんですけれども、これにつきましては、やはりそれぞ

れの組織で、それぞれの保護者、地域の意見を聞きたいということであります。それぞれから

意見をもらって、進めて参りたいということであります。 

それから後段、議員の方からありました指針の部分についてですけれども、この部分につい

ては、確かに必要な部分だというふうには思っております。担当部局、健康こども部とも、こ
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れから統合を進めるにあたって十分に協議を進めていくということについては、それぞれ了知

しておりますので、この指針についても十分話し合っていきたいというふうに思っております。 

（小野寺議長） 廣野富男議員。 

（廣野富男議員） 是非そういう方向で進めていただきたいなというふうに思います。確か今、教

育委員会で考えている統合後の子供の過ごし方については、統合校から統合された学校の放課

後児童クラブなり教室にスクールバスで送って、そこに保護者が迎えに来るという、これを

ベースに考えているようですが、ここら辺もどうあればいいか、その運営がどうあればいいか、

単に施設がどうあればいいかだけでなくて、あわせて学校からそれぞれの放課後子ども教室、

クラブへの移送方法、場合によってはとても大変ですよと。むしろその統合校に大きな施設を

建てた方がいいという意見もあるかもしれませんので、その辺は、トータル的に是非協議がで

きるようにセッティングしていただきたいなと。これは要望です。もし所見があればいただい

て終わります。 

（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） 例えば、ご助言いただきましたとおり、それぞれの地域、学校の保護者の

方々、地域の方々のご要望を受ける形で、丁寧に協議を進めて参ります。以上でございます。 

（小野寺議長） 27番、及川善男議員。 

（及川善男議員） ちょっと先ほどの学校教育課長のご答弁で疑問に思って、給食センターの問題

なのですが、先ほどのお話では将来２つも考えられるという話だったのですが、たまたま今回

は南給食センターが、いわゆる災害の関係であそこの前沢の位置は駄目になって見直すという

ことになったのですけれども、もしこれがなかったらもう作られているのですよね。そうする

と、学校統合との関係はどういうふうに検討されてきたのか、ちょっと今聞いていて疑問に

思ったのです。２つということになると、いわゆる川東、川西というふうな構想をやられると

すると、私は生徒の数だけでこの問題は見られない問題があるのではないかと思うのですが、

その辺はこれから検討されるっていうことですけれども、もう少しその地域性だとかいろんな

ものを含めて検討されないと。もしそれであれば、後期の統合計画が明確になったうえでない

と出せないのではないかなと私は思うのですけれども。その辺はどうお考えなってこれから進

めようとされているのか、お伺いします。 

（小野寺議長） 田面木教育長。 

（田面木教育長） 今の及川議員さん、確かに今、前沢が実際に稼働していれば、その後どうする

かと。実はその時も、本当に３つということで計画をしていたのですが、子供たちは減るだろ

うということも予想はしていました。ただ、学校統合についてこう急激に来るということにつ

いて、その部分については、これほど早くすることはちょっと予想外だったのですけれども、

いずれ前沢を稼動する時にも、それも本当にあと２つ必要なのかということについても、一応

検討はしていたところであります。ただ、やっぱり川東の部分については、これは必要だろう

と。ただ、その時にあともう１つ、今稼働しています東水沢中学校の部分。あそこはまだ新し

いものですから、あそこの部分も少し大きくするというか、そうすると、大きな工事費もかか

らないだろうということを一つ頭の中に入れまして、検討材料として、その中での配送時間と

か、そういう部分を考えていく必要があるのだろうということで、当時３つということにはし

ていたのですけれども、やっぱり様子を見ながら、今後どうするかなという、その部分も一つ

話をして、検討の材料ではあったということであります。ただ今回、前沢の部分があのような

形になってしまったので、再度、もう１回見直そうということで、今回の再編計画の部分につ

いての検討会ということを教育委員会としては考えたところであります。 

（及川善男議員） まずいいです。意見はあるけれども。 

（小沢市長） おっしゃっているようなことも併せて検討するって言っていますので、どうぞ。 

（小野寺議長） 他にございませんか。佐藤郁夫議員。 

（佐藤副議長） ちょっと確認ですが、５ページの江刺もですし、その他もですが、後期の部分。

１つ江刺の例をとれば、前期統合校は、今後の児童数の推移を注視しつつ、前期統合から６年

以上経過した時点の状況により、岩谷堂小との統合検討対象地域とすると。稲瀬もそのとおり
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なのですが。これは具体的に言うと、まず、藤里小、伊手小、岩谷堂小は岩谷堂小に行きます

から後期はないということですよね。それから、人首から玉里までは、前期注視しつつはいい

ですが、６年以上経過してからの状況により、岩谷堂小との統廃合の検討対象地域とすると。

これは検討対象地域というのは、どういうことなのかと。統合ありきみたいな感じに私は思う

のですが。そこで全部、統廃合の、例えば、胆沢も検討対象地域とすると。そうすると、南都

田との統廃合検討対象地域だということの捉え方でいいのですかということをお聞きします。

これ、ありきと私は読みましたから、それでいいのでしょうかと。以上です。 

文言の言葉尻を捉えるのではなくて、保護者にしろ、ＰＴＡにしろ、やっぱり後期も見通す

わけですよ。したがって、この考え方について伺います。 

（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） 後期の計画の部分でございますが、繰り返しになりますが、これは前提条

件ではなく、仮に児童生徒数が大きく減少する場合には、その時点で検討を開始するという計

画でございますので。玉里のグループですと、令和11年度の時点での児童数は、現在の見込み

でも、まずは100名を下回らないということが見込みとして持てる部分でございますので、６年

後であっても、十分、次の統合を検討するような状況にはならないというふうには判断してご

ざいます。ただし、その後については、もしもまた大幅に減少する場合には、検討を開始する

という計画でございます。 

その場合の統合の対象校としては、岩谷堂小学校ということで明記をさせていただきました

し、胆沢につきましては仮にそういうような状況が生じる場合には、統合の対象校としまして

は南都田小学校ということで、後期の部分に明記をしたところでございます。以上でございま

す。 

（小野寺議長） 佐藤郁夫議員。 

（佐藤郁夫議員） 文章ですから、私は注目しているのです。今後の児童数の推移を注視しつつと

いうことは、前期と同じ考え方ですかということになるわけです。まず一つは、稲瀬もそうだ

と。それから、大田代、田原小も統合ですから、後期の中では、これも独立をしないで、岩谷

堂小に統合するという考え方もあるのですかと。今の説明ではそのとおりですが、文章化され

ていますから私は言っているのです。そういうことです。そうすると、稲瀬小は、今後の児童

推移を注視しつつ、同じことです。これは、こういう考え方で、答申もこれでしたか。私は

ちょっと文章が違ったなあと思っていましたが、清融委員長から答申を受けた際、文章が違い

ませんでしたか、同じですか。そこは、令和11年度以降もあれだということは今、説明ではわ

かりましたが、口頭で説明した時点と全然違うと思うのですよ。したがって、まさか議事録で

こういうことだということには私ならないと思いますが、ちょっと文章表現上は、さっき言っ

た注釈をつけるとか、そういうことをなさった方がいいのではないかと。これは私の意見です

が、いかがでしょうか。 

それから、次は要望です。これは答えなくて結構ですが、学校の校舎。例えば、玉里小学校

に入りますよということは２月定例会にありましたが、あと私は、東中学校に入れるのも一案

ではないかと。それは提言として受けとめますということですが、幼稚園、保育園と十分に連

携をとって、どうあるべきなのかということについては、答弁ではそうしますということでし

たので、これは意見ですので、そう受けとめてもらって結構ですが、意見として申し上げます。

前段は質問です。 

（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） 注釈をつけたらいかがかというご助言をいただきました。この部分は、今

後設置いたします再編の準備委員会、特にも合同の準備委員会の中で、後期の計画の部分の捉

え方に誤解がないように、ある意味では注釈という形で、検討委員の皆様方に、再度丁寧に説

明をしたいというふうに考えてございます。 

それから、ご助言いただきました江刺東中学校の校舎の活用、それから、幼稚園、保育園と

の連携の部分につきましても、担当各課と連携を取りながら、場合によっては、各課の担当者

を準備委員会の中にアドバイザーとして参加を要請しながら、丁寧に協議を進めて参ります。
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以上でございます。 

（佐藤郁夫議員） 了解しました。 

（小野寺議長） 他に。２番、及川春樹議員。 

（及川春樹議員） ２番、及川春樹です。ちょっと確認したいのですが、同じ５ページの表の中に、

羽田小学校は近隣校との統廃合というのがあるのですが、他の地域ですと統廃合等対象の場合

は学校名が示されているのですが、何かしら意図があって近隣校と示されているのか、そこだ

けお聞きしたいです。 

（小野寺議長） 佐藤学校教育課長。 

（佐藤学校教育課長） 今のお尋ねは、統合先の学校名の記載という部分だったかというふうに存

じます。この部分は、これまでの再編に関わります様々な説明会の中で、是非どこかの学校を

どこかに統合するという考えではなくて、対等な立場で統合を進めていただきたいというよう

なご意見を受けまして、以前、再編素案の中では、例えば大田代小学校を田原小学校へ統合す

るというような記述にさせていただきました部分を、最終案では、大田代小、田原小を統合す

るというふうに対等な立場だという意味でこのような記述にさせていただいております。以上

でございます。 

（小野寺議長） 他にございませんか。 

＜ 「なし」との声あり ＞ 

それでは、②の奥州市学校再編計画については、以上とさせていただきます。 

説明者入替えのため暫時休憩します。 

 

③ 投票区再編計画について 

（小野寺議長） 再開いたします。 

続きまして、③の投票区再編計画について、当局から説明をいただきます。鈴木選挙管理委

員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） 本日は、ご説明をさせていただく時間をいただきましてありがと

うございます。去る１月12日から２月２日までの間に、地区センター等を会場といたしまして

投票区の再編案の説明をさせていただきましたので、このときの状況等につきましてご説明を

させていただきます。 

また、２月28日までの間にいただきました市民アンケートによりますご意見を取りまとめま

したので、この概要もご説明させていただきます。 

また、これらのご意見を踏まえまして、当初予定しておりました再編対応策を一部変更いた

しましたので、この部分につきましてもご説明を申し上げます。 

なお、新年度予算に丁寧な市民説明を尽くされたいと附帯意見をいただきました。当初は、

今月末までに計画決定をする予定でございましたが、４月から５月までにかけまして、参集範

囲を限定しない説明会を開催いたしました。さらに、総会等を開催する地域で、説明に来ても

良いというような地域には、出前で説明をさせていただくことといたしました。これによりま

して、計画決定は５月末とすることにいたしましたし、その後におきましても、機会を捉えま

して説明、周知に努めて参ります。それでは、担当の方からご説明を申し上げます。よろしく

お願いいたします。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） 選挙管理委員会の松戸でございます。 

それでは、資料03①の投票区再編計画についての変更箇所等、こちらを見ながら説明をさせ

ていただきます。 

１、地区説明会について。こちらにつきましては、投票区の再編により廃止等の影響が生じ

る投票区を対象といたしまして説明会を開催いたしました。新型コロナウイルス感染症防止の

ため、地区行事、会合等を自粛している状況にあるということを多くの地区から話されたこと

から、地区振興会、行政区長、民生委員さん等の地区の代表の方々にご案内し、令和３年１月

12日から２月２日までに25会場で開催し、273名の参加をいただきました。 
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２、住民アンケートについてでございます。こちらは、令和２年12月24日から令和３年２月

28日までの間に、再編対象地区の全戸１万6,310世帯に再編計画案の要約とともに配布いたし

まして、アンケート回収箱を本庁、各総合支所、対象地区の地区センターに設置いたしまして、

回収いたしました。その結果、496件の回答をいただいております。 

３の地区説明会及びアンケートでの主な意見についてでございます。こちらにつきましては、

概ね計画について賛成の意見、投票率の低下を懸念する意見、交通弱者対策への意見、選挙費

用削減等を求める意見、臨時期日前投票所の設置に対する要望、期日前投票所の増設に対する

要望、再編計画や制度の周知に対する意見、全有権者対象の説明会開催に対する意見等をいた

だいております。 

なお、この詳細につきましては、市のホームページで予定と書いておりますが、昨日の段階

ですでに掲載しておりますので、詳細は市民の皆さんがホームページで確認できるという状況

でございます。 

続きまして、４、令和３年度予算に対する附帯意見として、投票区再編に当たっては、丁寧

な市民説明を尽くされたい、との意見を頂戴しております。 

それらのご意見を受けまして、５の再編計画の主な変更点として、次の見直しを行っており

ます。臨時期日前投票所につきましては、新たな投票所までの直線距離が概ね２キロ以上とな

る距離的要件のほかに、75歳以上の投票者数、そして当日投票の率、新たな投票所までの標高

差等を加味して、真城が丘集会所１か所を追加し、合計で21か所に変更しております。また、

１か所あたりの開設時間を半日程度としておりますが、有権者の多い箇所については、その限

りではない旨に変更しております。 

次に、在宅の要介護者や障害者手帳をお持ちの方などの移動困難者を対象とした移動補助に

ついて、こちらは、事前申し込みとしておりましたが、利用しやすくするために、入場券と障

害者手帳等の証明書類をタクシー等の乗車時に提示する方法に変更し、また、介護者が同乗す

ることも可としております。タクシー以外に、地区内交通も活用できるように変更しておりま

す。また、移動補助を当日投票所の利用のみとしておりましたが、臨時期日前投票所、期日前

投票所、当日投票所のいずれでも利用が可能としております。さらに、要介護者や障害者手帳

所持者以外の高齢者の方、そして、運転免許返納者など、移動が困難な方の投票率の低下を懸

念する声が多かったことから、バス等の運行を検討するということとしております。 

その他といたしまして、各種投票所での年代別を含めた投票率、バリアフリーの状況等を、

各種選挙終了後に公表し、随時見直しを行います。具体の様式等につきましては、資料ナン

バー03③の投票区再編計画の最後のページに掲載しておりますので、後ほどご覧いただければ

と思います。 

そして、運用開始の時期につきましては、附帯意見等を受けまして、令和４年３月18日任期

満了となる市長、市議会議員選挙から適用するとしておりましたが、この部分を、説明会等の

状況を見ながら、令和４年３月18日任期満了となる市長、市議会議員選挙から適用できるよう

進めるという記述に変更しております。 

６、今後のスケジュールについてでございます。４月から５月にかけて、全有権者を対象と

した計画案についての説明会を、本庁及び各総合支所等で開催いたします。また、ご要望があ

れば、各地区に出向いて個別の説明にも対応させていただきます。そして５月下旬に選挙管理

委員会において計画決定をし、６月以降、計画についての説明を行うスケジュールとしており

ます。 

では次に、資料ナンバーの03④地区説明会個別資料、こちらをご覧いただきたいと思います。

この資料は、25会場で行いました地区説明会の資料をまとめたものでございます。内容としま

しては、市全体と当該地区の投票の状況を表とグラフで比較し、そして、投票所がどのように

再編するかを、地図を用いてまとめたものでございます。 

例として、２ページをご覧いただきたいと思います。こちらは、水沢第４投票区の資料と

なっております。平成22年と令和元年の参議院選挙で比較をしております。下の表をご覧くだ

さい。市全体の令和元年の有権者数は10万75人で、平成22年から4,436人減少し、投票者数も
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8,445人減少しておりますが、期日前投票は6,926人増加し、当日投票は１万5,102人減少して

おります。そして、水沢第４投票区で見ますと、期日前投票が46人増加し、当日投票が147人

減少しています。その推移を上のグラフで表しているものでございます。 

そして、次の３ページでございますが、こちらは、水沢第４投票所が水沢第１投票所と水沢

第３投票所に再編になることを地図で表したものでございます。 

次ページ以降は、再編対象の地区ごとに投票の状況を数値化グラフ化しまして、期日前投票

が年々普及してきており、それによって、相対的に当日投票の利用者が減少しているという状

況を各地区の説明会で丁寧に細かく説明した資料となっております。 

そして、残りの資料の03③の投票区再編計画書、こちらにつきましては、黄色でマーカーし

た部分が前回からの変更点となっております。 

そして、資料ナンバー03②、こちらが再編計画の概要ということになっております。 

それから、住民アンケート、これらも、すでにホームページで掲載して、いつでも見られる

ような状況となっております。そして、今、最後にご説明申し上げました、この各区の投票率

の推移、こちらについてもホームページで確認できるというようにしております。以上でござ

います。 

（小野寺議長） ただいま説明ありました点について、ご質問等ありましたらお願いいたします。

他にございませんか。 

それでは、ただいまの説明に対する質問は、午後からとさせていただきます。昼食のため、

午後１時まで休憩いたします。 

（小野寺議長） 再開いたします。休憩前に引き続き、投票区再編計画について、午前に当局から

説明ありましたことについて質問ありましたらお願いします。13番、及川佐議員。 

（及川佐議員） 及川佐ですが、大きく３つ聞きたいと思います。 

１点目は、今回、江刺第１、総合支所には、投票者数が6,598人。奥州市最大の投票者数の

選挙区というか、投票所になります。この数は、ちょっといくらなんでも多すぎると思うので

すよ。6,598人、6,600人。奥州市最大の投票者数。確かに距離は、増沢という地域は二点何キ

ロ、２キロ以上離れますけれども、その他の地域はそんなに遠くない。距離的にはですね。で

すが、この人数ですと集中する可能性があるのですよ。特に気になるのは、期日前投票の時。

後で期日前もお伺いしますけれども、この人数はやっぱり多すぎるので、やはりこの半分ぐら

い。せめて半分ぐらいの人数にしないと。なかなか混乱が起きる可能性があるので、どうお考

えなのかをお聞きします。 

それから、期日前投票に関してですが、半日。ところが、期日前投票とか投票行動というの

は、令和２年11月16日の全協で同じ内容が出されているのですが、こういう集計があって、大

体午後なのですよ、投票に来るのは。期日前であろうがなんだろうが、大体皆が動き始めるの

は13時から19時の間。この二重丸とか書いてある。ここには載っていませんけれども、投票行

動は午後なのですよ。基本的に動くのは。半日の事前投票というのは、もし午前中に当てたら、

そこはなかなか難しい。だから、この集計の結果を見ると、二重丸で結構混んでくるのが大体

午後から。ほとんど朝の７時とか10時からはあまり来ない、現実的行動は。なのに、今回の江

刺の場合、半分になるわけですけれども、半日単位の移動では。だからこれは、午前、特に半

日の午前中に期日前投票をやった場合は、なかなか来ない可能性が強いですね、これを見ると。

したがって、丸１日あるとか或いは午後だけはどこでもやるとか、こういうことの方が現実的

には投票率は上がると思うのですが、期日前についてどのようにお考えでしょうか。２点目で

すね。 

それからもう１点。今回、在宅要介護者は、バス等を利用して、障害者手帳を持った方とか、

こういう足を確保するということになっているわけなのですが、まずこのリスト。どの程度の

介護度なのか、或いは障害者手帳なのか。或いは様々高齢者がいるわけですけれども、これが、

誰がどのような資料に基づいてそういう方であるということを定めるのか。住民基本台帳とか

様々ありますね。手帳だとか様々あるのですけれども。同時に要介護者を介護する方も一緒に

となってくると、これ自己申告なのか、何かリストがあるのか。この３点についてお伺いしま
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す。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） まず、期日前の関係でお答えを申し上げます。臨時期日前投票は

半日単位、若しくは有権者数の多いところはそれに限らないというふうな規定にしてございま

すけれども、今ご指摘のように、あまり午前中は来ないのではないかというような地区も確か

にあろうかと思います。この臨時期日前投票の時間帯を決めるに当たりましては、それぞれの

地域と相談をさせていただきまして、どの辺の時間帯がよいかを定めさせていただきたいとい

うように考えております。 

それから、在宅要介護者の足の確保の関係でございますが、これにつきましては、介護度の

認定の書類、或いは身体障害者手帳、これらを示していただきましてタクシーに乗っていただ

くと。そして、投票所の方でタクシー券を交付すると。今の段階ではそのように考えているも

のでございます。それで、当初は申告制にして、自分は、介護度はこのくらいであるとか、手

帳はこのくらいのものを持っているとか、或いは交通手段がないとか、そういったことは、こ

ちらで交通手段がない部分を掴みかねましたので、申告制にしようかと思ったのでございます

が、申告制にしますとなかなかご利用いただけなくなるのではないかというようなこともござ

いまして、まず、そういった手帳とか、或いは介護度を示す書類をお持ちいただいて、タク

シーで投票所に来ていただくというような方式にしたいというように考えてございます。細部

は、これからタクシー会社の方とかと詰めていくというような格好になりますけれども、いず

れ、申告は不要というようなことで進めていきたいというふうなことで考えてございます。 

あと、江刺第１の人数につきましては、局長の方からお答え申し上げます。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） では、私の方から江刺第１の部分の人数が多いのではないかと

いう部分をお答えしたいと思います。こちらの有権者数の人数が、このとおり6,598人というふ

うな数字でございますが、期日前投票、そういった方たちもかなり多くございますので、当日

投票の部分でもかなり人数がばらけるというような形になるということになりますので、こち

らの方は、まず、有権者数は多いんですけれども、実際の投票する時の人数というのは、かな

りばらけるというふうに見込んでいるところでございます。 

それから、先ほどのご質問がありました足の確保の部分の要介護者、それから身体障害者の

部分のそういった数の把握でございますけれども、こちらの部分につきましては、関係課から

そういった対象者の人数を確認しまして、有権者数、それから投票者数、今までの選挙の投票

率なども試算いたしまして、そういった数字を押さえたいと、そのように考えているところで

ございます。 

（小野寺議長） 及川佐議員。 

（及川佐議員） まず江刺１区の6,598人。他のところは多くても4,000人、5,000人ってあったかな、

ちょっとないかな。だから、6,000人超えるというのは、これはいかにも。先ほどお話したよう

に、資料によると大体午後、地域とおっしゃったけど午後なのですよ、これは。今までの直近

４選挙の投票状況によるとね。だからこれは、ちょっと地域に聞くという話じゃなくて、もう

はっきりしているわけ、資料としてはね。その意味で、どのぐらい混むかとか、そういうこと

も想定しなきゃいけないと思いますので。地域の問題じゃなくて、今までの４回で集計がすで

に出ていますので、そういう行動をとるのが普通なのですよね。この奥州市の場合ですよ。と

いうことですから、6,598人はやはり多すぎます。いくら何でも多すぎます。これ、細分化すべ

きだと思います。再度聞きます。 

それから、要援護者の方とか在宅の方は、もちろん、どこかでリストをいただく。福祉とか

そういうところからいただくにしても、例えば具体的に言うと、距離によっても変わってきま

すよね、どういう形で行くかというのは。例えば、田原が地区センターに今度なるわけですけ

れども、大平からすると4.75キロ。２キロどころじゃないですね。倍以上の距離が離れる。統

一することによって。それから、これも米里第２の木細工自治会は、自治会館からすると、新

しいところは５．４キロ離れてしまうのですよ。こういうところで、今言った要援護者をどの
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ように、その場所に行ってもらうかということは、単に一般論、その人だけではわからない。

今回の新しい措置ですよね。江刺の場合は半分になるわけです。したがって、そういう距離感

が２キロじゃなくて、いわゆる５キロ以上になっちゃうこともあるわけですよ。そうなると、

そこにタクシーを使うにしても、或いは誰かがついていくにしても、かなりの緻密な準備がな

いと結構大変だと思います。したがって、これはもう１回お伺いします。 

それから、地域によって事前に半日程度の、人数が多いところは、岩谷堂なんかは１日やる

のかな、事前の期日前投票所。人数が多いところはそうだっておっしゃっていますけれども、

そうじゃないところは午前、午後になっちゃうので、投票行動と相反することが、先ほど言っ

たようにある。当然、資料として出ているので、やはり午後を中心的に期日前投票をやるべき

なのですよ、一斉に。手間はもちろんかかりますよ。でも、投票行動がそうである以上、なる

べく投票率を上げるためには、その方がいいと思うので、再度お伺いします。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） 選挙の混む時間帯の部分の確認ですけれども、以前の全協でお

渡ししたときの資料で、混み具合の関係ですけれども、混む時間帯というのは、午前中が比較

的混むということでよろしいでしょうか。ということでございまして、そういったことで、そ

の時間帯の配分も、こういうのを参考にしながら来ていただくということですし、それから、

期日前投票の投票所の設置、こちらについては、それぞれの地区、その投票区のご意見等もお

伺いしまして、そういったのも反映させて、地区のニーズにできるだけあわせたような形で、

利用しやすいようなそういう開設にしたいと、そのように考えているところでございます。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） 在宅の方の、要援護者の方等のタクシー利用でございますが、

やっぱり遠方になりますとかなり距離もありますので、タクシー会社の方で初乗り運賃等の関

係もございまして、事前登録制であれば、その方のうちのところに何時からどのくらいの時間

単位で行っていただくっていうふうなことは、タクシー会社に個別に頼めるわけでございます

けれども、あまり遠方ですと、やはりタクシー会社もなかなか応じかねる部分があろうかと思

いますので、そこは事前にタクシー会社の方とも協議をいたしまして、どのようなことであれ

ば行っていただけるか、そういったこともきちんと話合いをしながら進めて参りたいというよ

うに思ってございます。いずれ、在宅の方は、やはりご自分でも投票したい。市民アンケート

をとりました結果、自分に障がいがあって、そして、こういったタクシー制度があったら使う

か使わないかというようなアンケートも一緒に取ったわけでございまして、この結果につきま

してもホームページには掲載してございますが、やはり半数ぐらいの方は、利用したいという

ような意向が多かったものですから、いずれ、利用しやすい制度、まだ詳細を全部決めている

わけではございませんけれども、使い勝手の良いような制度にしていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

（小野寺議長） 及川佐議員。 

（及川佐議員） 今、混み具合は、私が間違っていました。午前中の方なので。ただし、全部午前

中なので、他の地域全部。奥州市は、基本的には。だから、午後じゃなくて午前中に集中す

るっていうことは同じなので、それは当然、午後に分散しようとすれば、よほど皆さんに通知

をする。半日ですからね。当然、午前、午後もあるわけですから。午前の行動を午後に持って

いくっていうのは、よほど地域で設定しない限りは、行ったけれどもなかったとかね、そうい

う可能性が出てくるので、これは本当に事前に周知しても、多分難しいと思うのですよね。従

来どおりの考えでいくと、１日やるという前提ですから。注意していただくってことはもちろ

ん、覚悟しているって意味じゃあ、そうやってください。 

それから、岩谷堂地域の、今お話の返事がなかったのですが、6,000人はいかにも多いだろ

うと、こういうことについてはどのように。どう見ても、今まで6,000人なんてないはずなの

です。これだけ多い数は。今回も6,000人の後は、4,000人とかですから、全く今まで予測でき

ないような、集中する可能性があるので、その辺は、今答えがなかったので、もう１回お願い

します。 
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それから、今お話があったように、在宅とか要介護者の場合は、江刺の場合は、特にタク

シーといっても台数がそんなにないのですよ。おそらく日中、朝から動くとすれば、多くて14

台。一斉に動いてですよ。他のお客さんがなければ。限界なのですよ。今でもちょっと山間部

に行くのをいやがりますので、現実。タクシーは、多分難しい。数台は可能かもしれません。

それに代わり得るものを何か具体的に考えていただかないと、これも当日混乱が起きることは

目に見えています。いずれ今、今日の話じゃないですけれども、タクシーの台数が増えること

はありません。減ることはあっても。ということは、人数にもよりますけれども、やっぱりそ

こはもう少し、地域によって違いますから何とも言えませんけどね、慎重にというか、具体的

に出していかなきゃいけないと思うので、改めて今言った質問をお聞きして終わります。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） 確かに対象者が多い地域、或いは山間部につきましては、お近く

のタクシー会社の台数だけでは足りないということはそのとおりだと思いますので、市街地の

方から行けるタクシー会社、これについても協力を要請するなど、これからきちんとこの部分

の制度を組み立てていきたいと思ってございます。ありがとうございます。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） 江刺第１投票所の件でございます。こちらの方、有権者数は、

そのとおり6,598人でございますが、投票率の方になりますと、約３割程度ということになりま

すので、人数的にもかなり絞られるかなと。そしてまた、具体的に今回の説明資料の中にもご

ざいますが、ナンバー03④の地区別の個別集計資料、こちらの方にも岩谷堂の内容を集計した

ものがございます。こういった地区の人数の計数としましては、令和元年の参議院選挙の際に

は、投票者につきましては、有権者投票者につきまして4,976人。うち期日前が2,222人、当日

が2,724人というような統計も出ております。 

こういった形から、この江刺総合支所の部分につきまして、有権者の数でいくとかなり多い

というふうに見えるわけですけれども、統計的な実際の数字からいくと、まず2,000人を超え

るぐらいということで、対応が可能かというふうに考えての再編ということでございました。

以上でございます。 

（小野寺議長） 他にございませんか。11番、千葉敦議員。 

（千葉敦議員） 11番、千葉敦です。今の江刺第１投票所とも重なりますけれども、有権者4,000人

を超える投票所は、七つか八つあるかと思うんですけど、やはり、投票で受付に並ぶと、かな

り密になる事態が予想されるんですけれども、有権者の数を多くするというのは、やはり、そ

ういった意味でも問題があると思うんですが、その点、改めて伺います。 

それから、ポスター掲示場ですけれども、投票所が減ればポスター掲示場も減ると、これは

予算審査の時にそういう答弁がありましたけれども、法定のポスター掲示場について、その時

に626という数字を示されたかと思うんですけれども、ポスター掲示場については、やはり選

挙の周知という点でも必要ではないかと思うんですが、その辺についての考えをもう一度伺い

ます。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） 江刺の投票所の関係でございます。江刺総合支所の分でござい

ますが、こちらの方、有権者数で6,598人ということで、この分が多いということですけれども、

他の地区では6,000人まではいかないんですけれども、4,000人を超えている地区、5,000人近い

地区もございます。 

また、そういったところの投票率、そういったものからも、先ほどお話しましたとおり、こ

の選挙の傾向、データ、そういったものから、対応できるものというふうに考えているところ

でございますし、あとは、コロナの関係で密になったり、混んだりというようなことについて

も配慮しながら適切に対応して参りたいと、そのように考えております。 

次に、ポスター掲示場の件でございます。こちらにつきましては、予算審査の際にもご質問

がありましてご説明したところでございますが、法定の箇所数ということでありますと、今現

在626か所が、実際の数字では418か所に変更して行っておりますが、今回の再編で349か所に
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なるということでございます。 

こちらの方、予算審査の際にもご説明しましたけれども、全国の市区選挙管理委員会連合会

の方を通じまして要望は出しているところではございますが、何分、その要望を国が採択して

法案となるか、また、それの前段として、全国市区選挙管理委員会連合会が国に提出すること

の採択をするかどうかについても、現時点ではわからないという状況でございますので、現時

点については、法定上の349か所で定めに応じて準備することになろうかと思います。 

このポスター掲示場が減少することによって、このＰＲといいますか、選挙の周知が減って

しまうといいますか、影響があるんじゃないかという部分でございます。こちらにつきまして

は、例えば今、増設を考えております期日前投票所の増設された場所でのＰＲですとか、あと

は、もちろん、ホームページとかそういった機会を捉えて、そしてまた、各地区に出向いての

再編計画ができ上がった場合の説明会、そういった場所でもご説明しながら、機会を捉えてで

きるだけ影響がないようにといいますか、ＰＲしていきたいと、そのように考えているところ

でございます。 

（小野寺議長） 千葉敦議員。 

（千葉敦議員） まず、ポスター掲示場の方ですけれども、法定が新たな投票区案であれば349にな

るということでいいですね。現在の418でも、100世帯以上でも掲示板のない行政区も存在して

いるところもあるわけですよね。さらに減るということは、本当に選挙をやっているんだろう

かと思うくらい、そう私は危惧します。 

それから、密にならないために配慮すると。配慮って、具体的にどういう配慮をするんです

かね。悪天候のときに外に並ぶんですか。そういったこともソーシャルディスタンスですから、

開けるためにやらなきゃならんということも、冬の選挙や雨の日の選挙もありますのでね。そ

ういった心配も投票所が減らされることによってたくさんあると思うんです。そういったこと

は考慮されないんですか。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） まず、ポスター掲示場の関係でございますが、今でも少ないので

はないかというふうなご意見でございました。ただ、当市の選挙管理委員会としては、投票区

が減っても今の掲示場で何とかならないだろうかというようなことで要望しているところでご

ざいます。ただ、これがどのようになるかはわかりません。これが要望しても何ともならない

ような場合につきましては、法定の数でやっていくというようなことになろうかと思いますが、

その際には、なるべく影響のない部分を除いていくとか、そういったようなことになるかもし

れません。 

ただ、現在は車社会でございますので、市の平均投票率も、一番投票率が悪いのは40代以下

の有権者の皆様方でございます。この方たちにつきましては、やっぱり日中は仕事で忙しく、

或いは車で忙しく飛び回っているというような状況が考えるところでございますので、ポス

ター掲示場をご覧になる機会があまりはないのかなと。ただ、そういう場合でありましても、

市のホームページに選挙公報を掲載してございますので、そういった方々、お忙しい方々が、

夜であっても、或いは休日に、本市のホームページをご覧いただいて、選挙公報を見ていただ

くと。ポスター以上に選挙広報は情報量がございますので、そういったところから忙しい方々

にもご覧いただければなというふうに思っているところでございまして、市のホームページの

方に掲載してあるということの広報にも努めて参りたいというように考えているところでござ

います。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） 投票所のコロナ対策の部分でございます。今、密にならないよ

うにということで具体的に検討しておりますところにつきましては、例えば今、投票所の中に

入ってからのことなんですけれども、投票の記載台、こちら３人が使うような形になっており

ますけれども、これを並べたときに、一つ一つの間隔を空けて利用するようにするとか、あと

は、通常のことですけれども、マスク、消毒、それは当然でございます。あと、記載する際の

筆記用具、こちら等につきましてもご自分で持参されるのを許可したり、こちらが準備するも
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のについても、例えば使い捨てのものというような形で、そういったものも利用しながら、密

にならないように、そして消毒といいますか、そういったのにも配慮しながら対応していきた

いというふうに考えているところでございます。 

（小野寺議長） 千葉敦議員。 

（千葉敦議員） 私が言った密にならないようにっていうのは、受付に並ぶっていうことも非常に

大きいと思うんですよ。受付が終わって記載台に行けば、間隔を空けて並べればできることで

すけれども、受付の際に多く集まる時間があれば、混雑というか、並んでしまうっていうこと

は結構あるかと思うんです。投票所当たりの有権者が増えるわけですからね。そういった心配

を私はしたんですが、それについていかがですか。 

（小野寺議長） 松戸選挙管理委員会事務局長。 

（松戸選挙管理委員会事務局長） 大変失礼いたしました。その件につきましては、先ほども前回

の資料のところでご説明しましたけれども、投票所ごとの時間体別の混雑状況、そういったも

のもホームページでお知らせしております。ですので、そういった混む時間帯と、それから比

較的空く時間帯、そういったことを投票区ごとにお知らせをしながら、この時間帯を避けると

か、そういったことで混雑を避ける工夫をしたいと、そのように考えております。 

（小野寺議長） 他に。７番、千葉康弘議員。 

（千葉康弘議員） ７番、千葉康弘です。２点だけ質問いたします。 

今回、84の投票所から半分にするっていうことでありますけれども、そうしますと当然、投

票所が遠くなるということで、有権者の権利を奪うことになれば、例えば交通弱者の方を一番

心配しているんですけれども。そういう方々の投票の権利を奪うことになりますと、今お話を

聞きますと、例えば、介護とか要支援者の方を考えていらっしゃるということですが、今まで

は歩いても行けたんだけれども遠くて行けなくなったとか、車が運転できないという方も増え

てくるかと思いますが、そのような方々の対応はどのように考えられるんでしょうかというこ

とを伺いたいと思います。 

例えば、前沢生母ですと今、母体と赤生津と分館で二つやっているのが、中央の生母に有権

者800人が住んでいらっしゃるのが、1,600人の有権者っていうので、中央に来ていただくとい

う形になるんですが、今考えられている投票日っていうのは、冬、３月の上旬ですので、雪も

あるでしょうし、山間部ですと当然、歩くのも大変だと。まして、高齢になりますと乳母車を

押して歩くのも大変な時期になるかと思いますが、そのような方々の足はどのように確保され

ているかについて伺いたいと思います。 

また、今回、半分にして合理的な形で考えられているでしょうけれども、それによって投票

率、どうしても投票の関心が薄れるといいますか、行かなくなってしまうということに拍車が

かかるかと思うんですが、是非投票所に足を運んでもらうための、具体的に来場していただく

ための取組み、対応っていうのは、どのようにお考えなっているのかについてお尋ねいたしま

す。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） 統合する際に一番留意しなければならない部分につきましては、

やはり足の確保でございました。遠くなって大変だというような方、２キロ以上というふうな

枠はありますけれども、いずれ、従来のところにだったら行けたという方のために、臨時期日

前投票所を設えることにしたものでございますし、それから要介護者、要援護者の方等につき

まして、タクシーというふうな手段も考えたものでございますが、この間、25の地区センター

等を回りながらいろいろご意見を伺いました結果、やはり虚弱の方、免許返納者の方、そう

いった方々も本当に大変なんだというようなお話がございました。どこまでやれるかというふ

うなことがございますが、これもバス等の運行をまず検討したいと。ただ、市の持っているバ

ス、或いは借りられるようなバス、そして運転手の方々の確保、これからどの程度のカバーが

できるかどうかは、まだ、実際に組み立てておりませんけれども、いずれバスの運行も考える

というようなことで方針を固めたところでございます。具体的なところはこれからでございま

すので、経路等もこれからいろいろ調べながらやっていきたいというようなものでございます。 
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（小野寺議長） 質問者、よろしいですか。千葉康弘議員。 

（千葉康弘議員） 千葉康弘です。やはり足の確保っていうのが一番のキーになる部分でありまし

て、まして２キロということで、直線で２キロということですけれども、例えば、山間部です

と上がったり下がったりということが一番苦になる部分もあるかと思います。また、これから

相談いただく他の地区でも同じはずですので、始めてから投票率がぐんと下がってしまったっ

ていうようなことがありますと、皆さんのせっかくの権利を私達の方で奪うような形、結果に

なりかねませんので、やはり有権者の皆さんの意見、気持ちを聞いて、私たちがこう仕事をや

るべきだと思いますので、その辺留意されながら、深くご検討いただければなというふうに思

います。以上であります。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） ありがとうございました。なるべくそのように、今回いただきま

したご意見、それを踏まえまして、足の確保についてはいろんな関係部署と協議をしながら、

なるべくできるような格好で進めて参りたいというふうに思っております。ありがとうござい

ます。 

（小野寺議長） 及川善男議員。 

（及川善男議員） 今日は、この前いろいろお伺いしたんで黙っていようかと思ったのですが、基

本的なことだけちょっとお伺いします。 

今回の投票区、投票所の再編で、いろいろ計画されて、細心の注意を払って配慮されている

ようなんですが、これらをやって投票率が上がるというふうに選挙管理委員会は考えているの

か、現状維持と考えているのか、若干であっても下がるというふうな懸念があるのか、その基

本的な考え方はどうなんでしょう。なぜ言うかというと、私は、選挙管理委員会の最大の任務

は、投票率をどうやって上げていくかということにあるんだと思うんですね。いわゆる、国民

に課せられているこの参政権、これを保障していくっていうのが一番の基本だと思うんで、そ

の辺が前提にならないと投票所の再編というのはあり得ないんじゃないかっていうのが一つ。 

それでどうしても引っかかるのは、掲示板。いわゆる法定掲示板で投票所の数によって決

まっているわけですね、面積とかで。これが先ほどのご答弁では、要望はするけれども、間に

合わなければこの数でやるということになるわけですから、その辺のところの見通しがなくて

も、投票所の数が減ってでも、これは進めるということになるのかどうか。まず、次の市議会

議員、市長選挙からやるっていうのは、ちょっといかがなものかと思うんですが。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） 来年度につきまして、期日前投票所の増設を計画しているところ

でございまして、まだ事務段階なので、どことどこというふうなことを申し上げられる段階に

はございませんけれども、今、来年度こんなことを考えているけれども協力いただけるだろう

かっていう程度の、事務段階の中では、良い感触を得ているのかなというふうに考えてござい

ます。繰り返しにはなりますけれども、期日前投票がどんどんご利用いただけて、どんどん期

日前投票での投票率が上がってきていると。そういう中で、さらにその利便性を求めて期日前

投票の場所を増設するというようなことになりますと、ますます当日投票が下がってくるので

あろうというようなことから、こういった再編を考えたものでございますけれども、再編した

からといって投票率が下がるというふうなことでのものではなくて、期日前投票も増設するこ

とでありますので、そちらの方のご利用も、ますます買い物がてら、或いはその当日投票も

たった１日のことではなくて、ずっと長い期間というわけにはいきませんが、告示日の翌日か

ら投票日の前日までの間で、ご都合の良い時にご利用いただけるように環境整備をしていけば、

投票率は上がるのではないかというふうに思っているところでございます。 

また、掲示板につきましても、今の再編計画でいけば、どうしても減ることにはなりますけ

れども、その減った部分を市の選挙管理委員会のホームページで選挙公報を掲載しております

ので、もう少しそちらの方もご覧いただくというふうなこともあわせてＰＲしながら、進めて

参りたいというふうに考えているところでございます。 

（小野寺議長） 他にございませんか。１番、小野優議員。 
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（小野優議員） １番、小野です。私が生まれる前から議員をやっていらっしゃる先輩に反論する

つもりはないんですけれども、投票率が上がる、下がる、維持できるという話の中で、やはり

投票率は、もちろん選挙管理委員会の仕事もそうなんですけれども、投票率がそもそも上がる

か上がらないかっていうのは、立候補する方々の取組みも一番重要だなって、私ははっきり

思っていますので。それでもなお下がるというところをフォローするためというわけですけれ

ども、選挙が終わった後に、例えば選挙に行かなかった方々に、行った人も含めてかもしれま

せんが、行かなかった理由を調査なさるということも大事じゃないかなと思いますので、その

辺のお考えをお聞きいたします。 

（小野寺議長） 鈴木選挙管理委員会委員長。 

（鈴木選挙管理委員会委員長） 行かなかったことの理由を伺うっていうのが、なかなか大変かな

と思っているところでございます。どこまでが投票の秘密に該当するかということになります

と、行った、行かないっていうふうなところまで含むかどうかなんですけれども、行かない部

分にはいろいろな理由があると思いますし、その中の一つが或いは今ご心配されている投票区

の再編などになるのかどうか、その辺を把握するためにちょっと聞きたいというふうなことで、

ここで・・・。これは、ちょっと検討させていただきます。 

（小野寺議長） 他にございませんか。 

＜ 「なし」との声あり ＞ 

それでは、③の投票区再編計画については、以上とさせていただきます。 

説明者入れ替えのため、暫時休憩します。 

 

④ 国民健康保険直営診療所の診療時間変更について 

（小野寺議長） 再開いたします。続きまして、④の国民健康保険直営診療所の診療時間変更につ

いて、当局から説明をお願いいたします。佐藤健康こども部長。 

（佐藤健康こども部長） それでは、健康こども部から江刺の直営診療所、移動診療車導入によっ

て今、奥州病院の協力をいただきながら実施しておりますが、診療時間について30分ほど短縮

したいということで提案申し上げたいということでございます。どうぞよろしくお願いします。

詳しくは、健康増進課長から説明いたします。 

（小野寺議長） 菅野健康増進課長。 

（菅野健康増進課長） 健康増進課の菅野でございます。私から、国民健康保険直営診療所の診療

時間変更についてご説明させていただきます。 

初めに、目的についてであります。江刺の田原、大田代、伊手、米里と梁川の直営診療業務

につきましては、平成23年12月から奥州病院医師の応援診療をいただきまして、また、平成29

年４月からは移動診療車の導入により、診療の応援のほか、移動診療車の管理業務につきまし

ても奥州病院へ委託し、当市のへき地医療体制の保持に努めております。 

近年、患者数が伸び悩みとなる中、貴重な医療資源について地域全体における有効活用とへ

き地医療の継続をどのように両立していくかが課題となっておりました。この課題に対応する

ために、直営診療所での診療時間の短縮が必要となりました。 

   次の現状についてでございます。現在、通院中の患者様は、慢性疾患の方々が全体の約７割

を占めてございます。また、次の表にありますように、１回当たりの診療時間はいずれも１時

間以内となっており、残り１時間は待機の状態となってございます。こうした実情を踏まえ、

試験的に今年の１月から診療受付時間を30分短縮した場合にどのような不都合が生じるか、検

証を行いました。その結果、これまでと同様に診療できること、診療時間短縮を実施しても、

診療、処方、会計までを時間内に終了できることが確認できております。また、患者様には、

診療時間を30分短縮することについて、現状と大きく変わらず問題はなく、時間短縮について

理解できるとの回答をいただいているところでございます。 

これらの内容につきまして、２月10日、15日の両日、それぞれの各振興会組織と意見交換す

る場を設けまして、行政区長、振興会役員、地区センター長へのこれまでの利用状況と今後の

方向性につきまして説明し、ご意見をいただきました。皆さんからは、へき地診療の継続が一
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番であると。現在の患者への理解が得られること。医療従事者への配慮について、その必要に

ついて理解していると。こういったご意見をいただきました。今後、診療時間を30分短縮する

ことについて異論はないとの結論をいただいております。 

変更後の体制につきましては、下段の表のとおりとなります。大田代、伊手、米里の３地区

は、午後に診療時間を設けており、それぞれのそれぞれ現行が14時から16時までの２時間を30

分短縮し、15時30分までの診療時間とします。また、梁川地区は、午前に診療時間を設けてお

り、現行が10時30分から12時30分までの２時間でございます。これを同様に30分時間短縮し、

12時までの診療時間とするものでございます。受付時間もあわせて30分短縮いたします。 

なお、今後のスケジュールとしまして、３月下旬の法規審査委員会で審査を経て、奥州市国

民健康保険直営診療所診療規則の一部改正を行い、令和３年４月から実施したいと考えてござ

います。 

それから、診療所ごとの診療曜日、回数につきましては、現行と同じ回数で令和３年度も継

続して進めて参ります。以上でございます。 

（小野寺議長） ただいま説明いただきましたことについて、ご質問等ありましたらお願いいたし

ます。及川佐議員。 

（及川佐議員） 患者さんの数が減ってくれば、診療の時間が短くなることはやむを得んかもしれ

ません。ただし、前にも話したとおり、ほぼ内科しかできないお医者さんしか来ませんので、

外科的なものは全く、超音波も、超音波は持っているのかな、Ｘ線も持っていないし、診療所

に入っていませんし。だから、ふやしようがないっていうのが現実なんですよね。だから本来

もっとふえて欲しいので、このように減っていくとどうしても診療時間を短くするっていうの

がやむを得んことですけれども、前にも話したように、診療車を使ってもう少し有効な取組み

ができないのか。これがやっぱり地元にとっても大きいと思うんですよ。今のままですとやっ

ぱりね、血圧だとか、そういう恒常的な病気になってしまうし、どうしてもそういう人に決

まってしまうんですよね。どうしてもね。やっぱりカルテがそこに行きますので、医者を変え

るって大変なんで、だからその意味もあって、もう少し奥州病院と協議していただいて、活用

方法、これは早急に、地域との話も必要ですので、プランとして出した方が、このままだとど

んどん減ってくる可能性が強いんでね。もう１回見直した方がいいと思うんで、その辺の考え

はいかがなんでしょうか。 

（小野寺議長） 菅野健康増進課長。 

（菅野健康増進課長） それではお答え申し上げます。やはり今回、患者様にいろいろこの移動診

療車について、どういった要望があるかということを伺いました。中には眼科とか、違う診療

科目があれば新しい患者の確保にも繋がるということで、振興会役員の方からもご意見等いた

だいております。 

現在は、奥州病院さんから内科の先生が対応していただいておりますけれども、そういった

地区の意見、それから患者様のご要望、そういったことも踏まえて、今後、奥州病院さんとい

ろいろ意見交換しながら、対応して参りたいというふうに思います。 

（小野寺議長） 他にございませんか。 

＜ 「なし」との声あり ＞ 

それでは、④の国民健康保険直営診療所の診療時間変更については、以上とさせていただき

ます。 

ここで説明者退席ため、暫時休憩します。 

 

(2) 報告事項 

岩手県競馬組合議会定例会 （略） 

 

４ その他 （略） 

 

５ 閉会 （略） 



奥州市議会全員協議会 

 

日時：令和３年３月16日（火） 

   午前10時 

場所：７階 委員会室 

 

１ 開  会 

２ 挨  拶 

３ 協  議 

(1) 説明事項 

① 新型コロナウイルス感染症の対応状況について 

  ② 奥州市学校再編計画について 

  ③ 投票区再編計画について 

  ④ 国民健康保険直営診療所の診療時間変更について 

 

 (2) 報告事項 

   岩手県競馬組合議会定例会(2/15)          報告者：菅原由和 議員 

 

４ そ の 他 

５ 閉  会 



 

新型コロナウイルス感染症対策の対応状況について 

 

１ 経過報告（令和３年１月18日開催 全員協議会以降） 

（1）対策本部会議等の開催状況 

・２月１日（月） 第６回奥州市国民健康保険臨時診療所運営委員会 

・３月10日（水） 第26回奥州市新型コロナウイルス感染症対策本部会議 

 

（2）奥州市国民健康保険臨時診療所（奥州金ケ崎発熱外来診療所）の診療状況 

月 診療日（毎週火、木、祝日休診） 
診療

実績 
PCR検査 ｲﾝﾌﾙ検査 

６月 ４ ⑨ 11 16 ⑱ 23 25 30 ２日 全て陰性  

７月 ② ⑦ ⑨ ⑭ 16 ㉑ ㉘ ㉚ ７日 全て陰性  

８月 ④ ⑥ ⑪ ⑬ ⑱ ⑳ ㉕ 27 ７日 全て陰性  

９月 ① ③ ８ 10 ⑮ ⑰ ㉔ ㉙ ６日 全て陰性  

10月 １ ⑥ ⑧ ⑬ ⑮ ⑳ ㉒ ㉗ 29 ７日 全て陰性  

11月 ３(休) ⑤ ⑩ ⑫ ⑰ ⑲ ㉔ ㉖ ７日 全て陰性 全て陰性(1件) 

12月 ① ③ ⑧ 10 ⑮ 17 ㉒ 24 ㉙ 31(休） ６日 全て陰性 全て陰性(2件) 

１月 ⑤ ⑦ ○12  ○14  ⑲ 21 26 ㉘  ６日 全て陰性 全て陰性(2件) 

２月 ２  ④  ９ 11（休）16 ⑱ 23(休) 25 ２日 全て陰性 全て陰性(3件) 

３月 ② ④ ９ 11 16 18 23 25 30    

※ 診療日の「〇」囲いは、診療予約あり。   網掛けは、今後の診療予定日。 

※ 11/3、2/11及び2/23は祝日のため、12/31は検査機関への検体搬送ができないため休診。 

 

（3）市内の陽性者に関する情報（令和３年３月 11日 12：00現在） 

区分 年代 性別 居住地 判明日 備考 

県内372例目（市内６例目） 30代 男性 奥州市 12/26 県内第361例目の接触者 

県内 96例目（市内５例目） 50代 女性 奥州市 11/18  

県内 23例目（市内４例目） 40代 男性 県外（勤務地：奥州市） 9/4 県内第20～22例目の接触者 

県内 22例目（市内３例目） 40代 男性 県外（勤務地：奥州市） 9/1 県外患者の濃厚接触者 

県内 21例目（市内２例目） 20代 男性 県外（勤務地：奥州市） 9/1 県外患者の濃厚接触者 

県内 20例目（市内１例目） 20代 男性 県外（勤務地：奥州市） 9/1 県外患者の濃厚接触者 

 

（4）県内陽性患者の状況（令和３年３月 11日 12：00現在） 

                     内訳  

累計患者数 入院中 

 

宿泊療養中 入院調整中 
退  院 

療養解除 
死亡者 

うち重傷者 

557人 3人 0人 0人 0人 524人 30人 

※ 宿泊療養中は、軽症者等の宿泊療養施設（11/14稼働開始 85室）での療養者 

※ 入院調整中は、感染症指定医療機関等への入院を予定 

令和３年３月 16日 全員協議会資料 

新型コロナウイルス感染症対策本部 
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２ 対策本部会議等の開催内容 

（1）第26回奥州市新型コロナウイルス感染症対策本部会議（令和３年３月10日開催） 

ア 報告 

・ 国内及び岩手県内の陽性者の状況、行事・イベント等の開催状況、市への寄附、及び発熱

外来臨時診療所の診療状況について報告しました。 

・ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けたイベント等の対応方針については、本部長

決裁により国の方針に合わせる形で見直し決定を行いました。 

 見直し内容  ⇒ ・対応方針の期間を昨年12月から「当面令和３年２月末まで」として

いたものを「国の取扱い等が決定するまで」に改訂しました。 

・収容率の要件や人数の上限などに関しては、これまでの取扱いに変

更はありません。 

・ 新型コロナウイルスワクチン接種について、現状でのスケジュールについて報告しました。 

① 医療従事者向けのワクチン接種については、岩手県が実施主体となり、3/15から入院病

床のある医療機関から接種を開始し、ワクチンが到着次第、順次接種を進めます。 

②  高齢者向けのワクチン接種については、４月中旬に接種券を発送予定です。 

奥州市へのワクチン配給量が４月中２箱（975人×２回接種）の予定となっており、安定し

た配給量が見込まれるまでの間は、高齢者施設の入所者を優先し接種を進めることで現在調

整中です。 

③  一般の方への接種については、高齢者接種の目途がついた時点で案内を開始します。 

※ コールセンターは、4/1の開設に向けて準備を進めております。 

 

イ 情報共有（各部局・各部会） 

【健康こども部】 

＜ワクチン接種関係会議＞ 

・ 新型コロナワクチンの接種体制確保に係る自治体説明会（1/25、2/17 厚生労働省） 

・ 新型コロナウイルスワクチン接種体制確保に係る県と市町村意見交換（1/27、3/4 岩手県） 

・ 胆江圏域新型コロナワクチンの接種体制確保に係る連絡会議（2/8 県南振興局） 

・ 医療従事者分新型コロナウイルスワクチン接種に関する関係機関との打合会（2/26 奥州

医師会） 

＜新型コロナウイルス感染症対策関係会議＞ 

・ 岩手県新型コロナウイルス感染症対策本部奥州地方支部委員会議（2/9、3/9 県南振興局） 

・ 新型コロナウイルス感染症対策に係る県市町村連絡会議（2/10 岩手県） 

【教育委員会事務局】 

・ 卒業式、入学式等の行事については、感染防止対策を徹底し適切な開催方法を検討するよ

う通知しました。 

・ 歓送迎会等飲食につながる行事等に関して、自粛を働きかけるよう通知しました。 

【生活支援部会】 

・ 生活福祉資金（緊急小口資金、総合支援資金）、住居確保給付金、生活保護世帯の状況に

ついて 

【経営支援部会】 

・ 新型コロナウイルス感染症に係る支援策の進捗状況について 

・ 農林漁業セーフティネットに係る融資等の状況について 

・ 商工業セーフティネットに係る融資及び信用保証の状況について 
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ウ 協議事項 

＜市長メッセージについて＞（令和３年３月10日発信） 

国、県の方針を踏まえ、下記項目を強調して、市民へのメッセージを発信しました。 

・家庭や職場を含む全ての場において「基本的な感染防止策の徹底」 

・緊急事態宣言が発令されている地域との不要不急の往来は「自粛」 

・感染が拡大している地域や外出の自粛が要請されている地域との往来は「慎重に判断」 

・歓送迎会等の飲食につながる行事を開催する場合は、「感染リスクが高まる場面に注意」 

 

（2）第６回奥州市国民健康保険臨時診療所運営委員会（令和３年２月１日開催） 

  ・令和３年４月以降の臨時診療所の運営については、引き続き開設する方針を決定し、開設日数

については、胆江圏域での現状の感染状況を踏まえ、週２回から週１回の診療に変更すること

で関係機関と調整を行います。 

 

３ 今後のスケジュール 

・次回対策本部会議 

 国・県の動向や感染状況等の状況を踏まえ、必要に応じて開催します。 
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新型コロナウイルス感染症の拡大防止に向けた 

市長メッセージ 

 

１月８日以降、11の都府県に緊急事態宣言が発令され、現在、東京都、埼玉県、千葉県、  

神奈川県を除き、解除されました。 

また、医療従事者を皮切りにワクチンの接種が始まり、その効果への期待が高まっています。 

岩手県においては、新規感染者数の減少が顕著であり、新規感染者が確認されない日が 

多くなっています。 

奥州市においては、昨年12月26日以降、感染者が確認されていません。これは、市民一人

ひとりが感染対策を徹底していただいている結果であり、心より感謝申し上げます。 

一方、変異株による感染に流行の兆しが見られること、緊急事態宣言解除後の感染再拡大 

（リバウンド）が懸念されることなど、未だ予断を許さない状況が続いています。 

自分自身や大切な人、地域や社会を守るため、気を緩めることなく感染防止策の徹底を継

続するようお願いします。 

 

・ 家庭や職場を含む全ての場において、手洗い、マスクの着用、三密の回避などの基本的な

感染防止策に努めるようお願いします。 

・ 不要不急の帰省や旅行など、緊急事態宣言が発令されている地域との往来は、感染拡大

防止の観点から自粛をお願いします。 

・ 緊急事態宣言が発令されていない地域であっても、感染が拡大している地域や外出の自

粛等が要請されている地域との往来は、慎重に判断するようお願いします。 

・ 歓送迎会、新歓コンパ、飲食につながる謝恩会やこれらに類するものを開催する場合は、

大人数や長時間に及ぶ飲食をできるだけ避け、感染リスクが高まる場面に注意するようお

願いします。 

 

市民の健康や暮らしを支えるため、最前線の現場で日々努力されている医療関係者やその

家族に対する感謝と思いやりのある対応、感染された方々やその家族、勤務先などに対する 

思いやりの気持ちを持った冷静な対応をお願いします。 

 

令和３年３月10日 

 

奥州市長 小 沢 昌 記    
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議会全員協議会資料  令和3年3月16日  生活支援部会

１　生活福祉資金（緊急小口資金・総合支援資金）／住居確保給付金　　

(1) 緊急小口資金（２/28現在）　　貸付額　51,310,000円

(2) 総合支援資金（２/28現在）　　貸付額　55,325,000円

(3) 住居確保給付金（２/28現在）　負担行為済額　3,995,400円

※ くらし安心応援室　新規相談件数（２/28現在）

２　生活保護世帯の状況　

支給

延長・再延長

相談 486 7 110 74 59 72

７月３月 ４月 ５月 ６月

計 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

6

７月 8月計 ３月 ４月 ５月 ６月

47 36 40 41 23

35

9月 10月 11月 12月

2739 23 10 14 16

4

2月 3月

7 10 12 5

1月 2月 3月

８月 ９月

27 24 7 21 14 18貸付 300 2

10月 11月 12月 1月

10

5 13

貸付 77 - - 5 2 17

23 15 21 14 12 13相談 132 - - 10

5

6

3月

相談 77 - 9 18 13 7 5 7

９月 10月 11月 12月 1月 2月計 ８月

3 2 3 4 6

Ｒ元年度

1

6 1

1

12 1 4

2 3 1 3 0 529 - 1 6

13

５月 41件 27件 ９月 43件 22件 １月

４月 51件 12件 ８月 42件 19件

36 25

６月 44件 18件 10月 41件 28件 ２月 37

12月 34

Ｒ２年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度 Ｒ元年度 Ｒ２年度

30

７月 40件 31件 11月 41件 20件 ３月

２月28日現在

世帯数 人員 相談件数
申請件数

(Aを含む)
内ｺﾛﾅの影響と考

えられるもの

内申請に至っ

たもの(A)

内ｺﾛﾅの影響と考

えられるもの

4月 832 1,056 47 6 2 14 2

8 1

6月 836 1,061 36 2 1 9 1

5月 832 1,057 29 2 1

13 1

8月 840 1,064 56 1 0 0 0

7月 840 1,067 45 4 1

6 1

10月 841 1,067 49 3 1 9 1

9月 841 1,067 31 1 1

12 0

12月 837 1,061 49 10 2 9 2

11月 831 1,061 54 1 0

13 2

2月 837 1,064 64 6 1 14 1

1月 840 1067 70 8 2

合計 530 44 12 107 12

3月
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3月16日　対策本部会議資料　経営支援部会（総務企画部・商工観光部・農林部）

　（※　3/9追加あり）

要望日 要望団体 要望項目 市担当課

売り上げの減少している中小企業及び自営業者に対し、職
種を限定することなく、給付金を支給すること

商業観光課

金融機関に対して、中小企業への融資に関する償還の据置
期間の延長を働きかけること

令和3年
3月9日

胆江民主商工会④

新型コロナウイルス感染症に関する各種団体からの要望及び要請について（3/11現在）
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【商工観光部関係】

1
奥 州 市 中 小 企

業融資
民間金融機関

中小企業で売り上げ前年

比▲５％

セーフティネット証明が

必要（市発行）

実質無利子。信用保証料金も全額補給。限度額：運転2,500万

設備併用3,750万

R2.4.28～県のコロナ感染症対策資金が軌道に乗るまで。

遅くても1週間程度で融資可能。6/30で終了。

●保証料補給：申請110件、決定110件、

　　　　　　　補給額45,754千円

●利子補給額：29,572千円

　融資決定額1,428,100千円

75,326

2 小口融資制度
商工会議所、

商工会
中小企業者

相談すれば翌日には借り入れできる制度。利息無料。利息に

ついては市の補助金を活用して負担。

５月27日奥州商工会議所及び前沢商工会と補助金交付契

約済。事業実施中。

(2月28日時点)

●奥州商工会議所5件、前沢商工会1件

1,000

雇用 3
雇 用 調 整 事 業

補助
市

雇用調整助成金申請認定

企業

企業が負担した６％分の支払いを支援する予定であったが、

今回国が10分の10を助成することにしたことから廃案。
廃案 0

4

休 業 協 力 対 象

外 事 業 者 支 援

給付金

商業観光課

県 の 休 業 要 請 の 対 象 と

なっていない飲食店で５

０％以上の減収があった

事業者

１店舗当たり給付金10万円を支給

10月30日受付終了。

●申請346件、決定340件、取下げ5件、不支給決定1件

●執行額34,000千円

34,000

5
宿 泊 事 業 維 持

臨時給付金
商業観光課

市内宿泊事業者（性風俗

関 連 施 設 を 除 く ） で ５

０％以上の減収があった

事業者

1.3万円に収容人員を乗じて得た額を給付

10月30日受付終了。

●申請15件、決定14件、不支給決定１件

●執行額11,024千円

11,024

地域企業経営

継続臨時支援

補助金（家賃

補助）

家賃の半額を3か月助成する。50％以上減少した事業者は限度

額1月当たり10万円。20％以上50％未満減少した事業者は限度

額1月当たり5万円。

10月30日受付終了。

●申請417件、決定411件、取下げ4件、取消し２件

●執行額42,161千円

地域企業経営

継続臨時支援

補助金（償還

金補助）

自己所有物件の場合、建物や土地のローンがあるときには、

ローン支払い額に店舗面積の割合を乗じた額の半額を3か月分

補助する。限度額1月当たり5万円

10月30日受付終了。

●申請30件、決定30件

●執行額3,094千円

新規・

拡充
7

地 域 企 業 事 業

改 革 臨 時 支 援

補助

商業観光課 市内中小企業者

新規事業や新たなサービス、事業拡大を行うことに対する支

援。50万円を限度に費用の2分の1を補助。（例）タクシー会

社の宅配サービス、酒造会社の消毒液製造など

2月26日受付終了。

（3月4日時点）

●申請64件、決定62件、取下げ２件

●執行額16,050千円

21,000

令和３年３月16日全員協議会資料　経営支援部会（総務企画部・商工観光部・農林部）

新型コロナウイルス感染症に係る支援策の進捗状況について（3月11日現在）

予算

（千円）
備考種別 № 事業名 申請先 対象 内容

45,255

給付

融資

家賃 6 商業観光課

小 売 業 、 飲 食 業 、 宿 泊

業、サービス業等で１月

当たりの売り上げが20％

以 上 減 少 し た 中 小 企 業

者。
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予算

（千円）
備考種別 № 事業名 申請先 対象 内容

感染

対策
8

感 染 症 対 策 支

援事業
商業観光課 市内中小企業者

感染予防や3密対策のための改修や改善を行った事業者に対

し、費用の2分の1補助。限度額30万円。（例）飛沫感染防止

のための仕切りパネル設置や店内改装費用。密室状態を防ぐ

ための換気設備の設置など。マスクや薬剤などの消耗品は対

象外。

受付終了。

●申請122件、決定118件、取下げ４件

●執行額23,197千円

24,000

経営支

援
9

タ ク シ ー 宅 配

事業支援補助

胆江地区タクシー業協同

組合

宅配タクシー料金の３kmまで900円、以降１kmごとに200円追

加として実施する事業に対し、1回あたり900円を補助。

6月1日胆江地区タクシー業協同組合と補助金交付契約

済。令和３年３月末まで期間を延長する。

8月3日変更契約済。

（2月28日時点）

●デリタク　1,240件

4,440

経営支

援
10

宿 泊 促 進 事 業

補助

岩手県旅館ホテル生活衛

生同業組合奥州支部

感染症収束後に市内の中小企業者のうち宿泊業を営む事業者

の事業継続を支援するため宿泊費の一部を補助。

市内の宿泊施設に、①市民が宿泊する場合は、4,000円補助

（うち財源として県から2,000円）、②市外の人が宿泊する場

合は2,000円補助

7月31日岩手県旅館ホテル生活衛生同業組合奥州支部と補

助金交付契約締結済。

9月１日からの宿泊者を対象に予約開始。

（1月31日時点）

●45,296人

181,300

その他 11
書 類 作 成 支 援

事業

奥州商工会議所・前沢商

工会

雇用調整助成金や持続化給付金、家賃支援給付金などの書類

作成を支援するための説明会や相談会などの開催経費を補助

するもの。

5月12日、5月27日奥州商工会議所及び前沢商工会と補助

金契約済。

（2月28日時点）

●奥州商工会議所説明会93件、相談会 1,281件

●前沢商工会説明会262件、相談会534件

4,000

観光支

援
12

観 光 関 連 事 業

者 緊 急 支 援 事

業

奥州市観光物産協会

コロナウイルス収束後の観光支援策を総合的に実施。（例）

宣伝広告事業（事業者の活動を奥州FMや新聞でPR）、宿泊促

進事業（地場産品プレゼント）、飲食店誘客促進事業（共通

チケット発行）タクシー観光支援事業（プレミアムタクシー

の助成）

6月9日奥州市観光物産協会と補助金交付契約締結済。

6月15日から事業開始。８月３日変更契約済。1月29日再

変更契約済。（3月8日時点）

●宣伝広告事業：73社、他に菓子製造販売、温泉施設、

伝統工芸（南部鉄器&岩谷堂箪笥）の業界から奥州FMを

通じて情報発信。月刊Oh!Shunを活用した宣伝広告（7月

~11月）

●宿泊促進事業：宿泊者へ市特産品プレゼント16,374個、

温泉施設宿泊者への市特産品プレゼント104個

●飲食店誘客促進事業：8/24-9/30：53店、11/28-1/17：

104店、2/6-3/31：123店で実施。他に地元マスコミを通

じた食事券プレゼント（延べ35人）

●タクシー観光支援事業：43件、正法寺送迎ジャンボタ

クシー観光（2/13-3/28、延べ14日、定員9人）

●日帰り温泉入浴助成：3,782人

●地元の温泉施設宿泊者（奥州市民限定）に対する奥州市

特産品プレゼント：104人

25,000

8



予算

（千円）
備考種別 № 事業名 申請先 対象 内容

経営支

援
13

タ ク シ ー 利 用

促進支援事業

胆江地区タクシー業協同

組合

新型コロナウイルス感染症拡大より落ち込んだ市内タクシー

事業者を支援するため、タクシーチケットを販売し、需要喚

起、利用促進を図る。

タクシーチケット5千円分×10千枚を30％引きで販売し値引き

分を補助する。

8月3日胆江地区タクシー業協同組合と補助金交付契約締

結済。

8月10日から市内各所で販売開始。販売店舗52店舗。

（2月28日時点）

●15,207冊

31,675

経営支

援
14

観 光 バ ス 利 用

促進事業
市内バス事業者

学校や団体が観光バス利用時、観光バス利用料金の一部を補

助することにより、観光バスの利用促進を図る。

９月１日市内事業者２者と補助金交付契約締結済み。10

月から割引事業開始。

（2月28日時点）

●執行予定額10,049,000円

（内訳：広告4件、貸切バス運行・延べ281台）

25,000

経営支

援
15

市 内 旅 行 商 品

造成補助
市内旅行業者等

モニターツアーなどにより「新たな生活様式」に対応した事

業を検討している事業者を補助し、地域の活性化につなげる

予定であったが新型コロナウイルス感染症が収束に向かわな

い中で、市内へのモニターツアーを実施する事業者がいない

ため事業廃止するもの。

廃案 0

その他 16
テ レ ワ ー ク 環

境整備補助
市内の旅館・ホテル

観光以外の需要取り込みのため、テレワーカーを受け入れら

れるWi-Fi、WEB等会議等環境整備を行う市内宿泊事業者に補

助する予定であったが岩手県で同様の事業を開始したため事

業廃止するもの。（県補助率２/３、１事業者当たり2,000千円

上限）

廃案 0

経営支

援
17

伝統産業総合

支援事業

水沢鋳物工業協同組合、

岩谷堂箪笥生産組合

産地組合がおこなう、岩谷堂箪笥まつり、南部鉄器まつり等

での販売促進に関する経費及びイベント開催時のコロナウイ

ルス感染症対策対策に必要な経費に対する補助。

水沢鋳物工業協同組合、岩谷堂箪笥生産組合との補助金交

付契約済み。
17,200

新規・

拡充
18

製造業向けコ

ロナ対策支援

事業

企業振興課

主として製造業を営む中

小企業、小規模事業者

任意の１月において売上

高が前年比△20％減少

市内において、１年以上

継続して事業を営んでい

ること。

積極的に設備投資等の事業を展開する事業者に対する必要な

費用の一部補助。

補助対象経費の3/4　上限200万円

8月18日から公募開始

●申請件数　23件

●執行額　39,654千円

39,654

9



予算

（千円）
備考種別 № 事業名 申請先 対象 内容

経営支

援
19

中小企業IT化

推進事業
企業振興課

主として製造業を営む中

小企業、小規模事業者

任意の１月において売上

高が前年比△20％減少

新型コロナウィルス感染症の影響に伴い必要とされる業務改

善のために、市内中小企業がＩＴツール導入の検討を行う際

のコンサルティング費用支援。

・基本（1時間）7,500円～30,000円

・追加（1時間を超える1時間当たり）1,000円～7,500円

※業務種別により基本料金、追加料金とも変更あり。

10月23日付けでＩＴ事業者と委託契約を締結。

公募期間：10月26日～1月26日
1,423

その他 20

市内企業コロ

ナ関連製品PR

事業

市内中小企業 市内企業が製作したコロナ関連製品PRに要する経費

10月14日開催の「地域企業・岩手大学・奥州連携フォー

ラム」、10月24日開講の創業塾（全５回開催）におい

て、製品の試供及びPRを実施。

南岩手交流プラザでの製品展示及びPR実施予定。

700

給付 21

地域企業臨時

支援給付金

（家賃支援）

商業観光課

小 売 業 、 飲 食 業 、 宿 泊

業、サービス業等で１月

当たりの売り上げが30％

以 上 減 少 し た 中 小 企 業

者。

市内の事業の用に供している建物及び土地にかかる月額家賃

の3/4×3に相当する額以内を支援する。上限45万円。

２月26日受付終了。

●申請376件、決定372件、取下げ2件、不支給決定２件

●執行額58,433千円

79,037

給付 22
自動車運転代

行業給付金
商業観光課

市内自動車運転代行業事

業者

自動車運転代行業を営む事業者の事業継続を支援するため随

伴用自動車の規模に応じて給付金を支給する。

【内訳】50千円×随伴用自動車台数

３月12日まで受付

（2月28日時点）

●申請件数9件

●執行額1,100千円

2,250
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予算

（千円）
備考種別 № 事業名 申請先 対象 内容

【農林部関係】

給付 1

和牛肥育経営

生産基盤支援

事業

農政課

奥州市内で奥州市産の素

牛を購入した和牛肥育農

家

【事業主体：管内両JA】

和牛肥育農家の素牛導入に係る経費補助（素牛落札価格）の2

分の１以内の額。 　　上限：90千円／頭

 【対象期間：令和２年５月から令和３年３月】

和牛肥育農家へ、12月購入分まで振込(計70,380千円)済

み。1～２月は補助基準である牛マルキンの発動がなかっ

たため、事業対象牛なし。（5月：72頭、６月：96頭、７

月：110頭、8月：94頭、９月：86頭、10月：109頭、11

月：101頭、12月：114頭）

104,332

消費 2

学校給食地場

産牛肉利用拡

大事業

食農連携推進

室
奥州市内　小・中学校 学校給食における「市産牛肉」の購入費補助。（２回以上）

６月は７施設で７回、７月は２施設で２回、８月は１施設

で１回、９月は６施設で６回実施、10月は３施設で３回

実施、11月は４施設で４回実施、12月は２施設で２回実

施、１月は１施設１回実施、２月は１施設で１回実施。年

度内に全８施設で、2回実施予定。

実施済額4,378千円。

5,100

その他 3
教育旅行継続

支援事業
農政課

おうしゅうグリーン・

ツーリズム推進協議会

教育旅行受入継続に向け、令和２年度において受入が出来な

かった各学校に対して行う事業の継続プロモーションに要す

る経費に対する補助

９月の協議会役員会では、コロナ収束後の受入継続へ向け

たプロモーション事業として実施することを決定していた

が、協議会での調査により、来年度の受入農家戸数が３割

以上減少する見込みであり、今後の受入体制の見通しが立

たず、従来の内容での受入が困難であることから、11月

下旬に再度協議会で協議した結果、現時点での積極的なプ

ロモーションは困難として事業の中止が決定。１月臨時補

正において減額する(△574千円)。

0

その他 4
教育旅行受入

れ準備事業
農政課

おうしゅうグリーン・

ツーリズム推進協議会

教育旅行生の受入準備段階で新型コロナウイルス感染症予防

対策として必要となる物品整備の経費に対する補助

(マスク、アルコール消毒液、ペーパータオル等)

12月22日開催の協議会役員会において、コロナ禍収束の

見通しが立たないため受入農家確保が困難であることや、

関係機関からの意見等を踏まえて協議した結果、令和３年

度の予約校について受入れを中止することが決定した。１

月臨時補正において減額する(△1,566千円)。

0

給付 5
繁殖経営基盤

強化支援事業
農政課

繁殖素牛を導入又は自家

保留する市内和牛農家

【事業主体：管内両JA】

肉用牛（黒毛和種）を繁殖雌牛として導入又は自家保留に要

する経費に対する補助　　50千円/頭

【対象期間：令和２年５月から令和３年３月】

JA江刺は補助金の前払いを10月8日に受け、40頭1,878千

円を和牛農家に交付済み。

JA岩手ふるさとは、61頭2,901千円を和牛農家に支出済

み。

8月以降は補助基準を超え、事業対象牛がいないため、１

月臨時補正において減額する（△10,591千円）

11,555
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予算

（千円）
備考種別 № 事業名 申請先 対象 内容

給付 6
肥育素牛自家

保留支援事業
農政課

黒毛和種肥育素牛を自家

保留した市内和牛農家

【事業主体：管内両JA】

肉用牛（黒毛和種）を肥育素牛として自家保留する場合に要

する経費に対する補助　　40千円／頭

【対象期間：令和２年５月から令和３年３月】

JA江刺は補助金の前払いを10月8日に受け、管内和牛農家

に、5月から12月までの61頭、2,440千円を交付済み。

JA岩手ふるさとは補助金の前払いを10月29日に受け、管

内和牛農家に、5月から12月まで302頭、12,080千円を交

付済み。

19,964

その他 7

食の黄金文

化・奥州リ

モート販売等

指導事業

食農連携推進

室
リモート販売等指導者

新型コロナウイルス感染症拡大により、加工品や農畜産物の

首都圏での販売会が中止となっていることから、現地に赴か

ずにＰＲするリモート販売会等のノウハウに関する研修会や

実践販売会等を開催

８月24日契約。契約額1,485千円。

10月14日第１回研修会基本編を開催。

12月23日第２回研修会実践編を開催。

２月12,13日第３回としてリモート販売会実施。

２月15日第４回としてリモート商談会実施。

３月12日第５回としてリモートイベントを開催予定。

３月19日に第６回として報告会を開催予定。

1,485

感染

対策
8

産直施設感染

症対策臨時支

援補助事業

食農連携推進

室
市内産直施設 新型コロナウイルス感染症防止策を講じる産直施設への支援

９月に補助金交付要領制定済。９月25日に産直施設へ周

知のDMを発送し補助金申請の募集開始。

問合せ４件。

10/26交付決定１件。交付額155千円。

12/３交付決定１件。交付額218千円。

12/21交付決定１件。交付額217千円。

１/21交付決定１件。交付額300千円。

交付決定額合計979千円。

3,000

消費 9

市産牛肉消費

拡大事業補助

金

食農連携推進

室
牛協会、ＪＡ

牛肉専用の商品券を販売し、市産牛肉の消費拡大を図るため

の事業に対する補助

（牛肉商品券：１セット1,000円×５枚組（5,000円分）を

2,500円で販売。）

９月に補助金交付要領制定済。

11月16日にＪＡ岩手ふるさととと補助金交付契約締結。

交付契約額21,300千円。

11月25日に牛肉商品券を前沢牛といわて奥州牛の2種類で

各2,000セット販売。午前中で完売。

販売場所は、奥州市観光物産協会、ＪＡ岩手ふるさと各地

域センター、協同サービス。

好評につき、第2弾を1月16日に２種類、6,640セット販

売。販売場所は、ＪＡ岩手ふるさとの各地域センターと江

刺総合支所。第３弾を１月28日に奥州市文化会館Ｚホー

ルで２種類2,693セット販売。引き続き１月29日より、奥

州市観光物産協会で継続的に販売を実施。２月上旬に完

売。

31,950
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全員協議会資料　経済支援部会（総務企画部・商工観光部・農林部）

新型コロナ対応関連
農林漁業セーフティネットに係る融資等の状況について（３月３日現在累計）

うち実行済（件） 金額（千円）

大手通り支店 0 0 0 0 0 0

水沢中央支店 2 4,200 2 4,200 2 4,200

水沢南支店 2 6,000 2 6,000 2 6,000

前沢支店 7 40,800 7 40,800 7 40,800

胆沢支店 18 112,500 17 109,500 17 109,500

衣川支店 0 0 0 0 0 0

JAふるさと管内
（奥州市内）

29 163,500 28 160,500 28 160,500

岩谷堂支店 1 3,000 1 3,000 1 3,000

玉里支店 2 4,000 2 4,000 2 4,000

ＪＡ江刺管内 3 7,000 3 7,000 3 7,000

合　計 32 170,500 31 167,500 31 167,500

↓

主営農類型 主な資金用途

肥育牛 18 肥育・繁殖農家 飼料代

繁殖牛 11 ※1/8以降新規申し込み2件 園芸農家 種苗肥料農薬代

園芸 2 水稲農家 運転資金

水稲 1

R3.3.3時点
正式申込
（件）

金額
（千円） うち貸付決定

（件）
金額
（千円）
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 全員協議会資料 経済支援部会（総務企画部・商工観光部・農林部） 

 

商工業セーフティネットに係る融資及び信用保証の状況について（３月５日現在） 

 

１ 融資及び信用保証の状況 

  信用保証として、セーフティネット（以下「SN」）４号、５号及び危機関連保証が発動されて

いる。 

  信用保証の認定件数は、３月５日現在で 1,388 件。実質無利子の制度融資の決定・実行件数

は、市中企が 110件、約 14.3億円、県・対応資金が 1,230件、約 179億円（２月末現在）とな

っている。 

【令和３年３月５日現在】 

 信用保証制度 制度融資（無利子） 

SN4号 

2/18～ 

SN５号 

段階的に

業種拡大 

危機関連 

3/13～ 

計 県・対応資金 

5/1～12/31 

市中企 

4/28～6/30 

2月 0件 0件 ――― 0件 ――― ――― 

3月 0件 0件 0件 0件 ――― ――― 

4月 12件 8件 14件 34件 ――― 0件 

5月 155件 64件 82件 301件 
123件 

2,247,321千円 

37件 

566,500千円 

6月 158件 46件 51件 255件 
230件 

3,743,836千円 

73件 

861,600千円 

7月 89件 24件 23件 136件 
189件 

3,090,543千円 
 

8月 44件 12件 13件 69件 
173件 

2,609,932千円 
 

９月 47件 26件 18件 91件 
85件 

965,078千円 
 

10月 51件 18件 24件 93件 
100件 

1,247,935千円 
 

11月 40件 18件 21件 79件 
75件 

839,881千円 
 

12月 28件 25件 27件 80件 
94件 

912,097千円 
 

1月 21件 15件 28件 64件 
51件 

419,633千円 
 

2月 57件 44件 33件 134件 
110件 

1,829,651千円 
 

～3/5 21件 13件 14件 48件   

計 725件 313件 350件 1,388件 
1,230件 

17,905,908千円 

110件 

1,428,100千円 
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２ 市中企の利子補給額及び保証料補給額 

６月 30日現在での市中企（無利子）の利子補給（R２負担額）は約 3,000万円。総額では約

1.3億円。保証料補給は約 4,600万円。実質無利子は、6/30までの運用である。 

種 別 R2負担額 総 額 

利子補給 29,572千円 124,512千円 

保証料 45,754千円 45,754千円 

計 75,326千円 170,266千円 

 

 

【参考】県・対応資金及び市中企（無利子）の制度比較 

項 目 県・対応資金 市中企（無利子） 

無利子要件 売上高 △５％ 売上高 △５％ 

限度額（運転） 6,000万円（当初 3,000万円） 2,500万円 

据 置 据置５年、貸付 10年 据置１年、貸付７年 
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令和 3年３月 16日 

全員協議会資料 総務企画部 

 

国の３次補正に伴う新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活

用した事業について 

 

１ 国の３次補正に伴う臨時交付金の概要 

奥州市への配分枠 746,404千円 

交付対象事業、交付限度額の算定方法等は、１次・２次補正による臨時交付金と同様。 

国の令和２年度補正予算として成立したが、市への配分時期が年度末となったことか

ら、国に対して配分枠全額（国予算）を令和３年度へ繰り越すよう申請済みであり、市は

令和３年度予算として受け入れ、活用するもの。 

２ 令和３年度において臨時交付金を活用して実施する事業（案） 

                                     単位：千円 

№ 
事業区分 

事業名 総事業費 
 

① ② ③ ④ うち臨時交付金 

１    ● テレワーク推進事業 3,999 3,999 

２    ● オンライン会議環境強化事業 5,630 5,630 

３ ●    感染症関連情報発信事業 877 877 

４   ●  奥州ふるさと応援寄附事業 8,327 8,327 

５ ●    多文化共生推進事業 330 330 

６ ●    水沢地域交流館管理事業 2,992 2,992 

７  ●   中小企業事業継続補助金＜予算措置済＞ 199,370 199,370 

８   ●  
新型コロナウイルス感染症緊急対策補助金（宿

泊促進事業補助金） 
90,000 90,000 

９   ●  
新型コロナウイルス感染症緊急対策補助金（観

光関連事業者緊急支援事業補助金） 
25,000 25,000 

10   ●  タクシー利用促進支援事業 16,675 16,675 

11   ●  観光バス利用促進事業 12,000 12,000 

12   ●  水稲作付農家次期作支援事業＜予算措置済＞ 116,596 116,596 

13   ●  和牛肥育経営生産基盤支援事業 44,308 44,308 

14   ●  肥育素牛自家保留支援事業 5,490 5,490 

15   ●  意欲ある農業者と飲食店等の連携推進事業 3,000 3,000 

16 ●    小学校教室等空調設備整備事業 5,000 5,000 

17 ●    医療関係機関支援事業 52,380 52,380 

18 ●    放課後児童クラブ感染予防対策事業 2,500 2,500 

19 ●    感染症予防対策事業 4,139 4,139 

20 ●    感染症診療体制整備事業 50,052 50,052 
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令和 3年３月 16日 

全員協議会資料 総務企画部 

 

№ 
事業区分 

事業名 総事業費 
 

① ② ③ ④ うち臨時交付金 

21 ●    胆江地区広域火葬場空調設備更新事業 17,604 17,604 

22    ● 庁舎間オンライン会議環境構築事業 936 936 

23 ●    救急隊員用感染防止資器材整備事業 9,963 9,963 

合計 677,168 677,168 

事業区分①：命を守る：〔145,837千円〕 

    ②：暮らしを守る：〔199,370千円〕 

    ③：暮らしと経済の立て直し：〔321,396千円〕 

    ④：感染症に強い生活環境・地域経済：〔11,095千円〕 

 

３ 臨時交付金事業に係る今後の手続スケジュール 

３次補正分臨時交付金活用事業に関しては、次のスケジュールによる手続を想定して

いる。 

(1) 事業選定    ～令和３年３月10日（水） 

(2) 予算要求    ～  同 ３月11日（木） 

(3) 議会説明       同 ３月16日（火）（３月定例全協にて） 

(4) 補正予算の上程    同 ３月25日（木）（令和３年第２回臨時会） 

(5) 国への申請期限    同 ４月以降 
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令和 3年３月 16日 

全員協議会資料 総務企画部 

 

４ これまでの臨時交付金の活用状況 

   単位：千円 

国・県の配分枠 

 

 

 

申請回次 

国配分枠  県配分枠 

１次補正 ２次補正 ３次補正 県補助金 

474,132 1,533,586 
746,404

177,281 2,007,718（A） 

２
年
度 

一次申請 525,775  178,892 

二次申請 

上段：申請額 

下段：内訳 

1,785,344 

 

（175,047）（1,610,297） 

三次申請 

上段：申請額 

下段：内訳 

45,488 

  

（△47,382）（△252,733） （345,603）

３
年
度 

X次申請  677,168  

合計 

上段：申請額 

下段：内訳 

2,356,607（B） 

677,168 178,892 

（653,440）（1,357,564） （345,603）

配分枠超過額 348,889（B-A） △69,236 1,611 

 ※ 上記のほか、令和２年度と同様に補助裏充当の対象となる国庫補助事業についても活用

を検討する。 
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【３次補正追加事業】

令和３年度新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金事業一覧 令和３年３月16日

全員協議会資料

総務企画部

２月 ３月 ６月 ９月 12月

1 ● ④ ツ 国 総務企画部 テレワーク推進事業 3,999 3,999 0

①事業の目的・効果
新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、職員の在宅型テ
レワーク及びサテライト型テレワーク用の物品の購入し、分
散勤務が必要な場合のテレワークに対応するもの。
②交付金を充当する経費内容
　ノートパソコン20台ほか関連機器等購入費用
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）
職員用

R3.4.1 R3.7.31

2 ● ④ ツ 国 総務企画部
オンライン会議環境強化事
業

5,630 5,630 0

①新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、市の業務継続や職
員の感染リスクの排除及び安全を確保するため、本庁舎と各
総合支所間のオンライン会議及び外部とのオンライン会議を
推進し、必要な物品を購入しオンライン環境の強化をするも
の。
②交付金を充当する経費内容
　デジタル会議システムほか関連機器等購入費用
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）
職員用

R3.4.1 R3.7.31

3 ● ① カ 国 総務企画部 感染症関連情報発信事業 877 877 0

①新型コロナウイルス感染症拡大防止策、支援制度等につい
て広報紙等により市民へ周知するもの。
②印刷製本費
③奥州市民 R3.4.1 R4.3.31

4 ● ③ ソ 国 総務企画部 奥州ふるさと応援寄附事業 8,327 8,327 0

①新型コロナウイルスの感染拡大に伴う外出自粛や来奥者の
減少などにより、経済活動が停滞し、市内事業者への影響が
大きくなっていることから、市産品の消費拡大、収束後の観
光客誘致に向けたシティプロモーションを行い、事業者支援
につなげるもの。
②印刷製本費、通信運搬費、委託料
③主に前年度のふるさと応援寄附者

R3.4.1 R4.3.31

5 ● ① カ 国 協働まちづくり部 多文化共生推進事業 330 330 0

①新型コロナウイルス感染症に関する国や自治体等の動向等
の重要な情報について、３言語（英語、中国語、やさしい日
本語）に翻訳したうえで、市公式HPや奥州市国際交流協会の
Facebook、HP等を介して機動的に情報発信を行うもの。
②翻訳費、情報発信に関する経費
③外国人市民、市内全域

R3.4.1 R4.3.31

6 ● ① ア 国 協働まちづくり部 水沢地域交流館管理事業 2,992 2,992 0

①水沢地域交流館の下記箇所の空調設備が故障したことか
ら、新型コロナウイルス感染を予防するために空調設備を更
新するもの。
②空調設備更新工事費　2,992千円
　更新場所：ホール
③利用者、水沢地域交流館

R3.5.1 R3.9.30

・印刷製本費　＠1.45円×12ページ×45,800部×1.1＝877千円

デジタル会議システム　1,834,300円×１式
マイクシステム　1,047,720円×１式
マイクスピーカーシステム　107,800円×1セット
スピーカーフォン　52,800円×２セット
Webカメラ　72,000円×９セット
カメラスタンド　5,500円×９台
液晶ディスプレイ（86V型）　889,000円×１台
ディスプレイスタンド（86V型用）　54,000円×１台
液晶ディスプレイ（55V型）　142,000円×１台
ディスプレイスタンド（55V型用）　40,000円×１台
液晶ディスプレイ（43V型）　90,000円×１台
ディスプレイスタンド（43V型用）　33,000円×１台
HDMIケーブル（５ｍ）　3,000円×３本
ヘッドセット　1,800円×10セット
OAタップ　3,000円×10個
その他付属品　20,000円
消費税　511,792円

・印刷製品費　＠30円×50,000通×2回×1.1＝3,300千円
・通信費　63円*50,000通*77％*2回＝4,851千円
・PRハガキデータ作成委託料　80,000円×２回×1.1＝176千円

新形コロナウイルス感染症関連多言語情報発信業務
10,000円×３言語×10回×1.10＝330千円

空調設備更新工事
ホール（３台）　2,720千円×1.10＝2,992千円

R03 うち臨時交
付金対象経
費（千円）

うちその他
財源

事業開始
年月日

事業完了
(予定)
年月日

担当部

ノートパソコン　135,000円×20台
モバイルディスプレイ15.6インチ　26,000円×10台
覗き見防止フィルター　5,400円×20台
ノートパソコン用キャリングバッグ　3,000円×20台
モバイルディスプレイ用キャリングバッグ　2,700円×10台
ビジネスチャット利用料　4,800円×100ユーザ
消費税　363,500円

事業名称
総事業費
（千円）

①事業の目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）

積算根拠（対象数、単価等）No

希望する予算措置時期

交付対
象事業
の区分

緊急経
済対策
との関

係

支援制
度区分
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【３次補正追加事業】

令和３年度新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金事業一覧 令和３年３月16日

全員協議会資料

総務企画部

２月 ３月 ６月 ９月 12月

R03 うち臨時交
付金対象経
費（千円）

うちその他
財源

事業開始
年月日

事業完了
(予定)
年月日

担当部 事業名称
総事業費
（千円）

①事業の目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）

積算根拠（対象数、単価等）No

希望する予算措置時期

交付対
象事業
の区分

緊急経
済対策
との関

係

支援制
度区分

7 ● ② サ 国 商工観光部
中小企業事業継続補助金
＜２月議会追加提案済＞

199,370 199,370 0

①②新型コロナ感染症により大きな影響を受けている市内の
中小企業者に対して事業継続を下支えするため、奥州商工会
議所、前沢商工会が給付金を支給する事業の10/10を補助す
る。
③奥州商工会議所、前沢商工会。

R3.4.1 R3.6.30

8 ● ③ セ 国 商工観光部
新型コロナウイルス感染症
緊急対策補助金（宿泊促進
事業補助金）

90,000 90,000 0

①感染症収束後に市内の中小企業者のうち宿泊業を営む事業
者の事業継続を支援するため宿泊費の一部を補助するもの。
②宿泊費の補助、事務費
③岩手県旅館ホテル生活衛生同業組合奥州支部

R3.6.1 R3.12.31

9 ● ③ セ 国 商工観光部

新型コロナウイルス感染症
緊急対策補助金（観光関連
事業者緊急支援事業補助
金）

25,000 25,000 0

①感染症収束後に観光関連事業者を支援するために観光物産
協会が実施する各種事業への補助するもの。
②観光物産協会が実施する宣伝広告事業、日帰り入浴利用促
進事業、宿泊促進事業、飲食店誘客促進事業、特設サイト開
設等事業、タクシー観光支援事業、宣伝広告費の一部、事務
費
③一般社団法人奥州市観光物産協会

R3.6.1 R3.12.31

10 ● ③ セ 国 商工観光部 タクシー利用促進支援事業 16,675 16,675 0

①新型コロナウイルス感染症拡大より落ち込んだ市内タク
シー事業者を支援するため、タクシーチケットを販売し、需
要喚起、利用促進を図る。
②タクシーチケットの売上の30％を補助。事務費、臨時職員
③胆江地区タクシー協同組合

R3.6.1 R3.12.31

11 ● ③ セ 国 商工観光部 観光バス利用促進事業 12,000 12,000 0

①学校や団体による観光バス利用料金の一部を補助すること
により、３密対策の利用バス台数の増及び観光バスの利用促
進を図る。
②法律に定める観光バス利用料金の２分の１以内の額
③市内に主たる事業所を置く貸切バス事業者

R3.6.1 R3.12.31

12 ● ③ ソ 国 農林部
水稲作付農家次期作支援事
業
＜２月議会追加提案済＞

116,596 116,596 0

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大により外食産業の米
需要が落ち込み米価が下落しているが、水稲作付農家が意欲
を持って事業継続できるよう、令和３年産の主食用米を作付
けする生産者に対し種子購入費用相当額の1/2(10円未満切り
捨て)に相当する額を支援金として交付するもの。
②補助金、印刷製本費、通信運搬費、報酬・職員手当・共済
費(会計年度任用職員)
③R3主食用米作付農家(参考R2:6,207経営体)

R3.4.1 R3.11.30

主食用米作付経営体数　R2参考：6,207経営体
ひとめぼれ10アールあたり種子代平均：2,336円/10a
補助費用：10アールあたり種子代の1/2以内、1,168円≒1,160円(１
アールあたり116円)
令和３年度主食用米生産目安面積：967,300a
補助金額：967,300a×116円=112,206,800円
封筒印刷代　　　　　69,300円
紙等消耗品代　　　　15,400円
郵送料　　　　　 1,709,349円
（申請通知・交付決定＠84×6,207経営体×２＋返信受取人払＠99円
×6,207円＋未提出催告＠84×620経営体）
事務補助員 　　　1,061,039円（6か月）

【内訳】
①奥州商工会議所 175,535千円
　給付金170,225千円、事務費5,310千円
②前沢商工会　23,065千円
　給付金21,500千円、事務費1,565千円
③会計年度任用職員　770千円
【事業内容】
①３カ月平均売上高減少率30％以上50％未満、74,075千円、1,319者
　　３カ月平均売上高減少額
     10万円未満：25千円給付
　　 10万円以上100万円未満：50千円給付
　　100万円以上：75千円給付
②３カ月平均売上高減少率50％以上、117,650千円、1,081者
　　３カ月平均売上高減少額
     10万円未満：50千円給付
　　 10万円以上100万円未満：100千円給付
　　100万円以上：150千円給付
③事務費6,875千円

【内訳】
市内の宿泊施設に
①市民が宿泊する場合は、2,000円補助
　2千円×５月×4,500人＝45,000千円
②市外の人が宿泊する場合は1,000円補助
　1千円×５月×8,900人＝44,500千円
③事務費500千円

【内訳】
観光物産協会が実施する宣伝広告事業、日帰り入浴利用促進事業、宿
泊促進事業、飲食店誘客促進事業、特設サイト開設等事業、タクシー
観光支援事業、宣伝広告費の一部、事務費

【内訳】
5千円×1万冊×30％＝15,000千円、事務費400千円、会計年度任用職
員1,275千円

【内訳】
法律に定める観光バス利用料金の２分の１以内の額
＠25,000円×12台×８日×５月
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【３次補正追加事業】

令和３年度新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金事業一覧 令和３年３月16日

全員協議会資料

総務企画部

２月 ３月 ６月 ９月 12月

R03 うち臨時交
付金対象経
費（千円）

うちその他
財源

事業開始
年月日

事業完了
(予定)
年月日

担当部 事業名称
総事業費
（千円）

①事業の目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）

積算根拠（対象数、単価等）No

希望する予算措置時期

交付対
象事業
の区分

緊急経
済対策
との関

係

支援制
度区分

13 ● ③ ソ 国 農林部
和牛肥育経営生産基盤支援
事業

44,308 44,308 0

①枝肉価格の市場動向が見通せない中、和牛肥育農家が今後
も意欲をもって事業継続できるよう奥州市内で奥州市産の素
牛を購入した場合に素牛導入費用の一部（1頭につき9万円）
を助成
（牛マルキンが交付されない場合は助成しない）
②肉用牛（黒毛和種）を肥育素牛として導入する場合に要す
る経費
③市内和牛肥育農家

R3.4.1 R3.9.30

14 ● ③ ソ 国 農林部 肥育素牛自家保留支援事業 5,490 5,490 0

①枝肉価格の市場動向が見通せない中、和牛農家が今後も意
欲をもって事業継続できるよう肥育素牛の自家保留に要する
経費の一部（上限4万円）を助成（牛マルキンが交付されない
場合は助成しない）
②肉用牛（黒毛和種）を肥育素牛として自家保留する場合に
要する経費
③市内和牛農家

R3.4.1 R3.9.30

15 ● ③ ソ 国 農林部
意欲ある農業者と飲食店等
の連携推進事業

3,000 3,000 0

①農業者と市内飲食店等との連携を後押しすることで、市産
農畜産物の域内消費を促進し、農業者の販売チャンネルを増
やすこでコロナ禍でのリスク分散を図る。
②委託料
③プロポーザルにより選定

R3.5.1 R4.3.31

16 ● ① ア 国 教育委員会事務局
小学校教室等空調設備整備
事業

5,000 5,000 0

①新型コロナウイルス感染防止のため教室や管理諸室へ空調
を整備することで、安心安全な生活の場を確保し、３密など
の感染機会の削減を図る。
②空調設備
③２小学校（玉里小２室）

R3.4.1 R3.7.15

17 ● ① ウ 国 福祉部 医療関係機関支援事業 52,380 52,380 0

①新型コロナ感染症による影響により事業継続に支障が生じ
ている医療関係機関を支援するため、1施設当たり25万円を支
援金として交付するもの。
②事業費
③市内に所在する医療関係機関（公立を除く）
　病院、診療所、歯科診療所、調剤薬局、訪問看護ステー
ション

R3.4.1 R4.3.31

18 ● ① ク 国 健康こども部
放課後児童クラブ感染予防
対策事業

2,500 2,500 0

①新型コロナ感染症に係る接触感染予防を目的とし、学校の
臨時休業等にも対応できるよう、放課後児童クラブの改修等
を行う事業者を支援するため補助金を交付するもの。
②補助金　2,500千円
③放課後児童クラブ受託事業者

R3.4.1 R3.5.31

19 ● ① ア 国 健康こども部 感染症予防対策事業 4,139 4,139 0

①市内公立保育所及び公立認定こども園の感染症予防のた
め、清拭用消毒液（次亜塩素酸水）生成機及び添加剤（電解
補助液）を購入し、安全な保育環境の確保を図ろうとするも
の。交付金見込（10/10）
②備品（次亜塩素酸水生成装置）購入費　3,993,000円
、消耗品（生成機用電解補助液）費　　　　145,200円
③公立保育所（全８園）、公立認定こども園（全３園）（各
園１台、１組）

R3.4.1 R3.6.30

20 ● ① ウ 国 医療局 感染症診療体制整備事業 50,052 50,052 0

①新型コロナウイルス感染症患者（発熱等の症状を有する疑
い患者を含む。）の検査体制強化及び診療体制確保のため、
必要な医療器材等の購入や業務委託を行うもの。
②資産購入費、経費
③市立医療機関

R3.4.1 R4.3.31

21 ● ① ア 国 市民環境部
胆江地区広域火葬場
空調設備更新事業

17,604 17,604 0

①施設利用者及び職員の感染拡大防止のため、感染症の原因
となる物質の除去機能の付いた空調設備へ更新するもの。
②委託料、工事請負費
③胆江地区広域火葬場さくらぎ苑 R3.5.1 R3.8.31

病院　　　　　　　　　 5施設×250千円
診療所　　　　　　　　67施設×250千円
歯科診療所　　　　　　49施設×250千円
調剤薬局　　　　　　　52施設×200千円
訪問看護ステーション　 7施設×200千円
許可病床加算　　　　1,033病床×10千円
　計　　 　　　　　　180施設+1,033病床＝52,380千円

改修工事等への補助金　2,500千円（定額）
※（社福）胆沢やまゆり会が実施する手洗い場設置工事（若柳キッズ
クラブ）を想定

【内訳】
資産購入費(PCR検査機器等)10,579,900円
経費（消耗品7,000,000円、委託料19,460,000円、賃借料775,200円、
修繕12,236,536円）

【内訳】
　次亜塩素酸水生成装置　330,000円×11台×1.1　＝　3,993,000円
　生成機用電解補助液　　 12,000円×11組×1.1　＝　　145,200円

普通教室２室(２基)×2,500千円

ア:105頭×70千円×6月（44,100,000円）
イ:事務手数料  @330円×105頭×6月 (207,900円)

ア：45頭×20千円×6月(5,400,000円)
イ：事務手数料  @330円×45頭×6月（89,100円）

①飲食店等へ直販する農家の育成・掘り起こし
 農業者向けセミナー等委託料  1,500千円
②農家×飲食店トライアル事業
 市内飲食店での期間限定事業の企画運営委託料 1,500千円

・空調設備実施設計業務委託　 1,207,800円
・空調設備更新工事費（PAC4系7台）
　　   　　　　　　　　　　 16,395,600円
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【３次補正追加事業】

令和３年度新型コロナウイルス感染症地方創生臨時交付金事業一覧 令和３年３月16日

全員協議会資料

総務企画部

２月 ３月 ６月 ９月 12月
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付金対象経
費（千円）

うちその他
財源

事業開始
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事業完了
(予定)
年月日

担当部 事業名称
総事業費
（千円）

①事業の目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③事業の対象（交付対象者、対象施設等）
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22 ● ④ ツ 国 市民環境部
庁舎間オンライン会議環境
構築事業

936 936 0

①防災業務を担う消防本部の業務継続と職員間の感染拡大予
防を目的として、所属間の往来を最小限にし職員間の３密を
回避するためオンライン会議環境を構築するもの。
②役務費、工事請負費
③消防本部・水沢消防署、前沢分署、金ケ崎分署、胆沢分
署、江刺消防署、江刺東分遣所

R3.4．1 R3.6.30

23 ● ① ア 国 市民環境部
救急隊員用感染防止資器材
整備事業

9,963 9,963 0

①新型コロナウイルス感染症疑い傷病者の搬送及び感染症患
者移送対応における感染防止対策として整備するもの。
②需用費(消耗品費）
③消防本部消防救急課

R3.4．1 R4.3.31

677,168 677,168 0計

役務費（当初予算措置済）
・ひかり回線契約費用　　 　6千円
・ひかり回線工事費用　　 126千円

工事請負費
・WI-Fi環境構築整備工事　804千円

各資器材使用量実績により算定したもの。（別紙あり）
当初予算措置済（2,788千円）
①消毒用資器材（血液溶解洗浄剤、消毒用エタノール等）678,590円
②感染防止用資器材（感染防止用ガウン上下、ストレッチャーカバー
等）1,981,760円
③人工呼吸用感染防止シート　71,500円
④感染性医療廃棄物容器　56,100円
追加分（7,175千円）
感染防止用資器材（感染防止衣上下、Ｎ95マスク、ニトリルグローブ
等）7,174,200円
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奥州市学校再編計画の策定について 

 １ 学校再編の目的について 

奥州市学校再編基本計画（平成３１年３月策定）に基づき、小学校における複式学級の解消及び、

中学校全教科の専科教員配置による学力向上、さらには生徒の希望に応じられる部活動の加入を可

能とするため、前・後期に分けた段階的な統廃合を行い、課題解決を図る。 

 

 ２ 学校再編の経緯について 

   教育委員会では、平成 20 年に「奥州市学校再編基本計画」を議決した。その後、平成 29 年度に

は児童生徒数の減少に伴う課題解決を目的とした奥州市小中学校適正規模等検討委員会を設置し

前述の計画を改訂した。（平成 31 年３月）これらの基本計画に基づき、平成 31 年度から奥州市小

中学校再編検討委員会を設置し、２年間６回にわたり具体的な学校再編案の検討を進めた。 

令和３年２月２６日、奥州市小中学校再編検討委員会 高橋清融委員長から再編計画（答申）を

受け、同日の教育委員会定例会で議決された。 

 

 ３ 学校再編計画について 

   資料１のとおり 

 

 ４ 今後の取組みについて 

各学校において、保護者・地域の代表者、教職員から構成する学校再編準備委員会を設置し、協

議（学区の取り扱いを除く）を適宜行う。その際、必要に応じて各関係機関（教育・福祉部署）の

職員をオブザーバーとして招聘する。 

各再編グループで、保護者・地域・教職員の代表者から構成する学校再編準備委員会を設置し、

学校ごとの再編検討委員会でまとめられた意見や要望に係る協議を行い、再編に係る準備を整える。

その際、教育課程部会、PTA 部会、生徒指導部会、保健部会等の専門部会を適宜設けて、学校行事

を始めとする教育課程の擦り合わせや、PTA 活動の推進体制づくり等も協議する。 

   スケジュールについては、資料２のとおり 

 

５ 奥州市学校給食施設再編計画の見直しについて 

（１）これまでの経緯 

   奥州市の学校給食施設は、現在５箇所の給食センターと３箇所の単独調理場があり、市内 36 の

小中学校に学校給食を提供している。 

   学校給食衛生管理基準を満たし、安全・安心な給食の提供と効率性を両立する体制を早期に整備

するため、平成 29 年に「奥州市学校給食施設再編計画」を策定した。 

   この計画に則り、（仮称）奥州南学校給食センターを新設する予定であったが、奥州市防災マップ

（ハザードマップ）の見直し等により、建設場所を検討し直すこととした。 

   今回、小中学校の再編計画が決定したため、改めて配送距離や時間、最新の学校給食数等を見直

す必要が生じたことから、奥州市学校給食施設再編計画策定委員会を設置し、再編計画を見直すも

の。 

 

（２）今後のスケジュール 

   令和３年 

    ５～７月 学校給食施設再編計画策定委員会による計画案の検討 

    ８～９月 計画案の説明（市議会、保護者、住民） 

    10月   策定委員会による最終調整 

計画の決定  

 

令和３年３月 16 日全員協議会資料 
教育委員会事務局学校教育課 
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奥州市議会 全員協議会 資料１ 

令和３年３月 16 日（火）10：00-    

奥州市教育委員会事務局学校教育課          
奥 州 市 学 校 再 編 計 画                         

令和３年３月 

奥州市立小・中学校再編検討委員会 
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【 本 編 】 

 

Ⅰ 学校再編計画の策定にあたって 

 

 １ 学校再編の背景について 

 

 ２ 学校再編の経緯について 

 

Ⅱ 学校再編に係る基本的な方針 

 

 １ 学校再編のねらいと適正な学校規模について 

 

 ２ 適正な通学区域について 

 

 

 ３ 学校再編の進め方について 

 

Ⅲ 学校再編の姿 
  

   １ 小学校 
 

   ２ 中学校 

 

Ⅳ 学校再編を進める上での配慮事項について 

 

 １ 学校再編検討委員会（学校単位）の役割と検討事項について 

 

 ２ 学校再編準備委員会（統合グループ単位）の役割と検討事項について 

 

Ⅴ 奥州市立小・中学校再編検討委員会 委員名簿 

 

Ⅵ 奥州市立小・中学校再編検討委員会・説明会の開催経過 

 

Ⅶ 奥州市立小・中学校 学校再編ロードマップ 
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Ⅰ 学校再編計画の作成にあたって 

 １ 学校再編の背景について 

   奥州市は平成 18 年２月 20 日に５市町村の合併により誕生し、令和３年２月で 15 年が経過しま

した。合併当初は約 13 万人の人口（県内第２位）を有する都市となったものの、全国的な少子・

高齢化の影響を受け、現在は人口が平成 22 年度から平成 31 年度までの 10 年間で、約１万人減少

し、12 万人を下回っています（県内３位）。市町村合併以降、前沢地域の小学校７校の統合、胆沢

地域の中学校３校の統合、江刺地域の中学校２校の統合により小学校は６校減、中学校は３校減と

なり、令和２年度現在で小学校 27 校、中学校９校となっています。 

少子化の進行は今後も続くことが予想され、複式学級をもつ小規模校が増えつつあります。 

 

 ２ 学校再編の経緯について 

   教育委員会では、平成 20 年に「奥州市学校再編基本計画」を議決しました。その後、平成 29 年

度には児童生徒数の減少に伴う課題解決を目的とした奥州市小中学校適正規模等検討委員会を設

置し前述の計画を改訂しました。（平成 31 年３月）これらの基本計画に基づき、平成 31 年度から

奥州市小中学校再編検討委員会を設置し、具体的な学校再編案の検討を進めてきました。 

 

Ⅱ 学校再編に係る基本的な方針 

 １ 学校再編のねらいと適正な学校規模について 

 小学校では複式学級の解消及び１学年１学級となるような単学級の解消が必要であると考え、ク 

ラス替えが可能な１学年２学級を確保することを基本とします。 

   中学校では教科担任制であることから、各教科に専門の教員を確保できる規模にする必要があり 

ます。また、授業時数が多い５教科（国語、社会、数学、理科、英語）については複数の教員配置 

が望ましく、特別支援教育や生徒指導への課題対応を強化するためには一定の教員数がさらに必要 

となります。また、生徒の興味・関心による部活動の選択肢の幅を広げることが可能となる十分な 

教員配置が可能となる規模も考慮する必要があります。 

   上記のことから、奥州市学校再編基本計画（平成 31 年 3 月）で示された下記[表１]に基づき、過 

小規模及び小規模に該当する小中学校のうち、許容できる規模である佐倉河小学校、真城小学校、

江刺愛宕小学校、衣川中学校を除く 20 校（下線部）を再編計画の対象校として規定します。 

[表１：奥州市の小中学校における適正な学校規模] 

学校規模 過小規模 小規模 
統合の場合の適正規模 

大規模 過大規模 
適正規模  

学級数 1 ～ 5 6 ～ 11 12 ～ 18 19 ～ 24 25 ～ 30 31 以上 

基本的な 

考え方 
過小規模校 

許容できる 
規模（下限） 
90～108 人 

適正規模 
許容できる 
規模(上限) 

大規模校 過大規模校 

小学校 

黒石、田原 

大田代、藤里 

人首、木細工 

玉里、伊手、梁川 

広瀬、胆沢愛宕 

（１１校） 

佐倉河、真城 

姉体、羽田 

江刺愛宕、稲瀬 

南都田、若柳 

衣川、衣里  

（１０校） 

胆沢第一 

（１校） 

水沢、水沢南 

常盤、岩谷堂 

前沢 （５校） 
  

中学校 

江刺南、江刺東、

衣川 

（３校） 

 水沢、東水沢 

水沢南、江刺一 

前沢、胆沢 

（６校） 

   

4



 ２ 適正な通学区域について 

   本市では、小学校４km 以内、中学校６km 以内の通学距離とはならない学区もありスクールバス

の運行や、遠距離児童生徒通学費補助金の支給により遠距離通学を保障している場合もあります。

ただし、遠距離通学の児童生徒においても、スクールバスの運行等により１時間を越える通学時間

を要している児童生徒はいない状況にあります。また、最も面積が広い江刺地域は、最北端の梁川

地区から最南端の田原地区まで、最東端の伊手地区から最西端の稲瀬地区まで、いずれも車で１時

間以内の距離となっています。東西に距離の長い胆沢地域においても、最西端の胆沢愛宕地区から

最東端の南都田地区まで車で１時間以内の距離となっています。以上のことから、市内の小中学校

の適正な通学時間を考えると、国の示す基準と同様に「おおむね１時間以内」とすることが適切で

あると考えます。 

 

 ３ 学校再編の進め方について 

   子どもたちにとってより良い教育環境の整備を第一に考え、これまでの地域との関わりも十分に

考慮し、地域の考え方を尊重しつつ、理解と協力を得ながら進めていきます。また、統合後の空き

校舎や跡地の利用についても地域コミュニティーの拠点としての機能が維持できるような配慮を

検討します。さらに、各校の特色ある教育活動を継承していくことができるような取組の工夫につ

いても検討します。 

 

Ⅲ 学校再編の姿 

 １ 小学校 

地域 前期【令和３年～５年度末】 後期【令和６年～１１年度末】 

水沢 
〇黒石小・姉体小を統合する。 

【令和５年度末】 

○羽田小は今後の児童数の推移を注視しつ

つ、状況により近隣校との統廃合の検討

対象地域とする。 

江刺 

〇人首小・木細工小・梁川小・広瀬小・ 

 玉里小を統合する。【令和４年度末】 

〇藤里小・伊手小・岩谷堂小を統合す

る。       【令和４年度末】 

〇大田代小・田原小を統合する。 

【令和３年度末】 

○前期統合校は今後の児童数の推移を注視

しつつ、前期統合から６年以上経過した

時点の状況により岩谷堂小との統廃合の

検討対象地域とする。 

〇稲瀬小は今後の児童数の推移を注視しつ

つ、状況により岩谷堂小との統廃合の検

討対象地域とする。 

前沢 計画なし 計画なし 

胆沢 

○胆沢愛宕小・若柳小を統合する。 

【令和５年度末】 

 

○若柳小は今後の児童数の推移を注視しつ

つ、前期統合から６年以上経過した時点

の状況により南都田小との統廃合の検討

対象地域とする。 

衣川 計画なし 

〇衣川小・衣里小は今後の児童数の推移を

注視しつつ、状況により統廃合の検討対

象地域とする。 
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 ２ 中学校 

地域 前期【令和３年度末】 後期【令和６年～１１年度末】 

水沢 計画なし 
○学区の見直し（区域外就学の拡充）を含め

た調整を検討する。 

江刺 

○江刺南中・江刺東中・江刺一中を統合

する。 

【令和３年度末】 

計画なし 

前沢 計画なし 計画なし 

胆沢 計画なし 計画なし 

衣川 計画なし 計画なし 

 

 

Ⅳ 学校再編を進める上での配慮事項について 

１ 学校再編準備委員会（学校単位）の役割と検討事項について 

統合の対象となる学校ごとに学校再編準備委員会を設置し、児童生徒の不安を解消し、円滑な学

校再編を進めるため、主として下記の項目に係る検討を行う。 

  (1)学校再編準備委員会の構成について 

 校長、副校長、教務主任、研究主任、生徒指導主事、養護教諭、PTA 役員（数名）・地域の代表

（数名）により構成する。 

  (2)学校再編準備委員会における検討事項について 

・それぞれの学校が持っていた特色ある教育活動の継承について 

・通学距離や環境の変化等による児童生徒の心のケアについて 

・通学距離や時間、部活動に支障が出ないスクールバスの利用等、通学に係る配慮について 

・放課後児童の安全・安心な居場所づくりについて 

・統合前に使っていた各学校指定用品（学習用具）等の取り扱いについて 

・その他、統合の推進に関し、教育長が必要と認める事項について 

 

２ 学校再編合同準備委員会（統合グループ単位）の役割と検討事項について 

統合先を同じくする学校が合同で学校再編合同準備委員会を設置し、児童生徒の不安を解消し、

円滑な学校再編を進めるため、主として下記の項目に係る検討を行う。 

  (1)学校再編合同準備委員会の構成について 

 統合先を同じくする学校の校長及び教員、各校 PTA の代表者により構成する。 

  (2)学校再編合同準備委員会における検討事項について 

・各校の特色ある教育活動を生かした教育課程等、学校経営全般について（管理職部会） 

・履修内容の確認、行事の精選、学校指定用品の取り扱い等、学校運営全般について（教務部会） 

・児童生徒の心のケア等について（生徒指導・養護教諭部会） 

・統合後の PTA 組織の在り方について（PTA 部会） 

  (3)その他の検討事項について 

    上記以外の検討項目についても、統合先を同じくする学校間で連携をとり、(1)及び(2)の部会を 

適宜開いて協議を行うものとする。 
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Ⅴ 奥州市立小・中学校再編検討委員会 委員名簿

氏 名 所 属 職　名 委員区分 備 考

1 千　葉　和　仁 水 沢 中 学 校 校 長 １号

2 佐久間　　　充 岩 谷 堂 小 学 校 校 長 １号

3 伊　藤　茂　美 衣 里 小 学 校 校 長 １号

4 谷　木　啓　恭 若 柳 小 学 校 校 長 １号

5 成　澤　嘉　一 水 沢 南 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

6 及　川　倫　明 江 刺 第 一 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

7 森　住　桂　子 前 沢 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 副会長 ２号

8 石　川　　　剛 胆 沢 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

9 佐　藤　康　平 衣 川 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

10 三　浦　光　章 水 沢 地 域 会 議 委 員 ３号

11 千　葉　　　祐 江 刺 地 域 会 議 委 員 ３号 副委員長

12 小野寺　孝　喜 前 沢 地 域 会 議 委 員 ３号

13 小野寺　　　功 胆 沢 地 域 会 議 会 長 ３号

14 塚　本　康　雄 衣 川 地 域 会 議 委 員 ３号

15 吉　田　照　彦 佐 倉 河 幼 稚 園 園 長 ３号

16 佐々木　道　雄 八 日 市 幼 稚 園 園 長 ３号

17 色　川　秀　一 い ず み 保 育 園 園 長 ３号

18 高　橋　清　融 学 識 経 験 者 ４号 委員長

19 髙　橋　喜久子 学 識 経 験 者 ４号

【教育委員会事務局】

氏 名 所 属

田面木　茂　樹 奥 州 市 教 育 委 員 会

千　田　良　和 奥 州 市 教 育 委 員 会

千　田　淳　一 奥 州 市 教 育 委 員 会

朝　倉　啓　二 奥 州 市 教 育 委 員 会

千　葉　達　也 奥 州 市 教 育 委 員 会   学校教育課主幹兼子ども子育て支援推進室長

村　上　　　睦 奥 州 市 教 育 委 員 会

千　葉　重　徳 奥 州 市 教 育 委 員 会   学校教育課課長補佐兼主任指導主事

  学校教育課課長補佐

  令和元年度奥州市立小・中学校再編検討委員会 委員名簿

職 　　　　　名

　教育長

　教育部長

　学校教育課長

　教育総務課長
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氏 名 所 属 職　名 委員区分 備 考

1 朝　倉　啓　二 水 沢 小 学 校 校 長 １号

2 佐久間　　　充 岩 谷 堂 小 学 校 校 長 １号

3 杉　本　光　生 胆 沢 愛 宕 小 学 校 校 長 １号

4 伊　藤　茂　美 衣 里 小 学 校 校 長 １号

5 成　澤　嘉　一 水 沢 南 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

6 及　川　倫　明 江 刺 第 一 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

7 千　田　嘉　宏 前 沢 中 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

8 千　田　　　優 胆 沢 第 一 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

9 三　浦　　　基 衣 里 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 ２号

10 三　浦　光　章 水 沢 地 域 会 議 委 員 ３号

11 千　葉　　　祐 江 刺 地 域 会 議 委 員 ３号 副委員長

12 小野寺　孝　喜 前 沢 地 域 会 議 委 員 ３号

13 小野寺　　　功 胆 沢 地 域 会 議 会 長 ３号

14 塚　本　康　雄 衣 川 地 域 会 議 委 員 ３号

15 吉　田　照　彦 佐 倉 河 幼 稚 園 園 長 ３号

16 佐々木　道　雄 八 日 市 幼 稚 園 園 長 ３号

17 色　川　秀　一 い ず み 保 育 園 園 長 ３号

18 高　橋　清　融 学 識 経 験 者 ４号 委員長

19 髙　橋　喜久子 学 識 経 験 者 ４号

【教育委員会事務局】

氏 名 所 属

田面木　茂　樹 奥 州 市 教 育 委 員 会

千　葉　　　昌 奥 州 市 教 育 委 員 会

及　川　協　一 奥 州 市 教 育 委 員 会

佐　藤　利　康 奥 州 市 教 育 委 員 会

佐　藤　彰　悟 奥 州 市 教 育 委 員 会

千　葉　重　徳 奥 州 市 教 育 委 員 会

高　橋　美友紀 奥 州 市 教 育 委 員 会

米　沢　俊　哉 奥 州 市 教 育 委 員 会

　学校教育課長

  学校教育課指導主事

  学校教育課指導主事

  学校教育課課長補佐

  学校教育課課長補佐兼主任指導主事

  令和２年度奥州市立小・中学校再編検討委員会 委員名簿

職 　　　　　名

　教育長

　教育部長

　教育総務課長
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Ⅵ 奥州市立小・中学校再編検討委員会・説明会の開催経過 

 

１ 奥州市立小・中学校再編検討委員会について 

番号 年月日 曜日 会 場 時 間 参加人数 

１ 令和元年  9 月 13 日 金 江刺総合支所大会議室 15:00～16:45 19 名 

2 令和元年 12 月 11 日 水 江刺総合支所大会議室 15:00～16:45 14 名 

3 令和 2 年  2 月 27 日 木 江刺総合支所大会議室 15:00～16:45 15 名 

4 令和 2 年  7 月 31 日 金 江刺総合支所大会議室 15:00～16:45 13 名 

5 令和 2 月 11 月 20 日 金 江刺総合支所大会議室 15:00～16:45 12 名 

6 令和 3 月  1 月 29 日 金 江刺総合支所大会議室 15:00～16:45 14 名 

 

２ 奥州市立小・中学校再編（素案）に係る地域・保護者説明会について 

番号 年月日 曜日 学校 時間 参加人数 

１ 令和 2年  9月  9日 水 木細工小 18：30-19：30 16 名 

2 令和 2 年  9 月 10 日 木 玉里小 18：30-19：30 40 名 

3 令和 2 年  9 月 24 日 木 若柳小 18：30-19：30 44 名 

4 令和 2 年  9 月 25 日 金 藤里小 18：30-19：30 34 名 

5 令和 2 年  9 月 28 日 月 江刺南小 18：30-19：30 29 名 

6 令和 2 年  9 月 29 日 火 胆沢愛宕小 18：30-19：30 27 名 

7 令和 2 年 10 月 2 日 金 田原小 18：30-19：30 40 名 

8 令和 2 年 10 月 5 日 月 江刺東中 18：30-19：30 34 名 

9 令和 2 年 10 月 7 日 水 人首小 18：30-19：30 28 名 

10 令和 2 年 10 月 13 日 火 広瀬小 18：30-19：30 36 名 

11 令和 2 年 10 月 14 日 水 江刺一中 18：30-19：30 19 名 

12 令和 2 年 10 月 15 日 木 伊手小 18：30-19：30 41 名 

13 令和 2 年 10 月 20 日 火 黒石小 18：30-19：30 32 名 

14 令和 2 年 10 月 21 日 水 岩谷堂小 18：30-19：30 22 名 

15 令和 2 年 10 月 26 日 月 大田代小 18：30-19：30 17 名 

16 令和 2 年 10 月 27 日 火 梁川小 18：30-19：30 37 名 

17 令和 2 年 10 月 28 日 水 姉体小 18：30-19：30 12 名 

 

３ 奥州市立小・中学校再編(修正素案)に係る地域・保護者説明会について 

 

番号 年月日 曜日 学 校 時 間 参加人数 

１ 令和 2 年 12 月 21 日 水 藤里地区センター 18：30-19：30 17 名 

2 令和 2 年 12 月 22 日 木 伊手地区センター 18：30-19：30 15 名 

3 令和 2 年 12 月 23 日 木 田原地区センター 18：30-19：30 29 名 

4 令和 3 年 １月 12 日 金 広瀬地区センター 18：30-19：30 26 名 

5 令和 3 年 １月 13 日 月 江刺総合支所多目的ホール 18：30-19：30 8 名 

6 令和 3 年 １月 14 日 火 米里地区センター 18：30-19：30 25 名 

7 令和 3 年 １月 18 日 金 梁川地区センター 18：30-19：30 24 名 

8 令和 3 年 １月 19 日 月 玉里地区センター 18：30-19：30 32 名 

9 令和 3 年 １月 21 日 水 愛宕地区センター 18：30-19：30 10 名 

10 令和 3 年 １月 25 日 火 稲瀬地区センター 18：30-19：30 17 名 
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⇒再編準備委員会(各校)

№ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

1

2

3 D D
4

5

6 E Ｅ
7 D D

8 E Ｅ

9 A A F F
10

11 Ｊ

12 Ｊ

13 A

14 A

15 Ｂ

16 Ｂ

17 Ｂ

18 Ｂ

19 Ｂ

20 F F

前沢 21

22

23 Ｇ
24 Ｃ
25 Ｃ

26 Ｈ
27 Ｈ

28

29

30

31 Ｉ
32 Ｉ

33 Ｉ

前
沢

34

胆
沢

35

衣川 36

⇒再編準備委員会(各校)
  再編準備委員会(合同)

衣里小学校

若柳小学校

胆沢愛宕小学校

南都田小学校

Ｒ６年度以降

佐倉河小学校

羽田小学校

A

FＪ

B

江
 
刺

水
 
沢

江刺東中学校

江刺第一中学校

水沢南中学校

江刺南中学校

水沢中学校

大田代小学校

江刺愛宕小学校

胆
 
沢

衣川

衣川小学校

胆沢第一小学校

広瀬小学校

木細工小学校

玉里小学校

稲瀬小学校

藤里小学校

梁川小学校

【奥州市教育委員会】

ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ

常盤小学校

水沢南小学校

Ⅶ 奥州市立小・中学校　学校再編ロードマップ

学 校 名

水沢小学校

⇒再編グループ
　太字は再編先

⇒地域説明会

小
 
 
 
 
学
 
 
 
 
校

C

Ｈ

Ｇ

F

F

江
 
 
刺

Ｉ

Ｇ

中
　
学
　
校

水
 
 
沢

姉体小学校

真城小学校

黒石小学校

岩谷堂小学校

伊手小学校

人首小学校

田原小学校

胆沢中学校

前沢中学校

東水沢中学校

衣川中学校

前沢小学校

〇学校再編のねらい

・小学校複式学級の解消

・中学校全教科専科教員の配置による学力向上

・希望に応じた中学校部活動の実現

〇学校再編の時期

・前期計画案【令和３～５年度末】

・後期計画案【令和６年度以降】

Ｒ６年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

姉体小 35 37 40 39 35 33

黒石小 3 4 4 4 6 3

合計人数 38 41 44 43 41 36
学級数 2 2 2 2 2 2

Ｒ６年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

若柳小 15 11 14 19 18 20

胆沢愛宕小 3 6 3 5 4 6

合計人数 18 17 17 24 22 26

学級数 1 1 1 1 1 1

Ｒ４年度 １年 ２年 ３年 計

江刺一中 160 165 172 497

江刺南中 21 14 16 51

江刺東中 24 36 30 90

合計人数 205 215 218 638
学級数 6 7 7 20

Ｒ５年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

岩谷堂小 80 81 84 95 83 96

藤里小 3 7 3 2 3 9

伊手小 4 2 4 6 8 9

合計人数 87 90 91 103 94 114
学級数 3 3 3 3 3 4

Ｒ４年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

田原小 8 10 7 8 9 8

大田代小 1 2 5 3 4 0

合計人数 9 12 12 11 13 8

学級数 1 1 1 1 1 1

Ｒ5年度 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年

玉里小 4 9 6 7 4 5

人首小 2 3 2 2 6 1

木細工小 0 1 0 2 1 1

梁川小 3 5 3 4 3 7

広瀬小 6 7 2 9 3 6

合計人数 15 25 13 24 17 20
学級数 1 1 1 1 1 1
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統合校

準備委員会（各校） 準備委員会（合同） 準備委員会（各校）

3 3

〇委員会設置

〇作業日程・内容の確認
（日程）
　・工程表のとおり
（内容）
　・スクールバスの運用
　・放課後児童の過ごし方
　・校名・校章・校歌
　・閉校式

〇委員会設置

〇作業日程・内容の確認
（日程）
　・工程表のとおり
（内容）
　・スクールバスの運用
　・放課後児童の過ごし方
　・校名・校章・校歌
　・閉校式

※各校準備委員会の
委員長は互選により決
定する。

※統合グループごとに
設置する準備委員会
の構成委員は、各校検
討委員会の代表者で
構成する。

※閉校に係り、次の作
業分担を明確にする。
・学校沿革史編纂
・閉校記念誌作成
・閉校式典
・祝賀行事

3 4

〇委員会設置

※各校準備委員会で
協議されたことを準備
委員会に持ち寄り、協
議する。懸案がある場
合には、再度各校検討
委員会に持ち帰り、協
議を重ねる。
　
　　各校準備委員会
　　　　　　　↕
　　合同準備委員会

※各委員会には教育
委員会事務局担当者
が適宜参加し、必要な
事項について関係機
関との調整を行う。

3 5

・校名募集（５月）
・校名案の選定（７月）
・校名案の児童ｱﾝｹｰﾄ（８月）

3 9 ・校名案の決定（９月）

3 10

・校歌募集（１０～１１月）
・校章募集（１０～１１月）
・体育着の決定（１０月）

◇ 3

◇ 3 〇閉校式

◇ 4 〇開校式

奥州市小中学校再編〔準備（各校・合同）委員会〕工程表　　資料２

※中学校の制服・体育
着は、５月中に翌年か
らの取り扱いについて
業者への連絡を行う。

※校名変更となる場
合、体育着は校名・校
章の決定後、業者との
交渉を行い、新体育着
の購入開始年度を決
定する。

総合先学校
年 月 留意事項

（構成委員）

・校長、副校長、教員代表

・ＰＴＡ役員（３名程度）

・地域代表（３名程度）

（構成委員）

・校長、副校長、教員代表

・ＰＴＡ役員（３名程度）

・地域代表（３名程度）

（構成部会及び分担する事項）

①校長部会

学校経営の骨子、体育着（制服）の扱い等

校名、校章、校歌

開校式

再編準備作業の総括

②副校長部会

スクールバス運行、通学路等

③教務主任部会

教育課程全般

④研究主任部会

研修、研究計画等

⑤生徒指導主事部会

児童生徒の引継ぎ、校則等

⑥ＰＴＡ部会

ＰＴＡ組織について

随時、会議を開催 随時、会議を開催
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令和３年３月 16日 議会全員協議会説明資料（選挙管理委員会） 
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奥州市投票区再編計画について 
 

１ 地区説明会 
(1) 説明会対象者及び開催方法等 

       投票区再編により廃止等影響が生じる投票区を対象として開催。 

なお、新型コロナウィルス感染防止のため、地区行事・会合等を自粛している状況で

あることを多くの地区から話されたため、地区の代表者を対象とした説明会にした。開

催の案内文書は地区振興会、行政区長及び民生児童委員に送付し、地区振興会からの人

選については地区にお任せした。 

(2) 開催状況 

令和３年１月 12日から２月２日まで 

   25会場、行政区長等 273名参加 

 

２ 住民アンケート 
(1) アンケート用紙の配布 

       再編対象地区の各戸（127行政区、16,310世帯）へ再編計画案の要約とともに配布し

た。なお、地区センター等のアンケートボックス脇への備え付けによっても配布した。 

(2) 回答方法 

アンケート回収箱（奥州市役所本庁及び各総合支所、再編対象地区の各地区センタ

ー）、ファックス及び説明会会場での回収 

(3) 募集期間 

令和２年 12月 24日から令和３年２月 28日まで 

(4) アンケート結果 

   回答数 496件（男性 326、女性 166、無回答 4） 

         （水沢 173、江刺 229、前沢 37、胆沢 51、衣川 5、無回答 1） 

         （20代 1、30代 2、40代 15、50代 30、60代以上 445、無回答 3） 

 

３ 地区説明会及びアンケートでの主な意見等 
 ・概ね計画について賛成の意見 

 ・投票率の低下を懸念する意見 

 ・交通弱者に対する対策への意見（地区内交通活用、シャトルバス運行等） 

 ・選挙費用削減等を求める意見 

 ・臨時期日前投票所の設置（中山間、高齢化等）に対する要望 

 ・期日前投票所の開設場所や増設に対する要望 

 ・再編計画や選挙制度の周知に対する意見 

 ・全有権者対象の説明会開催に対する意見 

 ※なお、詳細については市ホームページに掲載予定。 
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４ 令和３年度予算に対する付帯意見  「投票区再編にあたっては、丁寧な市民説明を尽くされたい」  
５ 意見等を受けての再編計画の主な変更点 
＜臨時期日前投票所＞  

・距離要件以外に 75歳以上投票者数、当日投票率、新たな投票所までの標高差等を加味し

て「真城が丘集会所」を１箇所追加して、合計 21箇所に変更。 

 ・１箇所当たり半日程度としているが、有権者が多い箇所についてはその限りでない旨変更。 

＜移動補助＞  

 ・事前申し込みとしていたが、使いやすくするため入場券と障害者手帳等証明書類を提示

する方法に変更。 

 ・介護者が介護のために乗車することも可能とする。 

 ・タクシー以外に地区内交通も活用できるように記述を変更。 

 ・当日投票所までとしていたが、臨時期日前、期日前、当日投票いずれでも可能とする。 

 ・要介護者や障がい者手帳所持者以外の、高齢者や免許返納者等移動が困難な方が数多く

おり、投票率の低下を懸念する声が多くあったことから、バス等の運行を検討していく

こととした。 

＜その他＞ 

・各種投票所での投票率や年代別投票率、バリアフリーの状況等を各種選挙終了後に公表

し、随時見直しを行うこととした。 

 ・運用開始時期について、予算審査特別委員会等の意見を受けて、令和４年３月 18日任期

満了となる市長市議会議員選挙から適用する内容から、説明会等の状況を見ながら、そ

こから適用できるよう進める記述に変更。 

 

６ 今後のスケジュール 
 ・３月 16日（火）  議会全員協議会での説明 

・４月～５月     計画案について全有権者対象の説明会（本庁及び各総合支所等予定） 

            ※必要に応じて各地区総会等での個別説明に対応する。 

・５月下旬      計画決定（選挙管理委員会） 

・６月以降      計画について全有権者対象の説明会 

            ※必要に応じて各地区総会等での個別説明に対応する。 
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・４月～５月 計画案について全有権者対象の説明会開催※１（本庁及び各総合支所等） 

・５月下旬  計画決定（選挙管理委員会） 

・６月以降  計画について全有権者対象の説明会開催※１
 

※１ 必要に応じて各地区総会等での個別説明に対応する。 

〇説明会等の状況を見ながら、令和４年３月任期満了市長市議会議員選挙からの実施を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

・期日前投票の普及による当日投票所利用者の減少。 

・投開票所従事要員の確保が困難。 

・新型コロナウィルス感染対策のために広い投票空間の確保が必要。 

※バリアフリー対応施設の確保も必要。 
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見直しの背景 
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投開票実働人数の状況（参議院議員選挙）

年度病院除く職員数総数 実働人数

スケジュール 

投票区の再編について（概要） 
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６ ２１ 当日投票所 

臨時期日前投票所  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・在宅要介護者、障がい者手帳所有者を対象にタクシー、地区内交通等により投票所へ無料送迎する。 

・上記以外の高齢者や免許返納者等移動困難な方へのバス等の運行を検討する。 

・過去実績をもとに投票所の混雑予想を行い、集中する時間帯の解消に努める。 

・駐車場の不足が見込まれる投票所への臨時駐車場設置に努める。 

・車椅子の設置や土足可能等バリアフリー化に努める。 

再編内容 

地区センターを中心に１投票区の有権
者数概ね 5,000 人で調整。 

新たな投票所までの直線距離が概ね２㎞以上の

地区または高齢者数、当日の投票率、標高差等

一定の要件を満たす地区に半日を目安に開設。 

※有権者多数の箇所はその限りではない。 

大型商業施設等の人の出入りが多い施
設へ増設 

期日前投票所 
６＋α 

投票環境向上のための取り組み 
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奥州市投票区再編計画 

 

１ 現状と課題 

  平成 18年２月 20日の市町村合併後、旧市町村で運営していた選挙体制を基本的に

維持し、選挙事務については効率的な運営を行うために、開票事務の効率化や選挙ポ

スター掲示場の見直し等を行ってきた。 

  投票区は、平成 23 年の水沢真城地区からの請願への対応による見直し（注１）及

び平成 29 年に奥州市立若柳中学校が閉鎖されたことによる見直し（注２）を行った

以外は、合併前の体制のまま現在に至っており、84 箇所ある投票区の選挙人名簿登

録者数（令和２年６月１日現在）を比較すると、最少で 57人、最多で 3,676人と著

しい差が生じている。 

投票率については、直近の選挙（令和元年９月８日執行 岩手県知事・県議会議員

選挙）では、60.64パーセントで、このうち当日投票を行った有権者は 34.62パーセ

ントであり、期日前投票を行った有権者は 25.60パーセント（不在者投票 0.42 パー

セント）となっている。４年前の同選挙よりも全体投票率は 1.66 パーセント減少し

ている中で、当日投票率は 5.75パーセント減少しているが、期日前投票率は 4.16パ

ーセント増加している。一定の期間内ではあるが、都合の良い時に投票できる期日前

投票制度が有権者に広く認知され、活用されてきた結果であり、今後さらに利用者が

増加していくものと推測されることから、期日前投票所については、投票所数を増や

すなど投票しやすい環境を整えていく必要がある。期日前投票率がさらに増加してい

くと、相対的に当日投票率はさらに減少していくものと推測される。 

投票所の従事要員については、投票管理者と投票立会人は従前から地元投票区に選

出を依頼しており、有権者数が少ない投票区では毎選挙同じ方が選出されるなど、適

正な選任への支障が生じている。また、選挙事務を行う市職員については、行財政改

革による定員削減が毎年進められており、合併当時の職員数から大幅に減少している

ため、84箇所ある投票所への配置が選挙を重ねるごとに困難となっている。 

また、今後は新型コロナウィルスの感染予防対策を講じたうえでの選挙執行となる

ことから、有権者及び選挙要員の「密」を避けるためには、可能な限り広い空間を持

った施設を投票所として指定する必要がある。従来の狭小施設を投票所とし続けた場

合、感染リスクが高まるほか、重症化リスクの高い高齢者などが投票を控えてしまう

ことも考えられ、結果として投票率の低下につながるものと推測される。 

これらの現状と課題を解消するため、投票区を再編する必要がある。 

 

２ 投票区再編の方針 

  投票区は地区センターの区域を基本とし、１投票区の有権者数が概ね 5,000人とな

るように調整し、現在 84箇所設置されている投票区を、別紙のとおり 42箇所に再編
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する。 

運用開始の時期については、説明会等の状況を見ながら、令和４年３月 18 日任期

満了となる市長市議会議員選挙から適用できるよう進める。 

 

３ 投票区再編の効果 

(1) 投票環境の改善 

施設規模が小さい投票所を地区センター等の投票所に統合することにより、広い

空間による３密の回避、駐車場の確保、バリアフリー等、投票環境の改善が図られ

る。 

(2) 投票要員の適正な選任及び配置 

投票管理者と投票立会人の選任を適正に行う事ができ、事務従事者の確保が容易

になる。 

 (3) 経費の節減 

   投票所で使用する備品、消耗品、光熱水費等、投票管理者等の報酬、市職員の時

間外勤務手当等、投票終了後に投票用紙を開票会場へ移送するためのタクシー使用

料等の経費が節減できる。 

 

４ 投票区再編に併せて実施する取組み 

  投票日前の一定期間の中で、有権者が都合の良い時に投票ができる期日前投票の利

用を促進するとともに、投票区を再編することによる有権者の移動負担を軽減するた

め、次の取組みを実施する。 

 (1) 旧投票所への臨時期日前投票所の開設 

統合廃止となった旧投票所のうち、新たな投票所までの直線距離が概ね２ｋｍ以

上となる地区または高齢者数、当日投票の投票率、新たな投票所までの標高差等一

定の要件を満たす地区については、以下により臨時期日前投票所を開設する。 

  ・ 臨時期日前投票所１箇所当たり半日程度とする。 

    ただし、有権者が多い箇所についてはその限りではない。 

  ・ 選挙期日前の月曜日から土曜日までの中で１回のみ設置する。 

  ・ 設置場所は、投票区再編前の投票所施設を原則とする。 

なお、利用者が対象地区における有権者数の１割以下となった場合、次回以降の

設置については、委員会での検討を経て廃止する。 

   また、バス等を利用した移動期日前投票所については、天候に左右されるほか、

新型コロナウィルスの感染防止対策を行う上で、狭い密閉空間は避ける必要がある

ため導入しない。 

 

(2) 移動困難者を対象とした投票所までの移動補助 
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在宅の要介護者又は障がい者手帳所持者の有権者（介護者を含む）を対象とした、

タクシーや地区内交通等による自宅等から投票所までの無料往復送迎を行う。 

なお、上記以外の高齢者や免許返納者等移動困難な方に対して、バス等の運行を

検討する。 

 (3) 期日前投票所の増設 

これまで、市役所本庁、各総合支所及び水沢メイプルの６箇所に期日前投票所を

開設してきたが、有権者の利便性向上のため、人の出入りが多い施設へ増設する。 

 (4) 高等学校への臨時期日前投票所の開設 

   高等学校在学中に選挙権が与えられる生徒への啓発を目的として、高等学校での

臨時期日前投票所を開設する。 

開設時間は放課後の１時間程度とし、元高校教諭等学校関係者が立候補している

ことが確認できた場合は開設しない。 

なお、高等学校の長期休み等により、有権者である生徒が登校していない時期の

選挙では開設しない。 

 (5) 投票所統合による一時的な混雑の解消 

   投票所の統合により、一時的に混雑が見込まれる可能性があることから、以下の

とおり対策を講ずる。 

  ・ 過去実績をもとに投票所の混雑予想を行い、市ホームページ等で周知すること

により、集中する時間帯を解消する。 

  ・ 駐車場の不足が見込まれる投票所に臨時駐車場の設置に努める。 

 

５ 投票率・投票環境等の公表及び見直し 

  再編計画策定後に行われる各種選挙での投票環境等（各種投票所での投票率、年代

別投票率、バリアフリーの状況、移動補助利用状況等）について、選挙終了後に公

表し、随時見直し等を行う。  
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（注１）水沢真城地区からの請願への対応による見直し（平成 23年度） 

真城第１投票区（投票所：真城が丘集会所）のうち、秋成行政区の字北上野、字片子

沢及び字杉山下については、水沢第 10 投票区（投票所：水沢南地区センター）の方が

より近いため、地元請願を受けて見直しを行ったもの。 

《見直し前》 

投票場所 投票区 地区 行政区 

真城が丘集会所 真城第 1投票区 真城地区 
大深沢、堤尻、秋成、折舘及び真城

が丘の区域 

水沢南地区センター 水沢第 10投票区 南地区 
川端、大鐘町、南大鐘及び龍ケ馬場

の区域 

《見直し後》 

投票場所 投票区 地区 行政区 

真城が丘集会所 真城第 1投票区 真城地区 

大深沢、堤尻、秋成(うち、字北上野、

字片子沢、字杉山下を除く)、折舘及

び真城が丘の区域 

水沢南地区センター 水沢第 10投票区 南地区 

川端、大鐘町、南大鐘、龍ケ馬場及

び秋成(うち、字北上野、字片子沢、

字杉山下に限る)の区域 

 

 

（注２）奥州市立若柳中学校の閉鎖に伴う見直し（平成 29年度） 

 胆沢第２投票区の投票所とていた若柳中学校の閉校に伴い投票所を再編したもの。 

《再編前》 

投票場所 投票区 地区 行政区 

若柳地区センター 胆沢第１投票区 若柳地区 

若柳第 13区、若柳第 14区、若柳第

15区、若柳第 16区、若柳第 17区、

若柳第 18区及び若柳第 19区の区域 

若柳中学校 胆沢第２投票区 若柳地区 

若柳第８区、若柳第９区、若柳第 10

区、若柳第 11区及び若柳第 12区の

区域 

胆沢愛宕地区センター 胆沢第３投票区 若柳地区 

若柳第３区、若柳第４区、若柳第５

区、若柳第６区及び若柳第７区の区

域 

《再編後》 

投票場所 投票区 地区 行政区 

若柳地区センター 胆沢第１投票区 若柳地区 

若柳第 10区、若柳第 11区、若柳第

12区、若柳第 13区、若柳第 14区、

若柳第 15区、若柳第 16区、若柳第

17区、若柳第 18区及び若柳第 19区

の区域 

胆沢愛宕地区センター 
胆沢第２投票区 

（※） 
若柳地区 

若柳第３区、若柳第４区、若柳第５

区、若柳第６区、若柳第７区、若柳

第８区及び若柳第９区の区域 

※ 胆沢第３投票区から胆沢第 13投票区までは数字が一つ繰り上がります。 



水-1 水沢第１

寺小路、春日町、三本木、

大町
503

東町、中央通り、駅通り、

⻘葉町
311

水-3 水沢第３

水-2 水沢第２ 水-2 水沢体育館 1,993

柳町、立町、川口町、不断

町東、不断町⻄、⻄常盤
2,594 水-4 水沢武道館 2,594

勝手町 853

水-6 水沢第６

水-7 水沢第７

水-8 水沢第８

福吉町、大橋 770

桜屋敷南、桜屋敷、桜屋敷

東
1,615

水-10 水沢第10

水-11 水沢第11 水-8 花園集会所 2,896

水-12 水沢第12

水-13 水沢第13

水-14 水沢第14 水-10 瀬台野交流館 1,954

水-15 佐倉河第１

水-16 佐倉河第３

水-17 佐倉河第２ 水-12 生活環境伝承センター 881

水-18 真城第１

水-19 真城第２

水-20 真城第３

水-21 姉体第１

水-22 姉体第２

水-23 羽田第１

水-24 羽田第２

北鵜ノ木、鵜ノ木 137

⿊⽯町字内堀 22

水-26 ⿊⽯第１

水-27 ⿊⽯第２

水-28 ⿊⽯第３

水-29 ⿊⽯第４

47,318

3,447

正法寺会館

高清水会館

二渡会館

鶴城集会所

3,229水-6 ふくわら担い手センター

水-7 奥州市水沢南地区センター 4,789

水沢地域計 29箇所

814

733

1,993

1,062

331

2,365

水沢第４水-4

⿊田助会館

奥州市羽田地区センター

上姉体会館

奥州市姉体地区センター

奥州市真城地区センター

奥州市佐倉河地区センター

瀬台野交流館

奥州市常盤地区センター

旧奥州市立東水沢中学校体育館

花園集会所

舘会館

生活環境伝承センター

折居町会館

真城が丘集会所

水沢第９水-9 大橋集会所

水沢第５水-5 水沢武道館

2,896

3,174

2,459

水-15 奥州市羽田地区センター 2,833

73

1,853

313

水-14 奥州市姉体地区センター

289

2,399

1,043

1,594

343

2,274

881

814

2,825

3,439奥州市水沢地区センター水-5

2,385

159鵜ノ木会館羽田第３水-25

880奥州市⿊⽯地区センター水-16

1,954

3,012

3,442

水-13 奥州市真城地区センター 4,211

水-11 奥州市佐倉河地区センター 3,639

水-9 奥州市常盤地区センター 4,986
1,974

（別紙）

投票区再編一覧表

水沢地域計 16箇所47,318

183

現行

№ 投票区

再編案

有権者数

(R2,6定時)

奥州市水沢南地区センター

ふくわら担い手センター

旧奥州市立水沢⻄幼稚園

北下幅会館

水沢体育館

奥州市役所

奥州市総合福祉センター

水-3 奥州市総合福祉センター 1,373

№ 投票所
有権者数

(R2,6定時)

水沢こども園

投票所

4,179奥州市役所水-1

3,676
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現行

№ 投票区

再編案

有権者数

(R2,6定時)
№ 投票所

有権者数

(R2,6定時)
投票所

江-1 岩谷堂第１

江-2 岩谷堂第２

江-3 岩谷堂第４

岩谷堂第11区 642

岩谷堂第14区、岩谷堂第15

区
1,110

江-4 岩谷堂第３

江-6 愛宕第１

江-7 愛宕第２

江-8 愛宕第３

江-9 田原第１

江-10 田原第２

江-11 田原第３

江-12 田原第４

江-13 藤里第１

江-14 藤里第２

江-15 伊手第１

江-16 伊手第２

江-17 伊手第３

江-18 米里第１

江-19 米里第２

江-20 米里第３

江-21 玉里第１

江-22 玉里第２

江-23 玉里第３

江-24 梁川第１

江-25 梁川第２

江-26 梁川第３

江-27 広瀬第１

江-28 広瀬第２

江-29 稲瀬第１

江-30 稲瀬第２

24,098

前-1 前沢第１

前-2 前沢第４

前-3 前沢第２

前-4 前沢第３ 前-2 前沢勤労者研修センター 1,569

前-5 前沢第５ 前-3 奥州市古城地区センター 1,935

前-6 前沢第６ 前-4 奥州市白山地区センター 1,193

前-7 前沢第７

前-8 前沢第８

11,211前沢地域計 8箇所

中郡部落館

木細工自治会館

奥州市米里地区センター

伊手八区自治会館

上三照会館

奥州市稲瀬地区センター

日向会館

奥州市広瀬地区センター

東沢目集落センター

角川原集落センター

奥州市梁川地区センター

奥州市生⺟地区センター⾚生津分館

奥州市生⺟地区センター⺟体分館

奥州市白山地区センター

奥州市古城地区センター

前沢勤労者研修センター

奥州市役所前沢総合支所

奥州市前沢地区センター上野原分館

奥州市前沢地区センター白鳥分館

江刺地域計 30箇所

江刺総合コミュニティセンター岩谷堂第５江-5 1,752

11,211

824

846

1,193

1,935

536

605

317

359

上伊手生活改善センター

奥州市伊手地区センター

増沢ふれあいセンター

奥州市役所江刺総合支所

次丸会館

奥州市玉里地区センター

奥州市立岩谷堂幼稚園

奥州市藤里地区センター

田原保育所

原体地区農産物処理加工施設

奥州市田原地区センター

大平生活改善センター

二子町農業構造改善センター

川⻄営農センター

奥州市江刺愛宕地区センター

餅田会館

竹原田集落センター

一区自治会館

6,598奥州市役所江刺総合支所

534

727

591

1,569

3,270

596

978

911

654

348

24,098

417

1,735

427

578

209

367

685

175

207

157

691

787

321

433

前沢地域計 5箇所

前-5 奥州市生⺟地区センター 1,670

江刺地域計 11箇所

前-1 奥州市役所前沢総合支所 4,844

江-11 奥州市稲瀬地区センター 2,152

江-10 奥州市広瀬地区センター 1,005

江-9 奥州市梁川地区センター 1,267

江-8 奥州市玉里地区センター 1,396

江-7 奥州市米里地区センター 1,151

江-6 奥州市伊手地区センター 1,408

江-5 奥州市藤里地区センター 1,259

江-4 奥州市田原地区センター 1,815

江-3 奥州市江刺愛宕地区センター 4,028

江-2 江刺総合コミュニティセンター 2,019

3,532

1,844

2,710

909

580
江-1
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現行

№ 投票区

再編案

有権者数

(R2,6定時)
№ 投票所

有権者数

(R2,6定時)
投票所

胆-1 胆沢第１ 胆-1 奥州市若柳地区センター 2,003

胆-2 胆沢第２ 胆-2 奥州市胆沢愛宕地区センター 1,304

胆-3 胆沢第３

胆-4 胆沢第５

胆-5 胆沢第６

胆-6 胆沢第８

胆-7 胆沢第４ 胆-4 二の台公⺠館 683

胆-8 胆沢第７ 胆-5 胆沢笹森児童館 1,144

胆-9 胆沢第９

胆-10 胆沢第10

胆-11 胆沢第11

胆-12 胆沢第12

13,024

衣-1 衣川第１ 衣-1 奥州市北股地区センター 417

衣-2 衣川第２

衣-3 衣川第３

衣-4 衣川第４ 衣-3 奥州市南股地区センター 425

衣-5 衣川第５ 衣-4 奥州市衣里地区センター 1,206

3,442

99,093

胆沢地域計 12箇所

全地域合計 84箇所

衣川地域計 5箇所

奥州市衣里地区センター

奥州市南股地区センター

奥州市役所衣川総合支所

自然体験ハウス

奥州市北股地区センター

東田ふれあいセンター

第九部落公⺠館

南都田第二区自治会館

奥州市南都田地区センター

胆沢笹森児童館

二の台公⺠館

くらしの館

柴山公⺠館

奥州市小山地区センター

⻄堀切振興会館

奥州市胆沢愛宕地区センター

奥州市若柳地区センター

1,304

2,003

481

786

1,277

99,093

3,442

1,206

425

1,337

57

417

1,437

1,054

13,024

1,090

1,144

683

781

984

衣川地域計 4箇所

全地域合計 42箇所

胆沢地域計 6箇所

衣-2 奥州市役所衣川総合支所 1,394

胆-6 奥州市南都田地区センター 3,634

胆-3 奥州市小山地区センター 4,256
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№ 対象投票区 投票所 再編後の投票所
有権者数
(R2,6定時)

当日投票率
上:R元知事
下:H30市長

75歳以上
投票者
(H30市長選)

標高差
(新-旧)

直線距離
（km）

36.9%

46.7%

48.7%

54.4%

37.2%

44.0%

16.4%

20.0%

52.9%

56.9%

39.9%

45.5%

29.6%

40.0%

28.3%

40.3%

37.3%

47.1%

36.4%

49.7%

41.3%

39.6%

30.2%

35.4%

39.5%

43.6%

34.6%

43.5%

43.3%

47.6%

31.2%

32.9%

30.8%

34.0%

41.9%

52.6%

35.3%

41.1%

27.1%

46.0%

64.9%

67.8%

※当日投票率 Ｒ元知事 34.6%

Ｈ30市長 40.0%

臨時期日前投票所設置個所数計

《参考資料》
臨時期日前投票所設置対象投票所（高齢者や当日投票の投票率が高く、新たな投票所までの標高差や直線距離が概ね２ｋｍ
以上となる投票所）

21箇所

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

21

20

19

13

12

11

衣川第２

胆沢第３

稲瀬第２

梁川第３

梁川第２

玉里第３

玉里第１

米里第２

伊手第２

田原第３

田原第１

18

17

16

15

14

羽田第３

羽田第２

姉体第２

真城第２

真城第１

愛宕第３

愛宕第２

岩谷堂第２

黒石第４

黒石第２

鵜ノ木会館

黒田助会館

上姉体会館

折居町会館

真城が丘集会所

二子農業構造改善センター

川西営農センター

増沢ふれあいセンター

正法寺会館

二渡会館

大平生活改善センター

衣川総合支所

小山地区センター

稲瀬地区センター

梁川地区センター

梁川地区センター

玉里地区センター

玉里地区センター

米里地区センター

伊手地区センター

田原地区センター

田原地区センター

次丸会館

一区自治会館

木細工自治会館

上伊手生活改善センター

原体地区農産物処理加工施設

自然体験ハウス

西堀切振興会館

上三照会館

東沢目集落センター

角川原集落センター

羽田地区センター

羽田地区センター

姉体地区センター

真城地区センター

真城地区センター

江刺愛宕地区センター

江刺愛宕地区センター

江刺総合支所

黒石地区センター

黒石地区センター

580

73

536

175

157

433

317

57

1,054

417

209

367

2,274

12

184

77

52

68

113

36

38

103

64

90

133

91

83

7

313

159

331

2,399

343

534

727

591

△ 32.3

△ 4.1

△ 7.5

313

△ 109.0

△ 19.2

△ 4.8

△ 30.6

36.5

1.0

△ 50.1

△ 134.2

△ 26.9

51.6

△ 35.9

6.6

0.4

△ 10.3

△ 121.2

51

29

44

225

65

0.50

2.60

2.40

3.50

2.40

2.40

△ 27.4

4.70

2.30

3.10

2.25

2.45

2.40

2.90

5.40

2.10

2.55

4.75

2.70

2.05

2.20

3.95

34.5

△ 0.6

8



平成29年度 令和元年度 令和元年度 令和３年度 令和３年度

市長選挙 参議院選挙（選挙区） 岩手県知事選挙 衆議院選挙 市長選挙

平成30年3月4日 令和元年７月21日 令和元年９月８日 未定(10月任期満了)

84 箇所 84 箇所 84 箇所 83 箇所 42 箇所

6 箇所 6 箇所 6 箇所 6 + α 箇所 6 + α 箇所

0 箇所 0 箇所 0 箇所 0 箇所 21 箇所

全体投票率 64.25% 58.05% 60.64% 　　　　％ 　　　　％

当日投票 39.99% 33.11% 34.62% 　　　　％ 　　　　％

期日前投票 23.76% 24.45% 25.60% 　　　　％ 　　　　％

不在者投票 0.50% 0.48% 0.42% 　　　　％ 　　　　％

在外投票 15.49% 　　　　％ 　　　　％

臨時期日前投票 　　　　％ 　　　　％

10代 48.53% 36.74% 44.06% 　　　　％ 　　　　％

20代 36.47% 36.06% 35.21% 　　　　％ 　　　　％

30代 49.28% 45.78% 45.45% 　　　　％ 　　　　％

40代 60.27% 54.21% 55.53% 　　　　％ 　　　　％

50代 72.32% 67.33% 68.88% 　　　　％ 　　　　％

60代 80.35% 73.35% 76.19% 　　　　％ 　　　　％

70代 81.45% 73.27% 77.84% 　　　　％ 　　　　％

80代以上 54.10% 44.74% 49.68% 　　　　％ 　　　　％

33.33% 34.52% 34.52% 　　　　％ 　　　　％

51.19% 51.19% 51.19% 　　　　％ 　　　　％

72.62% 73.81% 73.81% 　　　　％ 　　　　％

支  援  策 　　  　人 　　　  人

※１　全体平均よりも低い年代

※２　水沢こども園（保育事業に使用するため投票所としての利用ができなくなったもの）

※３　投票場所変更による改善（土足可能：田原第３（原体自治会館→原体地区農畜産物処理加工施設、スロープ：田原第４（石谷会館→田原保育所））

年
代
別

投  票  所

投  票  率9

タクシー等利用者

バリアフリー

土足可能率

車椅子配置率

スロープ設置率

当日投票所

年  度

【令和３年３月 投票区再編計画策定時】

区  分

投票率・投票環境等の状況

選挙名

執行日

期日前投票所

臨時期日前投票所

※１

※１

※１

※１

※２

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※１

※３

※３
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投票所の見直しに関する説明会 地区個別資料 

（開催期間：令和３年１月 12日 から ２月２日まで） 

水沢                 江刺 

説明会場（対象地区等） 開催月日 資料ページ  説明会場（対象地区等） 開催月日 資料ページ 

奥州市役所（水沢こども園分） １月 13日 ２、３  田原地区センター １月 12日 20、21 

舘会館 １月 19日 ４、５  梁川地区センター １月 13日 22、23 

水沢地区センター １月 20日 ６、７  玉里地区センター １月 18日 24、25 

水沢南地区センター １月 20日 ８、９  江刺総合支所（岩谷堂分） １月 18日 26、27 

真城地区センター １月 21日 10、11  江刺愛宕地区センター １月 19日 28、29 

黒石地区センター １月 21日 12、13  上三照会館 １月 27日 30、31 

原中第三町内会館 １月 22日 14、15  伊手地区センター １月 28日 32、33 

羽田地区センター １月 22日 16、17  米里地区センター １月 29日 34、35 

上姉体会館 １月 25日 18、19  藤里地区センター ２月１日 36、37 

    広瀬地区センター ２月２日 38、39 

 

前沢                 胆沢 

説明会場（対象地区等） 開催月日 資料ページ  説明会場（対象地区等） 開催月日 資料ページ 

前沢地区センター上野原分館 １月 13日 40、41  小山地区センター １月 14日 46、47 

生母地区センター １月 15日 42、43  南都田地区センター １月 26日 48、49 

前沢地区センター白鳥分館 １月 15日 44、45     

 

衣川                 

説明会場（対象地区等） 開催月日 資料ページ 

自然体験ハウス １月 12日 50、51 
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 939 653 332 319 69.54% 35.36% 33.97%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 831 556 378 172 66.91% 45.49% 20.70%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -108 -97 46 -147 -2.63% 10.13% -13.27%

水沢第４

選挙名

有権者数投票率

水沢第４

水沢こども園
市全体

投票者数 投票率有権者数 投票者数

69.54% 66.91%

35.36%

45.49%

33.97%

20.70%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区
投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体
投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月13日 奥州市役所（�沢こども園分）） - ２ -



水沢地域の投票所の状況（水沢、佐倉河地区） 水沢 14→10、佐倉河３→２ 

 

 

  

佐倉河第１投票所 
（佐倉河地区センター） 

佐倉河第３投票所 
（舘会館） 

佐倉河第２投票所 
（生活環境伝承センター） 

水沢第５投票所 
（水沢武道館） 

水沢第３投票所 
（奥州市総合福祉センター） 

（水沢地区センター） 
水沢第６投票所 
（北下幅会館） 

水沢第７投票所 
（旧水沢西幼稚園） 水沢第４投票所 

（水沢こども園） 

水沢第８投票所 
（ふくわら担い手センター） 

水沢第９投票所 
（大橋集会所） 水沢第 10投票所 

（水沢南地区センター） 

水沢第２投票所 
（水沢体育館） 

勝手町 

寺小路、春日町、三本木、大町 
東町、中央通り、駅通り、青葉町 

水沢第11投票所 
（花園集会所） 

水沢第14投票所 
（瀬台野交流館） 

水沢第 13投票所 
（常盤地区センター） 

水沢第12投票所 
（旧東水沢中学校体育館） 

約 0．９ｋｍ 

約０．６ｋｍ 
福吉町、大橋 

桜屋敷南、桜屋敷、 
桜屋敷東 

水沢第１投票所 
（奥州市役所） 

説明会資料（令和３年１月13日 奥州市役所（�沢こども園分））

- ３ -



○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 3,636 2,303 538 1,751 63.34% 14.80% 48.16%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 3,689 2,128 817 1,290 57.69% 22.15% 34.97%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% 53 -175 279 -461 -5.65% 7.35% -13.19%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 2,777 1,786 422 1,351 64.31% 15.20% 48.65% 859 517 116 400 60.19% 13.50% 46.57%

② R元 参議院 2,857 1,650 636 999 57.75% 22.26% 34.97% 832 478 181 291 57.45% 21.75% 34.98%

②-① 80 -136 214 -352 -6.56% 7.06% -13.68% -27 -39 65 -109 -2.73% 8.25% -11.59%

選挙名

佐倉河第１ 佐倉河第３
佐倉河地区センター 舘会館

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

佐倉河第１、佐倉河第３

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

63.34%
57.69%

14.80%
22.15%

48.16%
34.97%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月19日 舘会館）

- ４ -



水沢地域の投票所の状況（水沢、佐倉河地区） 水沢 14→10、佐倉河３→２ 

 

 

  

佐倉河第１投票所 
（佐倉河地区センター） 

佐倉河第３投票所 
（舘会館） 

佐倉河第２投票所 
（生活環境伝承センター） 

水沢第５投票所 
（水沢武道館） 

水沢第３投票所 
（奥州市総合福祉センター） 

（水沢地区センター） 
水沢第６投票所 
（北下幅会館） 

水沢第７投票所 
（旧水沢西幼稚園） 水沢第４投票所 

（水沢こども園） 

水沢第８投票所 
（ふくわら担い手センター） 

水沢第９投票所 
（大橋集会所） 水沢第 10投票所 

（水沢南地区センター） 

水沢第２投票所 
（水沢体育館） 

勝手町 

寺小路、春日町、三本木、大町 
東町、中央通り、駅通り、青葉町 

水沢第11投票所 
（花園集会所） 

水沢第14投票所 
（瀬台野交流館） 

水沢第 13投票所 
（常盤地区センター） 

水沢第12投票所 
（旧東水沢中学校体育館） 

約 0．９ｋｍ 

約０．６ｋｍ 
福吉町、大橋 

桜屋敷南、桜屋敷、 
桜屋敷東 

水沢第１投票所 
（奥州市役所） 

説明会資料（令和３年１月19日 舘会館）

- ５ -



○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 2,642 1,583 446 1,126 59.92% 16.88% 42.62%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 2,625 1,395 638 743 53.14% 24.30% 28.30%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -17 -188 192 -383 -6.77% 7.42% -14.31%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 787 517 137 376 65.69% 17.41% 47.78% 1,855 1,066 309 750 57.47% 16.66% 40.43%

② R元 参議院 740 428 188 238 57.84% 25.41% 32.16% 1,885 967 450 505 51.30% 23.87% 26.79%

②-① -47 -89 51 -138 -7.85% 8.00% -15.61% 30 -99 141 -245 -6.17% 7.21% -13.64%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 3,261 1,977 517 1,432 60.63% 15.85% 43.91%

② R元 参議院 3,445 1,952 848 1,090 56.66% 24.62% 31.64%

②-① 184 -25 331 -342 -3.96% 8.76% -12.27%

　←地区合計外

　勝手町はこの投票所に含まれています。
選挙名

水沢第５
水沢武道館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数 投票率

投票率

選挙名

水沢第６ 水沢第７
北下幅会館 旧水沢西幼稚園

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

水沢第６、水沢第７

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

59.92%
53.14%

16.88%
24.30%

42.62%

28.30%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月20日 水沢地区センター）
- ６ -



水沢地域の投票所の状況（水沢、佐倉河地区） 水沢 14→10、佐倉河３→２ 

 

 

  

佐倉河第１投票所 
（佐倉河地区センター） 

佐倉河第３投票所 
（舘会館） 

佐倉河第２投票所 
（生活環境伝承センター） 

水沢第５投票所 
（水沢武道館） 

水沢第３投票所 
（奥州市総合福祉センター） 

（水沢地区センター） 
水沢第６投票所 
（北下幅会館） 

水沢第７投票所 
（旧水沢西幼稚園） 水沢第４投票所 

（水沢こども園） 

水沢第８投票所 
（ふくわら担い手センター） 

水沢第９投票所 
（大橋集会所） 水沢第 10投票所 

（水沢南地区センター） 

水沢第２投票所 
（水沢体育館） 

勝手町 

寺小路、春日町、三本木、大町 
東町、中央通り、駅通り、青葉町 

水沢第11投票所 
（花園集会所） 

水沢第14投票所 
（瀬台野交流館） 

水沢第 13投票所 
（常盤地区センター） 

水沢第12投票所 
（旧東水沢中学校体育館） 

約 0．９ｋｍ 

約０．６ｋｍ 
福吉町、大橋 

桜屋敷南、桜屋敷、 
桜屋敷東 

水沢第１投票所 
（奥州市役所） 

説明会資料（令和３年１月20日 水沢地区センター）

- ７ -



○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 2,246 1,338 456 872 59.57% 20.30% 38.82%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 2,363 1,337 677 651 56.58% 28.65% 27.55%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% 117 -1 221 -221 -2.99% 8.35% -11.27%

水沢第９

選挙名

有権者数投票率

水沢第９

大橋集会所
市全体

投票者数 投票率有権者数 投票者数

59.57%
56.58%

20.30%

28.65%

38.82%

27.55%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区
投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体
投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月20日 水沢南地区センター） - ８ -



水沢地域の投票所の状況（水沢、佐倉河地区） 水沢 14→10、佐倉河３→２ 

 

 

  

佐倉河第１投票所 
（佐倉河地区センター） 

佐倉河第３投票所 
（舘会館） 

佐倉河第２投票所 
（生活環境伝承センター） 

水沢第５投票所 
（水沢武道館） 

水沢第３投票所 
（奥州市総合福祉センター） 

（水沢地区センター） 
水沢第６投票所 
（北下幅会館） 

水沢第７投票所 
（旧水沢西幼稚園） 水沢第４投票所 

（水沢こども園） 

水沢第８投票所 
（ふくわら担い手センター） 

水沢第９投票所 
（大橋集会所） 水沢第 10投票所 

（水沢南地区センター） 

水沢第２投票所 
（水沢体育館） 

勝手町 

寺小路、春日町、三本木、大町 
東町、中央通り、駅通り、青葉町 

水沢第11投票所 
（花園集会所） 

水沢第14投票所 
（瀬台野交流館） 

水沢第 13投票所 
（常盤地区センター） 

水沢第12投票所 
（旧東水沢中学校体育館） 

約 0．９ｋｍ 

約０．６ｋｍ 
福吉町、大橋 

桜屋敷南、桜屋敷、 
桜屋敷東 

水沢第１投票所 
（奥州市役所） 

説明会資料（令和３年１月20日 水沢南地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 4,840 3,130 670 2,425 64.67% 13.84% 50.10%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 4,256 2,550 839 1,700 59.92% 19.71% 39.94%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -584 -580 169 -725 -4.75% 5.87% -10.16%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 2,668 1,776 393 1,365 66.57% 14.73% 51.16% 429 319 47 267 74.36% 10.96% 62.24%

② R元 参議院 2,265 1,354 465 881 59.78% 20.53% 38.90% 352 245 79 166 69.60% 22.44% 47.16%

②-① -403 -422 72 -484 -6.79% 5.80% -12.27% -77 -74 32 -101 -4.76% 11.49% -15.08%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,743 1,035 230 793 59.38% 13.20% 45.50%

② R元 参議院 1,639 951 295 653 58.02% 18.00% 39.84%

②-① -104 -84 65 -140 -1.36% 4.80% -5.65%

選挙名

真城第３
真城地区センター

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数 投票率

投票率

選挙名

真城第１ 真城第２
真城が丘集会所 折居町会館

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

真城第１、真城第２、真城第３

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

64.67%
59.92%

13.84% 19.71%

50.10%
39.94%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月21日 真城地区センター） - 10 -



水沢地域の投票所の状況（真城、姉体地区） 真城３→１+臨時期日前１、姉体２→１+臨時期日前１ 

 

 

  

姉体第１投票所 
（姉体地区センター） 

姉体第２投票所 
（上姉体会館） 

真城第２投票所 
（折居町会館） 

真城第１投票所 
（真城が丘集会所） 

真城第３投票所 
（真城地区センター） 

約０．５ｋｍ 

説明会資料（令和３年１月21日 真城地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,091 723 151 563 66.27% 13.84% 51.60%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 883 524 198 324 59.34% 22.42% 36.69%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -208 -199 47 -239 -6.93% 8.58% -14.91%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 377 243 50 192 64.46% 13.26% 50.93% 388 263 55 204 67.78% 14.18% 52.58%

② R元 参議院 297 173 63 110 58.25% 21.21% 37.04% 317 193 67 126 60.88% 21.14% 39.75%

②-① -80 -70 13 -82 -6.21% 7.95% -13.89% -71 -70 12 -78 -6.90% 6.96% -12.83%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 226 148 33 111 65.49% 14.60% 49.12% 100 69 13 56 69.00% 13.00% 56.00%

② R元 参議院 188 102 36 65 54.26% 19.15% 34.57% 81 56 32 23 69.14% 39.51% 28.40%

②-① -38 -46 3 -46 -11.23% 4.55% -14.54% -19 -13 19 -33 0.14% 26.51% -27.60%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 173 126 18 107 72.83% 10.40% 61.85%

② R元 参議院 156 110 30 79 70.51% 19.23% 50.64%

②-① -17 -16 12 -28 -2.32% 8.83% -11.21%

＜参考＞
←黒石町内堀はここ
に含まれています。
　上記、地区合計対
象外

投票率

投票率

選挙名

羽田第３
鵜ノ木会館

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

投票率

選挙名

黒石第３ 黒石第４
高清水会館 正法寺会館

有権者数 投票者数

投票者数 投票率 有権者数 投票者数

投票者数 投票率

選挙名

黒石第１ 黒石第２
鶴城集会所 二渡会館

有権者数

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率 有権者数

黒石第１、黒石第２、黒石第３、黒石第４

66.27%
59.34%

13.84%

22.42%

51.60%

36.69%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月21日 ��地区センター） - 12 -



 

 

   水沢地域の投票所の状況（羽田、黒石地区） 羽田３→１+臨時期日前２、黒石４→１+臨時期日前２ 
 

 

 

 

 

  

羽田第１投票所 
（羽田地区センター） 

（黒石地区センター） 

羽田第２投票所 
（黒田助会館） 

黒石第３投票所 
（高清水会館） 

黒石第４投票所 
（正法寺会館） 

黒石第２投票所 
（二渡会館） 
黒石第１投票所 
（鶴城集会所） 

羽田第３投票所 
（鵜ノ木会館） 

北鵜木、鵜木 
（黒石町）内掘 

説明会資料（令和３年１月21日 ��地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 5,110 3,225 769 2,417 63.11% 15.05% 47.30%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 5,072 2,799 1,062 1,714 55.19% 20.94% 33.79%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -38 -426 293 -703 -7.93% 5.89% -13.51%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 2,165 1,426 312 1,096 65.87% 14.41% 50.62% 2,945 1,799 457 1,321 61.09% 15.52% 44.86%

② R元 参議院 2,025 1,153 433 707 56.94% 21.38% 34.91% 3,047 1,646 629 1,007 54.02% 20.64% 33.05%

②-① -140 -273 121 -389 -8.93% 6.97% -15.71% 102 -153 172 -314 -7.07% 5.13% -11.81%

選挙名

水沢第１２ 水沢第１３
旧東水沢中学校体育館 常盤地区センター

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

水沢第１２、水沢第１３

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

63.11%
55.19%

15.05%

20.94%

47.30%
33.79%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月22日 原中第三町内会館）
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水沢地域の投票所の状況（水沢、佐倉河地区） 水沢 14→10、佐倉河３→２ 

 

 

  

佐倉河第１投票所 
（佐倉河地区センター） 

佐倉河第３投票所 
（舘会館） 

佐倉河第２投票所 
（生活環境伝承センター） 

水沢第５投票所 
（水沢武道館） 

水沢第３投票所 
（奥州市総合福祉センター） 

（水沢地区センター） 
水沢第６投票所 
（北下幅会館） 

水沢第７投票所 
（旧水沢西幼稚園） 水沢第４投票所 

（水沢こども園） 

水沢第８投票所 
（ふくわら担い手センター） 

水沢第９投票所 
（大橋集会所） 水沢第 10投票所 

（水沢南地区センター） 

水沢第２投票所 
（水沢体育館） 

勝手町 

寺小路、春日町、三本木、大町 
東町、中央通り、駅通り、青葉町 

水沢第11投票所 
（花園集会所） 

水沢第14投票所 
（瀬台野交流館） 

水沢第 13投票所 
（常盤地区センター） 

水沢第12投票所 
（旧東水沢中学校体育館） 

約 0．９ｋｍ 

約０．６ｋｍ 
福吉町、大橋 

桜屋敷南、桜屋敷、 
桜屋敷東 

水沢第１投票所 
（奥州市役所） 

説明会資料（令和３年１月22日 原中第三町内会館）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 3,160 2,038 393 1,585 64.49% 12.44% 50.16%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 2,853 1,667 579 1,051 58.43% 20.29% 36.84%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -307 -371 186 -534 -6.06% 7.86% -13.32%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 2,560 1,661 324 1,326 64.88% 12.66% 51.80% 427 251 51 152 58.78% 11.94% 35.60%

② R元 参議院 2,366 1,408 480 917 59.51% 20.29% 38.76% 331 149 69 55 45.02% 20.85% 16.62%

②-① -194 -253 156 -409 -5.37% 7.63% -13.04% -96 -102 18 -97 -13.77% 8.90% -18.98%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 173 126 18 107 72.83% 10.40% 61.85%

② R元 参議院 156 110 30 79 70.51% 19.23% 50.64%

②-① -17 -16 12 -28 -2.32% 8.83% -11.21%

　← 黒石町内掘 含む

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

羽田第１、羽田第２、羽田第３

投票率

投票率

選挙名

羽田第１ 羽田第２
羽田地区センター 黒田助会館

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

選挙名

羽田第３
鵜ノ木会館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数

64.49%
58.43%

12.44%

20.29%

50.16%

36.84%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月22日 羽田地区センター） - 16 -



 

 

   水沢地域の投票所の状況（羽田、黒石地区） 羽田３→１+臨時期日前２、黒石４→１+臨時期日前２ 
 

 

 

 

 

  

羽田第１投票所 
（羽田地区センター） 

（黒石地区センター） 

羽田第２投票所 
（黒田助会館） 

黒石第３投票所 
（高清水会館） 

黒石第４投票所 
（正法寺会館） 

黒石第２投票所 
（二渡会館） 
黒石第１投票所 
（鶴城集会所） 

羽田第３投票所 
（鵜ノ木会館） 

北鵜木、鵜木 
（黒石町）内掘 

説明会資料（令和３年１月22日 羽田地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 3,146 1,993 355 1,613 63.35% 11.28% 51.27%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 3,396 1,981 619 1,335 58.33% 18.23% 39.31%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% 250 -12 264 -278 -5.02% 6.94% -11.96%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,188 813 165 644 68.43% 13.89% 54.21% 1,958 1,180 190 969 60.27% 9.70% 49.49%

② R元 参議院 1,055 684 185 493 64.83% 17.54% 46.73% 2,341 1,297 434 842 55.40% 18.54% 35.97%

②-① -133 -129 20 -151 -3.60% 3.65% -7.48% 383 117 244 -127 -4.86% 8.84% -13.52%

選挙名

姉体第１ 姉体第２
姉体地区センター 上姉体会館

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

姉体第１、姉体第２

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

63.35%
58.33%

11.28%

18.23%

51.27%

39.31%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月25日 上姉体会館） - 18 -



水沢地域の投票所の状況（真城、姉体地区） 真城３→１+臨時期日前１、姉体２→１+臨時期日前１ 

 

 

  

姉体第１投票所 
（姉体地区センター） 

姉体第２投票所 
（上姉体会館） 

真城第２投票所 
（折居町会館） 

真城第１投票所 
（真城が丘集会所） 

真城第３投票所 
（真城地区センター） 

約０．５ｋｍ 

説明会資料（令和３年１月25日 上姉体会館）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 2,148 1,444 490 948 67.23% 22.81% 44.13%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,858 1,126 543 577 60.60% 29.22% 31.05%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -290 -318 53 -371 -6.62% 6.41% -13.08%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 669 423 114 306 63.23% 17.04% 45.74% 444 334 114 218 75.23% 25.68% 49.10%

② R元 参議院 551 310 99 209 56.26% 17.97% 37.93% 370 243 97 145 65.68% 26.22% 39.19%

②-① -118 -113 -15 -97 -6.97% 0.93% -7.81% -74 -91 -17 -73 -9.55% 0.54% -9.91%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 364 250 97 153 68.68% 26.65% 42.03% 671 437 165 271 65.13% 24.59% 40.39%

② R元 参議院 324 209 130 78 64.51% 40.12% 24.07% 613 364 217 145 59.38% 35.40% 23.65%

②-① -40 -41 33 -75 -4.18% 13.48% -17.96% -58 -73 52 -126 -5.75% 10.81% -16.73%

田原第１、田原第２、田原第３、田原第４

投票率

有権者数 投票率

有権者数 投票者数 投票率

地区合計

選挙名

田原第４
田原保育所

有権者数 投票者数投票率 有権者数投票者数

田原第３
原体地区農産物処理加工施設

選挙名

田原第２
田原地区センター

有権者数 投票率投票者数 投票者数

田原第１
大平生活改善センター

選挙名

市全体

有権者数 投票者数 投票率

67.23%
60.60%

22.81%
29.22%

44.13%

31.05%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月12日 田原地区センター） - 20 -



江刺地域の投票所の状況（田原地区） 田原４→１+臨時期日前３ 

  

田原第２投票所 
（田原地区センター） 

田原第１投票所 
（大平生活改善センター） 

田原第３投票所 
（原体地区農産物処理加工施設） 

田原第４投票所 
（田原保育所） 

説明会資料（令和３年１月12日 田原地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,559 983 252 721 63.05% 16.16% 46.25%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,290 747 324 416 57.91% 25.12% 32.25%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -269 -236 72 -305 -5.15% 8.95% -14.00%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 859 500 119 377 58.21% 13.85% 43.89% 435 280 80 197 64.37% 18.39% 45.29%

② R元 参議院 706 382 151 228 54.11% 21.39% 32.29% 372 217 116 101 58.33% 31.18% 27.15%

②-① -153 -118 32 -149 -4.10% 7.53% -11.59% -63 -63 36 -96 -6.03% 12.79% -18.14%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 265 203 53 147 76.60% 20.00% 55.47%

② R元 参議院 212 148 57 87 69.81% 26.89% 41.04%

②-① -53 -55 4 -60 -6.79% 6.89% -14.43%

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

梁川第１、梁川第２、梁川第３

投票率

投票率

選挙名

梁川第１ 梁川第２
梁川地区センター 角川原集落センター

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

選挙名

梁川第３
東沢目集落センター

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数

63.05%
57.91%

16.16%
25.12%

46.25%

32.25%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月19日 梁川地区センター） - 22 -



江刺地域の投票所の状況（玉里、梁川、広瀬地区） 玉里３→１+臨時期日前２、広瀬２→１ 

梁川３→１+臨時期日前２ 

 

 

 

 

 

 

 

  

梁川第１投票所 
（梁川地区センター） 

梁川第３投票所 
（東沢目集落センター） 

約２．２５ｋｍ 

梁川第２投票所 
（角川原集落センター） 

約２．４５ｋｍ 
広瀬第１投票所 

（広瀬地区センター） 
広瀬第２投票所 
（日向会館） 
玉里第２投票所 

（玉里地区センター） 
玉里第１投票所 
（一区自治会館） 玉里第３投票所 

（次丸会館） 

説明会資料（令和３年１月19日 梁川地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,676 1,150 365 762 68.62% 21.78% 45.47%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,412 912 411 484 64.59% 29.11% 34.28%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -264 -238 46 -278 -4.03% 7.33% -11.19%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 223 166 40 125 74.44% 17.94% 56.05% 815 547 144 384 67.12% 17.67% 47.12%

② R元 参議院 180 124 47 77 68.89% 26.11% 42.78% 683 435 173 247 63.69% 25.33% 36.16%

②-① -43 -42 7 -48 -5.55% 8.17% -13.28% -132 -112 29 -137 -3.43% 7.66% -10.95%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 638 437 181 253 68.50% 28.37% 39.66%

② R元 参議院 549 353 191 160 64.30% 34.79% 29.14%

②-① -89 -84 10 -93 -4.20% 6.42% -10.51%

選挙名

玉里第３
次丸会館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数 投票率

投票率

選挙名

玉里第１ 玉里第２
一区自治会館 玉里地区センター

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

玉里第１、玉里第２、玉里第３

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

68.62%
64.59%

21.78%
29.11%

45.47%
34.28%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月18日 玉里地区センター） - 24 -



江刺地域の投票所の状況（玉里、梁川、広瀬地区） 玉里３→１+臨時期日前２、広瀬２→１ 

梁川３→１+臨時期日前２ 

 

 

 

 

 

 

 

  

梁川第１投票所 
（梁川地区センター） 

梁川第３投票所 
（東沢目集落センター） 

約２．２５ｋｍ 

梁川第２投票所 
（角川原集落センター） 

約２．４５ｋｍ 
広瀬第１投票所 

（広瀬地区センター） 
広瀬第２投票所 
（日向会館） 
玉里第２投票所 

（玉里地区センター） 
玉里第１投票所 
（一区自治会館） 玉里第３投票所 

（次丸会館） 

説明会資料（令和３年１月18日 玉里地区センター）

- 25 -



○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 8,515 5,229 1,613 3,542 61.41% 18.94% 41.60%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 8,668 4,976 2,222 2,724 57.41% 25.63% 31.43%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% 153 -253 609 -818 -4.00% 6.69% -10.17%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,898 1,136 352 773 59.85% 18.55% 40.73% 3,467 2,158 655 1,483 62.24% 18.89% 42.77%

② R元 参議院 1,864 1,056 484 562 56.65% 25.97% 30.15% 3,522 2,032 841 1,182 57.69% 23.88% 33.56%

②-① -34 -80 132 -211 -3.20% 7.42% -10.58% 55 -126 186 -301 -4.55% 4.99% -9.21%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 964 596 167 416 61.83% 17.32% 43.15% 665 461 124 335 69.32% 18.65% 50.38%

② R元 参議院 921 534 244 289 57.98% 26.49% 31.38% 594 392 193 197 65.99% 32.49% 33.16%

②-① -43 -62 77 -127 -3.85% 9.17% -11.77% -71 -69 69 -138 -3.33% 13.84% -17.21%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,521 878 315 535 57.73% 20.71% 35.17%

② R元 参議院 1,767 962 460 494 54.44% 26.03% 27.96%

②-① 246 84 145 -41 -3.28% 5.32% -7.22%

　← 岩谷堂第11区はここに含まれています。

投票率

投票率

選挙名

岩谷堂第５
江刺総合コミュニティセンター

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

投票率

選挙名

岩谷堂第３ 岩谷堂第４
餅田会館 増沢ふれあいセンター

有権者数 投票者数

投票者数 投票率 有権者数 投票者数

投票者数 投票率

選挙名

岩谷堂第１ 岩谷堂第２
岩谷堂幼稚園 市役所江刺総合支所

有権者数

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率 有権者数

岩谷堂第１、岩谷堂第２、岩谷堂第３、岩谷堂第４、岩谷堂第５

61.41%
57.41%

18.94%
25.63%

41.60%
31.43%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月18日 江刺総合�所（岩�堂分）） - 26 -



江刺地域の投票所の状況（岩谷堂、稲瀬地区） 岩谷堂５→２+臨時期日前１、稲瀬２→１+臨時期日前１ 

 

  

稲瀬第１投票所 
（稲瀬地区センター） 

稲瀬第２投票所 
（上三照会館） 

岩谷堂第２投票所 
（奥州市役所 
江刺総合支所） 

岩谷堂第４投票所 
（増沢ふれあいセンター） 

岩谷堂第１投票所 
（岩谷堂幼稚園） 

岩谷堂第５投票所 
（江刺総合コミュニテ

ィセンター） 岩谷堂第３投票所 
（餅田会館） 

岩谷堂第１１区 
岩谷堂第１４区、岩谷堂第１５区 

説明会資料（令和３年１月18日 江刺総合�所（岩�堂分））

- 27 -



○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 4,164 2,722 707 1,971 65.37% 16.98% 47.33%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 4,058 2,380 955 1,416 58.65% 23.53% 34.89%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -106 -342 248 -555 -6.72% 6.55% -12.44%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 2,698 1,718 449 1,238 63.68% 16.64% 45.89% 651 473 116 351 72.66% 17.82% 53.92%

② R元 参議院 2,724 1,557 630 921 57.16% 23.13% 33.81% 603 376 156 219 62.35% 25.87% 36.32%

②-① 26 -161 181 -317 -6.52% 6.49% -12.08% -48 -97 40 -132 -10.30% 8.05% -17.60%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 815 531 142 382 65.15% 17.42% 46.87%

② R元 参議院 731 447 169 276 61.15% 23.12% 37.76%

②-① -84 -84 27 -106 -4.00% 5.70% -9.11%

選挙名

愛宕第３
二子町農業構造改善センター

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数 投票率

投票率

選挙名

愛宕第１ 愛宕第２
江刺愛宕地区センター 川西営農センター

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

愛宕第１、愛宕第２、愛宕第３

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

65.37%
58.65%

16.98% 23.53%

47.33%
34.89%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月19日 江刺愛宕地区センター） - 28 -



江刺地域の投票所の状況（愛宕地区） 愛宕３→１+臨時期日前２ 

 

  

愛宕第１投票所 
（江刺愛宕地区センター） 

愛宕第３投票所 
（二子町農業構造 
改善センター） 

愛宕第2投票所 
（川西営農センター） 

説明会資料（令和３年１月19日 江刺愛宕地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 2,484 1,706 580 1,114 68.68% 23.35% 44.85%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 2,181 1,364 650 709 62.54% 29.80% 32.51%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -303 -342 70 -405 -6.14% 6.45% -12.34%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,994 1,354 468 877 67.90% 23.47% 43.98% 490 352 112 237 71.84% 22.86% 48.37%

② R元 参議院 1,754 1,082 520 557 61.69% 29.65% 31.76% 427 282 130 152 66.04% 30.44% 35.60%

②-① -240 -272 52 -320 -6.22% 6.18% -12.23% -63 -70 18 -85 -5.79% 7.59% -12.77%

選挙名

稲瀬第１ 稲瀬第２
稲瀬地区センター 上三照会館

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

稲瀬第１、稲瀬第２

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

68.68%
62.54%

23.35%
29.80%

44.85%

32.51%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月27日 上三照会館） - 30 -



江刺地域の投票所の状況（岩谷堂、稲瀬地区） 岩谷堂５→２+臨時期日前１、稲瀬２→１+臨時期日前１ 

 

  

稲瀬第１投票所 
（稲瀬地区センター） 

稲瀬第２投票所 
（上三照会館） 

岩谷堂第２投票所 
（奥州市役所 
江刺総合支所） 

岩谷堂第４投票所 
（増沢ふれあいセンター） 

岩谷堂第１投票所 
（岩谷堂幼稚園） 

岩谷堂第５投票所 
（江刺総合コミュニテ

ィセンター） 岩谷堂第３投票所 
（餅田会館） 

岩谷堂第１１区 
岩谷堂第１４区、岩谷堂第１５区 

説明会資料（令和３年１月27日 上三照会館）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,738 1,086 329 732 62.49% 18.93% 42.12%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,448 823 366 446 56.84% 25.28% 30.80%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -290 -263 37 -286 -5.65% 6.35% -11.32%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 765 478 151 307 62.48% 19.74% 40.13% 561 346 116 228 61.68% 20.68% 40.64%

② R元 参議院 681 361 168 187 53.01% 24.67% 27.46% 441 272 121 149 61.68% 27.44% 33.79%

②-① -84 -117 17 -120 -9.47% 4.93% -12.67% -120 -74 5 -79 0.00% 6.76% -6.85%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 412 262 62 197 63.59% 15.05% 47.82%

② R元 参議院 326 190 77 110 58.28% 23.62% 33.74%

②-① -86 -72 15 -87 -5.31% 8.57% -14.07%

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

伊手第１、伊手第２、伊手第３

投票率

投票率

選挙名

伊手第１ 伊手第２
伊手地区センター 上伊手生活改善センター

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

選挙名

伊手第３
伊手八区自治会館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数

62.49%
56.84%

18.93% 25.28%

42.12%
30.80%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月28日 伊手地区センター） - 32 -



江刺地域の投票所の状況（藤里、伊手、米里地区） 藤里２→１、伊手３→１+臨時期日前１、米里３→１+臨時期日前１ 

 

 

 

 

 

  

米里第１投票所 
（米里地区センター） 米里第３投票所 

（中郡部落館） 

米里第２投票所 
（木細工自治会館） 

伊手第１投票所 
（伊手地区センター） 

伊手第２投票所 
（上伊手生活改善センター） 

伊手第３投票所 
（伊手八区自治会館） 

藤里第１投票所 
（藤里地区センター） 

藤里第２投票所 
（竹原田集落センター） 

説明会資料（令和３年１月28日 伊手地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,473 898 257 632 60.96% 17.45% 42.91%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,185 684 282 398 57.72% 23.80% 33.59%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -288 -214 25 -234 -3.24% 6.35% -9.32%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 988 580 138 435 58.70% 13.97% 44.03% 218 150 57 92 68.81% 26.15% 42.20%

② R元 参議院 808 458 174 280 56.68% 21.53% 34.65% 164 105 48 57 64.02% 29.27% 34.76%

②-① -180 -122 36 -155 -2.02% 7.57% -9.37% -54 -45 -9 -35 -4.78% 3.12% -7.45%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 267 168 62 105 62.92% 23.22% 39.33%

② R元 参議院 213 121 60 61 56.81% 28.17% 28.64%

②-① -54 -47 -2 -44 -6.11% 4.95% -10.69%

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

米里第１、米里第２、米里第３

投票率

投票率

選挙名

米里第１ 米里第２
米里地区センター 木細工自治会館

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

選挙名

米里第３
中郡部落館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数

60.96% 57.72%

17.45% 23.80%

42.91%
33.59%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月29日 米里地区センター） - 34 -



江刺地域の投票所の状況（藤里、伊手、米里地区） 藤里２→１、伊手３→１+臨時期日前１、米里３→１+臨時期日前１ 

 

 

 

 

 

  

米里第１投票所 
（米里地区センター） 米里第３投票所 

（中郡部落館） 

米里第２投票所 
（木細工自治会館） 

伊手第１投票所 
（伊手地区センター） 

伊手第２投票所 
（上伊手生活改善センター） 

伊手第３投票所 
（伊手八区自治会館） 

藤里第１投票所 
（藤里地区センター） 

藤里第２投票所 
（竹原田集落センター） 

説明会資料（令和３年１月29日 米里地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,550 944 297 640 60.90% 19.16% 41.29%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,281 739 381 352 57.69% 29.74% 27.48%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -269 -205 84 -288 -3.21% 10.58% -13.81%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,141 698 200 494 61.17% 17.53% 43.30% 409 246 97 146 60.15% 23.72% 35.70%

② R元 参議院 934 529 254 271 56.64% 27.19% 29.01% 347 210 127 81 60.52% 36.60% 23.34%

②-① -207 -169 54 -223 -4.54% 9.67% -14.28% -62 -36 30 -65 0.37% 12.88% -12.35%

藤里第１、藤里第２

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

選挙名

藤里第１ 藤里第２
藤里地区センター 竹原田集落センター

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

60.90% 57.69%

19.16%

29.74%
41.29%

27.48%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年２月１日 藤里地区センター） - 36 -



江刺地域の投票所の状況（藤里、伊手、米里地区） 藤里２→１、伊手３→１+臨時期日前１、米里３→１+臨時期日前１ 

 

 

 

 

 

  

米里第１投票所 
（米里地区センター） 米里第３投票所 

（中郡部落館） 

米里第２投票所 
（木細工自治会館） 

伊手第１投票所 
（伊手地区センター） 

伊手第２投票所 
（上伊手生活改善センター） 

伊手第３投票所 
（伊手八区自治会館） 

藤里第１投票所 
（藤里地区センター） 

藤里第２投票所 
（竹原田集落センター） 

説明会資料（令和３年２月１日 藤里地区センター）

- 37 -



○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,220 778 204 568 63.77% 16.72% 46.56%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,023 588 251 332 57.48% 24.54% 32.45%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -197 -190 47 -236 -6.29% 7.81% -14.10%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 731 454 117 334 62.11% 16.01% 45.69% 489 324 87 234 66.26% 17.79% 47.85%

② R元 参議院 589 332 143 185 56.37% 24.28% 31.41% 434 256 108 147 58.99% 24.88% 33.87%

②-① -142 -122 26 -149 -5.74% 8.27% -14.28% -55 -68 21 -87 -7.27% 7.09% -13.98%

選挙名

広瀬第１ 広瀬第２
広瀬地区センター 日向会館

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

広瀬第１、広瀬第２

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

63.77%
57.48%

16.72%
24.54%

46.56%

32.45%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年２月２日 広瀬地区センター） - 38 -



江刺地域の投票所の状況（玉里、梁川、広瀬地区） 玉里３→１+臨時期日前２、広瀬２→１ 

梁川３→１+臨時期日前２ 

 

 

 

 

 

 

 

  

梁川第１投票所 
（梁川地区センター） 

梁川第３投票所 
（東沢目集落センター） 

約２．２５ｋｍ 

梁川第２投票所 
（角川原集落センター） 

約２．４５ｋｍ 
広瀬第１投票所 

（広瀬地区センター） 
広瀬第２投票所 
（日向会館） 
玉里第２投票所 

（玉里地区センター） 
玉里第１投票所 
（一区自治会館） 玉里第３投票所 

（次丸会館） 

説明会資料（令和３年２月２日 広瀬地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 5,100 3,361 759 2,571 65.90% 14.88% 50.41%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 4,870 2,868 1,077 1,762 58.89% 22.11% 36.18%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -230 -493 318 -809 -7.01% 7.23% -14.23%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,035 679 174 500 65.60% 16.81% 48.31% 3,392 2,259 497 1,740 66.60% 14.65% 51.30%

② R元 参議院 979 582 258 322 59.45% 26.35% 32.89% 3,280 1,938 706 1,208 59.09% 21.52% 36.83%

②-① -56 -97 84 -178 -6.16% 9.54% -15.42% -112 -321 209 -532 -7.51% 6.87% -14.47%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 673 423 88 331 62.85% 13.08% 49.18%

② R元 参議院 611 348 113 232 56.96% 18.49% 37.97%

②-① -62 -75 25 -99 -5.90% 5.42% -11.21%

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

前沢第１、前沢第２、前沢第４

投票率

投票率

選挙名

前沢第１ 前沢第２
前沢地区センター白鳥分館 市役所前沢総合支所

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

選挙名

前沢第４
前沢地区センター上野原分館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数

65.90%
58.89%

14.88%
22.11%

50.41%

36.18%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月13日 前沢地区センター上野原分館） - 40 -



   前沢地域の投票所の状況（全体図） 前沢８→５ 

 

 

 

 

  

前沢第３投票所 
（前沢勤労者研修センター） 

前沢第５投票所 
（古城地区センター） 

前沢第６投票所 
（白山地区センター） 

（生母地区センター） 

前沢第２投票所 
（奥州市役所  前沢総合支所） 

前沢第１投票所 
（前沢地区センター  白鳥分館） 

前沢第４投票所 
（前沢地区センター  上野原分館） 

前沢第７投票所 
（生母地区センター  母体分館） 

前沢第８投票所 
（生母地区センター  赤生津分館） 

説明会資料（令和３年１月13日 前沢地区センター上野原分館）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,997 1,275 238 1,021 63.85% 11.92% 51.13%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,699 988 309 673 58.15% 18.19% 39.61%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -298 -287 71 -348 -5.69% 6.27% -11.52%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,037 652 109 533 62.87% 10.51% 51.40% 960 623 129 488 64.90% 13.44% 50.83%

② R元 参議院 855 504 149 351 58.95% 17.43% 41.05% 844 484 160 322 57.35% 18.96% 38.15%

②-① -182 -148 40 -182 -3.93% 6.92% -10.35% -116 -139 31 -166 -7.55% 5.52% -12.68%

選挙名

前沢第７ 前沢第８
生母地区センター母体分館 生母地区センター赤生津分館

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

前沢第７、前沢第８

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

63.85%
58.15%

11.92%

18.19%

51.13%

39.61%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月15日 生母地区センター）
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   前沢地域の投票所の状況（全体図） 前沢８→５ 

 

 

 

 

  

前沢第３投票所 
（前沢勤労者研修センター） 

前沢第５投票所 
（古城地区センター） 

前沢第６投票所 
（白山地区センター） 

（生母地区センター） 

前沢第２投票所 
（奥州市役所  前沢総合支所） 

前沢第１投票所 
（前沢地区センター  白鳥分館） 

前沢第４投票所 
（前沢地区センター  上野原分館） 

前沢第７投票所 
（生母地区センター  母体分館） 

前沢第８投票所 
（生母地区センター  赤生津分館） 

説明会資料（令和３年１月15日 生母地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 5,100 3,361 759 2,571 65.90% 14.88% 50.41%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 4,870 2,868 1,077 1,762 58.89% 22.11% 36.18%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -230 -493 318 -809 -7.01% 7.23% -14.23%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,035 679 174 500 65.60% 16.81% 48.31% 3,392 2,259 497 1,740 66.60% 14.65% 51.30%

② R元 参議院 979 582 258 322 59.45% 26.35% 32.89% 3,280 1,938 706 1,208 59.09% 21.52% 36.83%

②-① -56 -97 84 -178 -6.16% 9.54% -15.42% -112 -321 209 -532 -7.51% 6.87% -14.47%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 673 423 88 331 62.85% 13.08% 49.18%

② R元 参議院 611 348 113 232 56.96% 18.49% 37.97%

②-① -62 -75 25 -99 -5.90% 5.42% -11.21%

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

前沢第１、前沢第２、前沢第４

投票率

投票率

選挙名

前沢第１ 前沢第２
前沢地区センター白鳥分館 市役所前沢総合支所

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

選挙名

前沢第４
前沢地区センター上野原分館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数

65.90%
58.89%

14.88%
22.11%

50.41%

36.18%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月15日 前沢地区センター��分館） - 44 -



   前沢地域の投票所の状況（全体図） 前沢８→５ 

 

 

 

 

  

前沢第３投票所 
（前沢勤労者研修センター） 

前沢第５投票所 
（古城地区センター） 

前沢第６投票所 
（白山地区センター） 

（生母地区センター） 

前沢第２投票所 
（奥州市役所  前沢総合支所） 

前沢第１投票所 
（前沢地区センター  白鳥分館） 

前沢第４投票所 
（前沢地区センター  上野原分館） 

前沢第７投票所 
（生母地区センター  母体分館） 

前沢第８投票所 
（生母地区センター  赤生津分館） 

説明会資料（令和３年１月15日 前沢地区センター��分館）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 6,443 4,179 1,074 3,080 64.86% 16.67% 47.80%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 6,135 3,528 1,628 1,886 57.51% 26.54% 30.74%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -308 -651 554 -1,194 -7.35% 9.87% -17.06%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,191 742 256 483 62.30% 21.49% 40.55% 811 511 109 397 63.01% 13.44% 48.95%

② R元 参議院 1,075 608 379 227 56.56% 35.26% 21.12% 696 399 146 253 57.33% 20.98% 36.35%

②-① -116 -134 123 -256 -5.74% 13.76% -19.44% -115 -112 37 -144 -5.68% 7.54% -12.60%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,541 1,059 238 814 68.72% 15.44% 52.82% 1,006 642 149 489 63.82% 14.81% 48.61%

② R元 参議院 1,465 857 357 496 58.50% 24.37% 33.86% 979 567 236 328 57.92% 24.11% 33.50%

②-① -76 -202 119 -318 -10.22% 8.92% -18.97% -27 -75 87 -161 -5.90% 9.30% -15.10%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 964 628 180 445 65.15% 18.67% 46.16% 930 597 142 452 64.19% 15.27% 48.60%

② R元 参議院 1,128 624 302 319 55.32% 26.77% 28.28% 792 473 208 263 59.72% 26.26% 33.21%

②-① 164 -4 122 -126 -9.83% 8.10% -17.88% -138 -124 66 -189 -4.47% 10.99% -15.40%

投票率 有権者数 投票者数 投票率
選挙名

胆沢第７ 胆沢第８
胆沢笹森児童館 くらしの館

有権者数 投票者数

有権者数 投票者数 投票率
選挙名

胆沢第５ 胆沢第６
小山地区センター 柴山公民館

有権者数 投票者数 投票率

投票率 有権者数 投票者数 投票率

投票率

選挙名

胆沢第３ 胆沢第４
西堀切振興会館 二の台公民館

有権者数 投票者数

投票率 有権者数 投票者数

胆沢第３、胆沢第４、胆沢第５、胆沢第６、胆沢第７、胆沢第８

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数

64.86%
57.51%

16.67%
26.54%

47.80%

30.74%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月14日 小山地区センター） - 46 -



  胆沢地域の投票所の状況（全体図） 胆沢 12→６+臨時期日前１ 

  

胆沢第１投票所 
（若柳地区センター） 

胆沢第２投票所 
（胆沢愛宕地区センター） 

胆沢第３投票所 
（西堀切振興会館） 

胆沢第５投票所 
（小山地区センター） 胆沢第４投票所 

（二の台公民館） 
胆沢第６投票所 
（柴山公民館） 

胆沢第７投票所 
（胆沢笹森児童館） 

胆沢第８投票所 
（くらしの館） 

胆沢第９投票所 
（南都田地区センター） 

胆沢第１０投票所 
（南都田第二区自治会館） 

胆沢第１１投票所 
（第九部落公民館） 

胆沢第１２投票所 
（東田ふれあいセンター） 

（上笹森交流館） 

説明会資料（令和３年１月14日 小山地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 3,892 2,507 774 1,720 64.41% 19.89% 44.19%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 3,666 2,180 1,021 1,145 59.47% 27.85% 31.23%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -226 -327 247 -575 -4.95% 7.96% -12.96%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 1,166 754 248 505 64.67% 21.27% 43.31% 1,343 846 230 611 62.99% 17.13% 45.50%

② R元 参議院 1,093 675 311 360 61.76% 28.45% 32.94% 1,296 732 320 408 56.48% 24.69% 31.48%

②-① -73 -79 63 -145 -2.91% 7.18% -10.37% -47 -114 90 -203 -6.51% 7.57% -14.01%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 834 538 217 317 64.51% 26.02% 38.01% 549 369 79 287 67.21% 14.39% 52.28%

② R元 参議院 789 453 255 193 57.41% 32.32% 24.46% 488 320 135 184 65.57% 27.66% 37.70%

②-① -45 -85 38 -124 -7.09% 6.30% -13.55% -61 -49 56 -103 -1.64% 13.27% -14.57%

胆沢第９、胆沢第１０、胆沢第１１、胆沢第１２

投票率

有権者数 投票率

有権者数 投票者数 投票率

地区合計

選挙名

胆沢第１２
東田ふれあいセンター

有権者数 投票者数投票率 有権者数投票者数

胆沢第１１
第九部落公民館

選挙名

胆沢第１０
南都田第二区自治会館

有権者数 投票率投票者数 投票者数

胆沢第９
南都田地区センター

選挙名

市全体

有権者数 投票者数 投票率

64.41%
59.47%

19.89%
27.85%

44.19%

31.23%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月26日 南都田地区センター） - 48 -



  胆沢地域の投票所の状況（全体図） 胆沢 12→６+臨時期日前１ 

  

胆沢第１投票所 
（若柳地区センター） 

胆沢第２投票所 
（胆沢愛宕地区センター） 

胆沢第３投票所 
（西堀切振興会館） 

胆沢第５投票所 
（小山地区センター） 胆沢第４投票所 

（二の台公民館） 
胆沢第６投票所 
（柴山公民館） 

胆沢第７投票所 
（胆沢笹森児童館） 

胆沢第８投票所 
（くらしの館） 

胆沢第９投票所 
（南都田地区センター） 

胆沢第１０投票所 
（南都田第二区自治会館） 

胆沢第１１投票所 
（第九部落公民館） 

胆沢第１２投票所 
（東田ふれあいセンター） 

（上笹森交流館） 

説明会資料（令和３年１月26日 南都田地区センター）
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○参議院選挙（選挙区）における投票の状況 投票区:

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 104,511 66,530 17,545 48,234 63.66% 16.79% 46.15% 1,630 992 228 752 60.86% 13.99% 46.13%

② R元 参議院 100,075 58,085 24,471 33,132 58.04% 24.45% 33.11% 1,418 793 339 439 55.92% 23.91% 30.96%

②-① -4,436 -8,445 6,926 -15,102 -5.62% 7.66% -13.04% -212 -199 111 -313 -4.94% 9.92% -15.18%

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

うち
期日前

うち
当日

① H22 参議院 62 52 1 51 83.87% 1.61% 82.26% 1,568 940 227 701 59.95% 14.48% 44.71%

② R元 参議院 57 42 8 34 73.68% 14.04% 59.65% 1,361 751 331 405 55.18% 24.32% 29.76%

②-① -5 -10 7 -17 -10.19% 12.42% -22.61% -207 -189 104 -296 -4.77% 9.84% -14.95%

選挙名

市全体 地区合計

有権者数 投票者数 投票率投票率 有権者数 投票者数

衣川第２、衣川第３

選挙名

衣川第２ 衣川第３
自然体験ハウス 市役所衣川総合支所

有権者数 投票者数 投票率 有権者数 投票者数 投票率

60.86%
55.92%

13.99%
23.91%

46.13%

30.96%
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40%
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80%

100%

H22 参議院 R元参議院

当 該 地 区 合 計

投票率 うち期日前 うち当日

63.66%
58.04%

16.79%
24.45%

46.15%

33.11%

0%
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40%
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80%

100%

H22 参議院 R元参議院

市 全 体

投票率 うち期日前 うち当日

説明会資料（令和３年１月12日 自然体験ハウス）
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衣川地域の投票所の状況（全体図） 衣川５→４+臨時期日前１ 

衣川第１投票所 
（北股地区センター） 

衣川第２投票所 
（自然体験ハウス） 

衣川第３投票所 
（奥州市役所   衣川総合支所） 

衣川第４投票所 
（南股地区センター） 

衣川第５投票所 
（衣里地区センター） 

説明会資料（令和３年１月12日 自然体験ハウス）
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令和３年３月 16日 全員協議資料 

  健康こども部 健康増進課 

国民健康保険直営診療所の診療時間変更について 

  目 的   

江刺地域（大田代・伊手・米里・梁川）の直営診療所診療業務について、平成 23年 12月から奥州

病院医師の診療応援を、また、平成 29年４月からは移動診療車の導入により、診療応援のほか移動

診療車管理業務についても奥州病院へ委託し、当市のへき地医療体制の保持に務めています。 

今般、貴重な医療資源の有効活用とへき地医療の継続を両立する為、診療時間短縮が必要になります。 

 

  現 状   

 直営診療所の診療状況について、通院中の患者様は慢性疾患の方が多く、特定の方々の受診が約

７割を占めています。 

また、２時間の診療時間のうち、実診療時間は１時間以内となっており、残りの１時間は、待機と

なっています。 

地域 頻度・曜日 １回あたりの実診療時間 

大田代地区 月２回（第１、第３月曜日） 約 40分 

伊手地区 月２回（第２、第４木曜日） 約 50分 

米里地区 月２回（第１、第３木曜日） 約 50分 

梁川地区 月３回（第１、第２、第４木曜日） 約 60分 

１回あたりの派遣等・・・医師：1名、看護師：1名、運転手：１名 

 

  地域及び患者様への影響等   

まず、令和３年１月より受付時間短縮の試行を実施しました。その結果、患者様への支障がないことを

確認し、また、患者様から今後の診療時間短縮について同意をいただきました。 

次に、各地区振興会に国保直営診療所の運営状況と試行の結果について報告を行い、併せて令和３

年４月から診療時間を現行２時間から 1時間 30分に短縮することについて説明し、理解していただ

き、変更を了承する回答を得ました。 

 

  変更後の体制    

現在、各地域の１回あたり２時間の診療時間を 30分間短縮する内容で令和３年４月診療から開始する。 

地域 変更前診療時間（受付終了時間） 変更後診療時間（受付終了時間） 

大田代地区 14：00～16：00（15：30） 14：00～15：30 （15：00） 

伊手地区 14：00～16：00（15：30） 14：00～15：30 （15：00） 

米里地区 14：00～16：00（15：30） 14：00～15：30 （15：00） 

梁川地区 10：30～12：30 12：00） 10：30～12：00 （11：30） 

１回あたりの派遣等・・・医師：1名、看護師：1名、運転手：１名 

※ 地域毎の「頻度・曜日」については、現行とする。 

 

  今後の予定   

 令和３年３月下旬  法規審査委員会（奥州市国民健康保険直営診療所診療規則の一部改正について） 

 令和３年４月１日  運用開始 


